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my photo

あ な た の 作 品 募 集 中！

「my photo」では、あなたが撮影した写真を募集しています。貧困や環境問題などを

テーマにした写真、国内外問わず国際協力の最前線で活動に励む日本人や途上国

の人の姿、テレビや新聞ではなかなか報じられない土地の風景や人々の暮らしなど、

国際協力や開発途上国を身近に感じられる写真を、撮影時のエピソードを添えて

ご応募ください。応募作品の中から毎号1枚、本コーナーで紹介させていただきます。

　　　　　①応募者本人が撮影した作品に限ります。②被写体に関する肖

像権は、応募者の責任において了解が得られているものとします。③写真は、

解像度が300万画素以上（目安）で撮影されていること、また画像の記録方

式はJPEGを推奨します。
　　　　　お名前、連絡先（電話番号とEmail）、エピソード（300～350字）、

記名の可否をご記入の上、写真とともに応募先アドレスまでEmailでお送り

ください。
＊応募作品は本コーナーのほかに、事前確認の上でJICAの広報活動に活用させていただく

場合が

あります。ご記入いただいた個人情報はこれら以外の目的では使用いたしません。また、応募
作品は

ご返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

j i c a - p h o t o @ i d j . c o . j p

応募条件

応募方法

応 募 ／ 問 い 合 わ せ 先 （JICA’s World 編集部宛）

ナイロビ
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「いただきます！」　ケニア
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国連食糧農業機関 小沼廣幸さん　国際協力の第一線で活躍し続けて30年
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JICAのビジョン

すべての人々が恩恵を受ける、
ダイナミックな開発を進めます
Inclusive and Dynamic Development © PHOTOLIFE/a.collectionRF/amanaimages

平成23年東日本大震災で被災された皆様へ
3月11日に発生した東日本大震災で被災された皆様に、心よりお見舞い申し上げます。
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日本の国家試験に合格した3人の看護師
含むボランティアチーム（予定）

食料品パック、カップめん、バスタオル、
マット、防塵マスク

2006年に大規模な地滑りで1,000人以上
の死者・行方不明者を出したセントベルナルド
町。「被災当時に日本から支援を受けた我々
が、今度は兄弟である日本にお返しをしたい。
1ペソ、5ペソ硬貨でもいい。額は少ないかも
しれないが、日本への気持ちを表したい」と募
金活動が行われた。

05                         May 2011

May 2011                         0607                         May 2011

May 2011                         04

欧州連合(EU)、欧州評議会、アフリカ連合（AU）、アラブ・マグレブ連合（AMU）、東南アジア諸国連合（ASEAN）、ASEAN議長国、
東南部アフリカ市場共同体（COMESA）、民主主義・経済発展のための機構（GUAM）、中米統合機構（SICA）、アジア開発銀行
（ADB）、アフリカ開発銀行（AfDB）、アジア・太平洋電気通信共同体（APT）、黒海経済協力機構（BSEC）、生物多様性条約
（CBD）事務局、ワシントン条約（CITES）事務局、包括的核実験禁止条約機関（CTBTO）、エネルギー憲章条約（ECT）、国連食糧
農業機関（FAO）、ファスト・トラック・イニシアチブ（FTI）、地球環境ファシリティ（GEF）、世界エイズ・結核マラリア対策基金
（GFATM）、国際民間航空機関（ICAO）、赤十字国際委員会（ICRC）、米州開発銀行（IDB）、国際エネルギー機関（IEA）、国際赤
十字・赤新月社連盟（IFRC）、国際穀物理事会（IGC）、国際労働機関（ILO）、国際通貨基金（IMF）、国際海事機関（IMO）、国際移
住機関（IOM）、国際家族計画連盟（IPPF）、国際熱帯木材機関（ITTO）、国際電気通信連合（ITU）、国際自然保護連合（IUCN）、
北大西洋条約機構（NATO）、国連人道問題調整部（OCHA）、経済協力開発機構（OECD）、国連人権高等弁務官事務所
（OHCHR）、石油輸出国機構（OPEC）、化学兵器禁止機関（OPCW）、欧州安全保障協力機構（OSCE）、国連（UN）、国連エイズ
合同計画（UNAIDS）、国連教育科学文化機関（UNESCO）、国連開発計画（UNDP）、国連環境計画（UNEP）、国連環境計画
（UNEP）オゾン事務局、国連気候変動枠組条約事務局（UNFCCC）、国連人口基金（UNFPA）、国連人間居住計画
（UN-HABITAT）、国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）、国連児童基金（UNICEF）、国連工業開発機関（UNIDO）、ジェンダー
平等と女性のエンワーメントのための国連機関（UN Women）、国連ボランティア計画（UNV）、世界観光機関（UNWTO）、万国郵便
連合（UPU）、国連世界食糧計画（WFP）、世界保健機関（WHO）、世界気象機関（WMO）、世界銀行(the World Bank) 

カンボジア
10万ドル表明（約800万円）

全国各地から首都プノンペンの日本大
使館に弔問者があり、「カンボジアのた
めに多くの支援をしてくれたことに感謝し
ています。日本の被害に心を痛めてお
り、わずかばかりの寄付ですが、被災者
の役に立ててください」といったメッセー
ジが届けられた。

出典：外務省ホームページ（2011年4月19日現在）

アフガニスタン
100万ドル（約8,000万円）表明

首都カブールやバーミヤンなどでお見
舞いと弔意を表する集会が行われ、
「日本の惨事に対する悲しみを共有
する」「これまでアフガニスタンの再建
に尽力してきた日本政府と日本国民
への支援の用意がある」などの声が
上がった。

パキスタン
水、牛乳、高カロリービスケット

2005年のパキスタン北部地震で被災した地元
NGOが「日本は常にパキスタンを助けてくれた。す
べてのパキスタン人がこの悲しみを共有している」と
激励。また、その地震で倒壊した校舎が日本の支援
で再建されたことに対し、カシミール地方の女子高
校生が「“日本との連帯”の気持ちを表したい」と横
断幕を掲げた。

チリ

JICA帰国研修員の呼びかけにより、
戦禍にあるガザ地区で開かれた追悼
集会。パレスチナ難民キャンプで避
難生活を送る子どもたちからも、「以
前、青年海外協力隊員から『顔で笑
って、心で泣く』というサムライの精
神を学びました。時間がきっと少しず
つ傷を癒してくれるでしょう」というメッ
セージが届けられた。

救助隊32人

毛布、シーツ、缶詰、水

「友好国日本の苦しみを共有し、日本が短期間にその傷を癒
すであろうと確信している。そして、そのためにあらゆる貢献を
する用意がある。日本や日本国民が1999年のトルコ地震に
際して支援の手を差し伸べてくれたことを忘れていない」とチ
チェッキ副首相。被災9日後に駆け付けた救助隊は、宮城県
多賀城市などで救援作業に当たった。

パレスチナ自治区

トルコ

援助隊11人、事務員・メディカル4人

200万ドル（約1億6,000万円）表明

毛布

2004年に発生したスマトラ沖大地震・インド洋津波災害の最大被災
地バンダ・アチェ市では、東日本大震災を受けて追悼行事が行われ、
「最大の援助国だった日本を、今度は私たちが助けたい」というメッセー
ジが読み上げられた。「僕たちも同じように被災した仲間だから悲しまな
いで頑張って」という励ましの言葉も届けられている。

インドネシア

救助隊12人

100万ドル（約8,000万円）

毛布、セーターや靴下などの防寒衣

モンゴル政府からの100万ドルは、外国の災害に対する義援
金としては過去最高額。また、国家公務員全員が月給の1日分
を義援金として寄付することも決定されている。岩手県を被災4
カ月前に訪れていた元JICA研修員は「東北の美しい山々の風
景を今でも思い出す。この度の地震と津波により皆様が大きな
被害を受けたことに強く心を痛めています」とお見舞いを寄せて
いる。

モンゴル

ベトナム
20万ドル（約1,600万円）

ベトナム最大の援助国である日本。
各地の支援先から500万円を超え
る義援金や応援メッセージが届けら
れた。地震発生時に来日していた
JICA研修員からは「帰路の成田空
港で被災した際、JICAの職員が手
厚く保護してくれた。また、研修初日
に地震に対する備えのオリエンテー
ションを受けていたおかげで、いざと
いう時に取り乱すことなく対処でき
た。何よりも災害時における日本人
の冷静かつ秩序ある行動に感服し
た」と話している。

ボツワナ
100万プラ（約1,200万円）

「遠いボツワナからでも助けになりたい」「日本
人の勇気を尊敬している」「このメッセージが
同年代の子どもたちに届くことを願っている」
など、地元の小学生20人が励ましの言葉を寄
せた。ポケットの中の小銭を寄付した児童も。

モロッコ
JICAシニア海外ボランティアが日本
語教師を務める学校の生徒たちから
日本語でエールが送られた。「災害は
大きかったけど、日本人の意志はもっ
と大きい。あきらめないでください」。

コスタリカ
日本が支援する小学校の児童が被災地の
子どもたちを思い、「コスタリカにも友達がい
ることを知って元気になってほしい」といった
メッセージを送った。「世界の手本であり、愛
する日本の危機に少しでも協力したい」とい
う市民からの声も寄せられている。

モルディブ
長年の支援でモルディブの発展を支えて
くれている日本へ―。観光業を除けば、
モルディブでほぼ唯一の外資収入源で
あるツナ缶60万食を、日本の被災地へ
無償で提供することを決定。首都での追
悼行進には約2万人が参加した。

日本の支援が行われている首都テグシ
ガルパ市内の小学校の児童約100人
が、大使館前に設置された横断幕に
被災者へのメッセージを綴った。また、
JICA事務所のナショナルスタッフやそ
の家族らの提案で、被災地の様子を伝
える写真展示や募金活動も行われた。

セントビンセント及び
グレナディーン諸島
「神のご加護がありますように」「早く
復興が実現しますように」「日本の皆さ
んのために祈っています」。青年海外
協力隊が活動するカリブ海の小さな島
国から届けられた温かいメッセージ。

エルサルバドル
エルサルバドルのフネス大統領は、同国
で活動中の41人の青年海外協力隊を
招き、日本を激励する式典を開催。隊員
に対し、「日本が提供してくれた計り知れ
ない支援について忘れることはできない。
同胞が苦しみ、家族の状況が心配される
中、多くの隊員がボランティア活動の継
続を望んでいることは私たちに感動を与
える」などとメッセージを送った。

ケニア
「『ゾウは与えられた牙を支える
力がある』とケニアのことわざに
ある通り、日本の皆さんはきっと
この困難を乗り越えられるは
ず。なぜならその力を神様に与
えられているからです。明るい未
来があります。絶対にあきらめな
いで」。日本が支援してきたケニ
ヤッタ大学日本語学科の生徒
が日本語でスピーチ。その後、
生徒全員で「上を向いて歩こう」
を合唱した。

救助隊45人

行方不明者の捜索だけでなく、被災者の希望に応
えて倒壊した建物からぬいぐるみや衣類などを回収
した救助隊「Rescue South Africa」。「半ばあきら
めていたのでうれしい」と住民から感謝の声。

フィリピン

1億2,500万バーツ
（約3億5,000万円）

毛布、寝袋、缶詰、懐中電灯、マスクなど

バンコク最大のスラム街など国内各地で
たくさんの募金活動やチャリティーイベン
トが行われ、義援金とともに千羽鶴を持参
した企業もあった。また、人気歌手バード・
トンチャイ氏によってチャリティーソング
「明日のために」が制作された。YouTube
で視聴可能。

南アフリカ共和国

アイスランド
アイルランド
アゼルバイジャン
アメリカ
アラブ首長国連邦
アルジェリア
アルゼンチン
アルバニア
アルメニア
アンゴラ
アンティグア・バーブーダ
アンドラ
イエメン
イギリス
イスラエル
イタリア
イラク
イラン
インド
ウガンダ
ウクライナ
ウズベキスタン
ウルグアイ
エクアドル
エジプト
エストニア
エチオピア
エリトリア
オーストラリア
オーストリア
オマーン
オランダ
ガーナ
カーボヴェルデ
ガイアナ
カザフスタン
カタール
カナダ
ガボン
カメルーン
韓国
ガンビア
ギニア
ギニアビサウ
キプロス
キューバ
ギリシャ
キリバス
キルギス
グアテマラ
クウェート
クック諸島
グルジア
グレナダ
クロアチア
コートジボワール
コソボ
コモロ

コロンビア
コンゴ共和国
コンゴ民主共和国
サウジアラビア
サモア
サントメ・プリンシペ
ザンビア
サンマリノ
シエラレオネ
ジブチ
ジャマイカ
シリア
シンガポール
ジンバブエ
スイス
スウェーデン
スーダン
スペイン
スリナム
スリランカ
スロバキア
スロベニア
スワジランド
セーシェル
赤道ギニア
セネガル
セルビア
セントクリストファー・
ネービス
セントルシア
ソマリア
ソロモン
台湾
タジキスタン
タンザニア
チェコ
チャド
中国
チュニジア
ツバル
デンマーク
ドイツ
トーゴ
ドミニカ
ドミニカ共和国
トルクメニスタン
トンガ
ナイジェリア
ナウル
ナミビア
南部スーダン
ニカラグア
ニジェール
ニュージーランド
ネパール
ノルウェー
バーレーン
ハイチ

バチカン
パナマ
バヌアツ
パプアニューギニア
パラオ
パラグアイ
ハンガリー
バングラデシュ
東ティモール
フィジー
フィンランド
ブータン
ブラジル
フランス
ブルガリア
ブルキナファソ
ブルネイ
ブルンジ
ベナン
ベネズエラ
ベラルーシ
ベリーズ
ペルー
ベルギー
ポーランド
ボスニア・
ヘルツェゴビナ
ボリビア
ポルトガル
香港
マーシャル
マケドニア
マダガスカル
マラウイ
マリ
マルタ
マレーシア
ミクロネシア
ミャンマー
メキシコ
モーリシャス
モーリタニア
モザンビーク
モナコ
モルドバ
モンテネグロ
ヨルダン
ラオス
ラトビア
リトアニア
リヒテンシュタイン
リベリア
ルーマニア
ルクセンブルク
ルワンダ
レソト
レバノン
ロシア

救助隊　　 支援物資　　 義援金／寄付金　　  メッセージ／エピソード*

※各国・地域などからのさらに詳しいお見舞いメッセージと支援状況は、外務省（www.mofa.go.jp/mofaj/saigai/）
またはJICA（www.jica.go.jp/information/disaster_msg/）のホームページでご覧になれます。

タイ

日本が支援してきた津波防災教育の教材
が完成し、昨年のチリ大地震の最大被災
地に配布されたのが3月11日。奇しくもこ
の日に戦後最悪の震災に見舞われた日本
だったが、まさにその時「チリの防災意識を
高める事業に日本が貢献していた」と感謝
の念が現地で広がっている。

2 0 1 1年   3月1 1日、
三陸沖を震源とするマグ  ニチュード９．０の地震が、

類を見ない大津   波を引き起こし、
東北地方を中心にたくさんの人   々が犠牲となった東日本大震災。
戦後最悪の災害で日本中が悲し  みに暮れる中、届けられたのが、

世界2 5 2の国・地域・国   際機関からの温かい心、
そして連帯や信頼の思い。  今度は私たちが助ける番―。

日本がODAで支援し  てきた国・地域からも、
たくさんの“心”  が寄せられている。
世界のみなさん、  どうもありがとう。

252の
―  今 度 は 私  た ち の 番  ―

日本に届いた

ホンジュラス

*JICAに寄せられたものも含む。

252の
―  今 度 は 私 たち の 番  ―

日本に届いた

出典：外務省ホームページおよびJICA
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日本の国家試験に合格した3人の看護師
含むボランティアチーム（予定）

食料品パック、カップめん、バスタオル、
マット、防塵マスク

2006年に大規模な地滑りで1,000人以上
の死者・行方不明者を出したセントベルナルド
町。「被災当時に日本から支援を受けた我々
が、今度は兄弟である日本にお返しをしたい。
1ペソ、5ペソ硬貨でもいい。額は少ないかも
しれないが、日本への気持ちを表したい」と募
金活動が行われた。
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欧州連合(EU)、欧州評議会、アフリカ連合（AU）、アラブ・マグレブ連合（AMU）、東南アジア諸国連合（ASEAN）、ASEAN議長国、
東南部アフリカ市場共同体（COMESA）、民主主義・経済発展のための機構（GUAM）、中米統合機構（SICA）、アジア開発銀行
（ADB）、アフリカ開発銀行（AfDB）、アジア・太平洋電気通信共同体（APT）、黒海経済協力機構（BSEC）、生物多様性条約
（CBD）事務局、ワシントン条約（CITES）事務局、包括的核実験禁止条約機関（CTBTO）、エネルギー憲章条約（ECT）、国連食糧
農業機関（FAO）、ファスト・トラック・イニシアチブ（FTI）、地球環境ファシリティ（GEF）、世界エイズ・結核マラリア対策基金
（GFATM）、国際民間航空機関（ICAO）、赤十字国際委員会（ICRC）、米州開発銀行（IDB）、国際エネルギー機関（IEA）、国際赤
十字・赤新月社連盟（IFRC）、国際穀物理事会（IGC）、国際労働機関（ILO）、国際通貨基金（IMF）、国際海事機関（IMO）、国際移
住機関（IOM）、国際家族計画連盟（IPPF）、国際熱帯木材機関（ITTO）、国際電気通信連合（ITU）、国際自然保護連合（IUCN）、
北大西洋条約機構（NATO）、国連人道問題調整部（OCHA）、経済協力開発機構（OECD）、国連人権高等弁務官事務所
（OHCHR）、石油輸出国機構（OPEC）、化学兵器禁止機関（OPCW）、欧州安全保障協力機構（OSCE）、国連（UN）、国連エイズ
合同計画（UNAIDS）、国連教育科学文化機関（UNESCO）、国連開発計画（UNDP）、国連環境計画（UNEP）、国連環境計画
（UNEP）オゾン事務局、国連気候変動枠組条約事務局（UNFCCC）、国連人口基金（UNFPA）、国連人間居住計画
（UN-HABITAT）、国連難民高等弁務官事務所（UNHCR）、国連児童基金（UNICEF）、国連工業開発機関（UNIDO）、ジェンダー
平等と女性のエンワーメントのための国連機関（UN Women）、国連ボランティア計画（UNV）、世界観光機関（UNWTO）、万国郵便
連合（UPU）、国連世界食糧計画（WFP）、世界保健機関（WHO）、世界気象機関（WMO）、世界銀行(the World Bank) 

カンボジア
10万ドル表明（約800万円）

全国各地から首都プノンペンの日本大
使館に弔問者があり、「カンボジアのた
めに多くの支援をしてくれたことに感謝し
ています。日本の被害に心を痛めてお
り、わずかばかりの寄付ですが、被災者
の役に立ててください」といったメッセー
ジが届けられた。

出典：外務省ホームページ（2011年4月19日現在）

アフガニスタン
100万ドル（約8,000万円）表明

首都カブールやバーミヤンなどでお見
舞いと弔意を表する集会が行われ、
「日本の惨事に対する悲しみを共有
する」「これまでアフガニスタンの再建
に尽力してきた日本政府と日本国民
への支援の用意がある」などの声が
上がった。

パキスタン
水、牛乳、高カロリービスケット

2005年のパキスタン北部地震で被災した地元
NGOが「日本は常にパキスタンを助けてくれた。す
べてのパキスタン人がこの悲しみを共有している」と
激励。また、その地震で倒壊した校舎が日本の支援
で再建されたことに対し、カシミール地方の女子高
校生が「“日本との連帯”の気持ちを表したい」と横
断幕を掲げた。

チリ

JICA帰国研修員の呼びかけにより、
戦禍にあるガザ地区で開かれた追悼
集会。パレスチナ難民キャンプで避
難生活を送る子どもたちからも、「以
前、青年海外協力隊員から『顔で笑
って、心で泣く』というサムライの精
神を学びました。時間がきっと少しず
つ傷を癒してくれるでしょう」というメッ
セージが届けられた。

救助隊32人

毛布、シーツ、缶詰、水

「友好国日本の苦しみを共有し、日本が短期間にその傷を癒
すであろうと確信している。そして、そのためにあらゆる貢献を
する用意がある。日本や日本国民が1999年のトルコ地震に
際して支援の手を差し伸べてくれたことを忘れていない」とチ
チェッキ副首相。被災9日後に駆け付けた救助隊は、宮城県
多賀城市などで救援作業に当たった。

パレスチナ自治区

トルコ

援助隊11人、事務員・メディカル4人

200万ドル（約1億6,000万円）表明

毛布

2004年に発生したスマトラ沖大地震・インド洋津波災害の最大被災
地バンダ・アチェ市では、東日本大震災を受けて追悼行事が行われ、
「最大の援助国だった日本を、今度は私たちが助けたい」というメッセー
ジが読み上げられた。「僕たちも同じように被災した仲間だから悲しまな
いで頑張って」という励ましの言葉も届けられている。

インドネシア

救助隊12人

100万ドル（約8,000万円）

毛布、セーターや靴下などの防寒衣

モンゴル政府からの100万ドルは、外国の災害に対する義援
金としては過去最高額。また、国家公務員全員が月給の1日分
を義援金として寄付することも決定されている。岩手県を被災4
カ月前に訪れていた元JICA研修員は「東北の美しい山々の風
景を今でも思い出す。この度の地震と津波により皆様が大きな
被害を受けたことに強く心を痛めています」とお見舞いを寄せて
いる。

モンゴル

ベトナム
20万ドル（約1,600万円）

ベトナム最大の援助国である日本。
各地の支援先から500万円を超え
る義援金や応援メッセージが届けら
れた。地震発生時に来日していた
JICA研修員からは「帰路の成田空
港で被災した際、JICAの職員が手
厚く保護してくれた。また、研修初日
に地震に対する備えのオリエンテー
ションを受けていたおかげで、いざと
いう時に取り乱すことなく対処でき
た。何よりも災害時における日本人
の冷静かつ秩序ある行動に感服し
た」と話している。

ボツワナ
100万プラ（約1,200万円）

「遠いボツワナからでも助けになりたい」「日本
人の勇気を尊敬している」「このメッセージが
同年代の子どもたちに届くことを願っている」
など、地元の小学生20人が励ましの言葉を寄
せた。ポケットの中の小銭を寄付した児童も。

モロッコ
JICAシニア海外ボランティアが日本
語教師を務める学校の生徒たちから
日本語でエールが送られた。「災害は
大きかったけど、日本人の意志はもっ
と大きい。あきらめないでください」。

コスタリカ
日本が支援する小学校の児童が被災地の
子どもたちを思い、「コスタリカにも友達がい
ることを知って元気になってほしい」といった
メッセージを送った。「世界の手本であり、愛
する日本の危機に少しでも協力したい」とい
う市民からの声も寄せられている。

モルディブ
長年の支援でモルディブの発展を支えて
くれている日本へ―。観光業を除けば、
モルディブでほぼ唯一の外資収入源で
あるツナ缶60万食を、日本の被災地へ
無償で提供することを決定。首都での追
悼行進には約2万人が参加した。

日本の支援が行われている首都テグシ
ガルパ市内の小学校の児童約100人
が、大使館前に設置された横断幕に
被災者へのメッセージを綴った。また、
JICA事務所のナショナルスタッフやそ
の家族らの提案で、被災地の様子を伝
える写真展示や募金活動も行われた。

セントビンセント及び
グレナディーン諸島
「神のご加護がありますように」「早く
復興が実現しますように」「日本の皆さ
んのために祈っています」。青年海外
協力隊が活動するカリブ海の小さな島
国から届けられた温かいメッセージ。

エルサルバドル
エルサルバドルのフネス大統領は、同国
で活動中の41人の青年海外協力隊を
招き、日本を激励する式典を開催。隊員
に対し、「日本が提供してくれた計り知れ
ない支援について忘れることはできない。
同胞が苦しみ、家族の状況が心配される
中、多くの隊員がボランティア活動の継
続を望んでいることは私たちに感動を与
える」などとメッセージを送った。

ケニア
「『ゾウは与えられた牙を支える
力がある』とケニアのことわざに
ある通り、日本の皆さんはきっと
この困難を乗り越えられるは
ず。なぜならその力を神様に与
えられているからです。明るい未
来があります。絶対にあきらめな
いで」。日本が支援してきたケニ
ヤッタ大学日本語学科の生徒
が日本語でスピーチ。その後、
生徒全員で「上を向いて歩こう」
を合唱した。

救助隊45人

行方不明者の捜索だけでなく、被災者の希望に応
えて倒壊した建物からぬいぐるみや衣類などを回収
した救助隊「Rescue South Africa」。「半ばあきら
めていたのでうれしい」と住民から感謝の声。

フィリピン

1億2,500万バーツ
（約3億5,000万円）

毛布、寝袋、缶詰、懐中電灯、マスクなど

バンコク最大のスラム街など国内各地で
たくさんの募金活動やチャリティーイベン
トが行われ、義援金とともに千羽鶴を持参
した企業もあった。また、人気歌手バード・
トンチャイ氏によってチャリティーソング
「明日のために」が制作された。YouTube
で視聴可能。

南アフリカ共和国

アイスランド
アイルランド
アゼルバイジャン
アメリカ
アラブ首長国連邦
アルジェリア
アルゼンチン
アルバニア
アルメニア
アンゴラ
アンティグア・バーブーダ
アンドラ
イエメン
イギリス
イスラエル
イタリア
イラク
イラン
インド
ウガンダ
ウクライナ
ウズベキスタン
ウルグアイ
エクアドル
エジプト
エストニア
エチオピア
エリトリア
オーストラリア
オーストリア
オマーン
オランダ
ガーナ
カーボヴェルデ
ガイアナ
カザフスタン
カタール
カナダ
ガボン
カメルーン
韓国
ガンビア
ギニア
ギニアビサウ
キプロス
キューバ
ギリシャ
キリバス
キルギス
グアテマラ
クウェート
クック諸島
グルジア
グレナダ
クロアチア
コートジボワール
コソボ
コモロ

コロンビア
コンゴ共和国
コンゴ民主共和国
サウジアラビア
サモア
サントメ・プリンシペ
ザンビア
サンマリノ
シエラレオネ
ジブチ
ジャマイカ
シリア
シンガポール
ジンバブエ
スイス
スウェーデン
スーダン
スペイン
スリナム
スリランカ
スロバキア
スロベニア
スワジランド
セーシェル
赤道ギニア
セネガル
セルビア
セントクリストファー・
ネービス
セントルシア
ソマリア
ソロモン
台湾
タジキスタン
タンザニア
チェコ
チャド
中国
チュニジア
ツバル
デンマーク
ドイツ
トーゴ
ドミニカ
ドミニカ共和国
トルクメニスタン
トンガ
ナイジェリア
ナウル
ナミビア
南部スーダン
ニカラグア
ニジェール
ニュージーランド
ネパール
ノルウェー
バーレーン
ハイチ

バチカン
パナマ
バヌアツ
パプアニューギニア
パラオ
パラグアイ
ハンガリー
バングラデシュ
東ティモール
フィジー
フィンランド
ブータン
ブラジル
フランス
ブルガリア
ブルキナファソ
ブルネイ
ブルンジ
ベナン
ベネズエラ
ベラルーシ
ベリーズ
ペルー
ベルギー
ポーランド
ボスニア・
ヘルツェゴビナ
ボリビア
ポルトガル
香港
マーシャル
マケドニア
マダガスカル
マラウイ
マリ
マルタ
マレーシア
ミクロネシア
ミャンマー
メキシコ
モーリシャス
モーリタニア
モザンビーク
モナコ
モルドバ
モンテネグロ
ヨルダン
ラオス
ラトビア
リトアニア
リヒテンシュタイン
リベリア
ルーマニア
ルクセンブルク
ルワンダ
レソト
レバノン
ロシア

救助隊　　 支援物資　　 義援金／寄付金　　  メッセージ／エピソード*

※各国・地域などからのさらに詳しいお見舞いメッセージと支援状況は、外務省（www.mofa.go.jp/mofaj/saigai/）
またはJICA（www.jica.go.jp/information/disaster_msg/）のホームページでご覧になれます。

タイ

日本が支援してきた津波防災教育の教材
が完成し、昨年のチリ大地震の最大被災
地に配布されたのが3月11日。奇しくもこ
の日に戦後最悪の震災に見舞われた日本
だったが、まさにその時「チリの防災意識を
高める事業に日本が貢献していた」と感謝
の念が現地で広がっている。

2 0 1 1年   3月1 1日、
三陸沖を震源とするマグ  ニチュード９．０の地震が、

類を見ない大津   波を引き起こし、
東北地方を中心にたくさんの人   々が犠牲となった東日本大震災。
戦後最悪の災害で日本中が悲し  みに暮れる中、届けられたのが、

世界2 5 2の国・地域・国   際機関からの温かい心、
そして連帯や信頼の思い。  今度は私たちが助ける番―。

日本がODAで支援し  てきた国・地域からも、
たくさんの“心”  が寄せられている。
世界のみなさん、  どうもありがとう。

252の
―  今 度 は 私  た ち の 番  ―

日本に届いた

ホンジュラス

*JICAに寄せられたものも含む。

252の
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日本に届いた

出典：外務省ホームページおよびJICA



母子家庭訪問で赤ちゃんの体重を測る小川さん。お母さんにも自然と笑みがこぼれる。このほかにも、障害者施
設での生活介護支援など、活動の幅を広げている
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て
い
た
。

　「
海
外
で
い
ろ
い
ろ
な
文
化
に
触
れ
て
み

た
い
」。助
産
師
と
し
て
数
年
間
勤
務
し
た
後
、

バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
を
背
負
い
旅
に
出
た
小
川
さ

ん
。
し
か
し
、
世
界
55
カ
国
を
巡
り
目
に
し

た
の
は
、想
像
を
絶
す
る
〝
貧
し
さ
〞
だ
っ
た
。

「
自
分
に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
、
何

か
し
た
い
と
思
っ
て
、
イ
ン
ド
の
マ
ザ
ー
テ

レ
サ
の
施
設
に
飛
び
込
み
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
ま
し
た
」。

　
そ
し
て
そ
の
後
、
は
る
か
海
の
向
こ
う
、

西
ア
フ
リ
カ
の
セ
ネ
ガ
ル
に
青
年
海
外
協
力

隊
と
し
て
赴
任
。
首
都
ダ
カ
ー
ル
か
ら
車
で

約
10
時
間
、
小
さ
な
村
に
あ
る
診
療
所
の
サ

ポ
ー
ト
や
母
子
の
巡
回
検
診
、
小
学
校
で
の

衛
生
教
育
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。
し
か
し
、

新
し
い
注
射
器
や
針
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
消
毒
薬

な
ど
も
十
分
に
な
く
、
何
度
も
使
い
回
し
て

い
る
状
態
。
地
元
の
人
た
ち
に
一
生
懸
命
呼

び
掛
け
て
み
る
も
の
の
、
な
か
な
か
受
け
入

れ
て
も
ら
え
な
い
。
自
分
の
方
が
正
し
い
の

に
…
。
く
じ
け
そ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
で
も
あ
る
時
か
ら
小
川
さ
ん
は
変
わ
っ
た
。

「
日
本
の
文
化
や
風
習
、
自
分
の
常
識
や
価
値

観
を
す
べ
て
取
り
払
っ
た
ら
、〝
あ
、
こ
ん
な

ん
で
も
い
い
ん
や
〞
っ
て
思
え
る
よ
う
に
な

っ
た
ん
で
す
」。
そ
の
地
域
に
〝
あ
る
〞
も
の

を
生
か
し
て
い
こ
う
―
。
い
つ
し
か
現
地
の

人
た
ち
と
も
、
自
然
と
分
か
り
合
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
後
も
、
協
力

隊
と
助
産
師
の
経
験
を
生
か
す
べ
く
、
ア
ジ

ア
を
中
心
に
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
っ
た
。

　
約
10
年
間
の
途
上
国
生
活
を
経
て
、
久
し

ぶ
り
に
日
本
に
帰
国
し
た
の
は
07
年
の
こ

と
。
し
か
し
し
ば
ら
く
し
て
、
彼
女
は
ふ
と
、

自
分
の
心
の
中
に
引
っ
か
か
っ
て
い
る
〝
何

か
〞
に
気
付
く
。「
こ
れ
ま
で
は
ず
っ
と
、

途
上
国
の
人
た
ち
に
〝
日
本
っ
て
う
ら
や
ま

し
い
、
日
本
の
よ
う
に
な
り
た
い
〞
っ
て
言

わ
れ
て
き
た
ん
で
す
。
で
も
、
数
年
ぶ
り
の

日
本
は
何
か
が
違
っ
た
」。
皆
ど
こ
か
疲
れ

た
表
情
を
し
て
い
る
し
、
連
日
の
よ
う
に
自

殺
や
殺
人
事
件
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
く
る

…
。
そ
ん
な
母
国
の
状
況
を
目
に
し
た
小
川

さ
ん
は
こ
う
思
っ
た
。

　「
次
に
私
に
で
き
る
こ
と
は
、
日
本
の
い

の
ち
を
輝
か
せ
る
こ
と
だ
！
」

　
活
動
の
舞
台
を
日
本
に
移
し
、〝
い
の
ち

輝
か
せ
屋
〞
と
し
て
の
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。

　
現
在
は
助
産
師
と
し
て
、
日
々
た
く
さ
ん

の
お
母
さ
ん
た
ち
と
の
出
会
い
が
あ
る
。「
日

本
の
お
母
さ
ん
た
ち
は
繊
細
で
一
生
懸
命
。

そ
の
分
と
て
も
ま
じ
め
で
〝
子
育
て
は
こ
う

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〞
と
か
〝
ほ
か
の
子

と
比
べ
て
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
〞
と
考
え
て
し

ま
う
。
核
家
族
化
が
進
む
中
で
、
孤
独
な
子

育
て
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
人
た
ち
の
話
に

耳
を
傾
け
、
力
に
な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
」

と
熱
意
を
燃
や
す
。
ま
た
最
近
で
は
国
際
協

力
の
経
験
を
地
元
に
還
元
す
べ
く
、「
い
の

ち
輝
か
せ
塾
　
国
際
編
」
を
ス
タ
ー
ト
。
学
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　「
大
丈
夫
で
す
よ
。
順
調
に
育
っ
て
い
ま

す
」

　
桜
の
花
も
満
開
に
な
り
、
春
ら
し
い
香
り

漂
う
大
阪
府
大
阪
市
―
。
助
産
師
・
小
川
圭

子
さ
ん
の
こ
の
日
の
訪
問
先
は
、
数
カ
月
前

に
初
め
て
の
出
産
を
経
験
し
た
ば
か
り
の
お

母
さ
ん
。
お
風
呂
の
入
れ
方
や
予
防
接
種
の

進
め
方
、
抱
っ
こ
の
コ
ツ
な
ど
を
指
導
し
な

が
ら
、〝
新
米
お
母
さ
ん
〞
の
子
育
て
の
悩

み
を
じ
っ
く
り
と
聞
く
。

　「
最
初
は
誰
で
も
そ
う
な
ん
で
す
よ
」

　
小
川
さ
ん
が
そ
う
優
し
く
声
を
掛
け
る

と
、
彼
女
は
少
し
ほ
っ
と
し
た
表
情
に
な
っ

た
。「
楽
し
ん
で
育
児
を
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
私
の
仕
事
で
す
」。

　
２
０
０
８
年
９
月
、
大
阪
市
に
「
助
産
院

い
の
ち
輝
か
せ
屋
」
を
開
業
し
た
小
川
さ
ん
。

市
の
委
託
に
よ
る
妊
婦
教
室
や
母
子
訪
問
、

地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連
携
し
た
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
の
講
習
会
な
ど
、地
域
の
お
母
さ
ん
の
〝
応

援
団
〞
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。

　「
い
ろ
ん
な
子
育
て
が
あ
っ
て
い
い
。
そ

う
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
開
発
途
上

国
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
生
き
方
に
触
れ
た
か

ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」。
今
で
こ
そ
地
元
に

密
着
し
た
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
彼
女
だ

が
、
実
は
数
年
前
ま
で
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ

カ
で
母
子
保
健
分
野
の
国
際
協
力
に
奔
走
し

常
識
の
通
じ
な
い
セ
ネ
ガ
ル
で

変
わ
っ
た
価
値
観

〝
行
動
こ
そ
真
実
〞

自
分
の
心
に
耳
を
傾
け
よ
う

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
人
材
の
必
要
性

校
で
の
講
演
な
ど
を
通
じ
て
、
同
じ
地
球
上

で
起
こ
っ
て
い
る
途
上
国
の
現
実
、
現
地
の

た
く
ま
し
い
人
々
の
生
き
方
か
ら
学
ん
だ

〝
い
の
ち
を
輝
か
せ
る
〞
方
法
な
ど
を
若
者

た
ち
に
伝
え
て
い
る
。

　「
途
上
国
で
の
生
活
を
経
て
、
常
識
や
思

い
込
み
、
人
の
意
見
や
他
人
の
目
に
惑
わ
さ

れ
ず
、
自
分
が
心
に
感
じ
て
い
る
も
の
を
信

じ
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と

い
う
小
川
さ
ん
。
そ
れ
故
に
日
本
の
若
者
た

ち
に
も
「
自
分
の
魂
が
喜
ぶ
生
き
方
を
選
択

し
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。
そ
ん
な
時
こ
そ
、

人
間
は
と
び
き
り
の
笑
顔
で
、〝
い
の
ち
の

輝
き
〞
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ

と
―
。

　
小
川
さ
ん
に
と
っ
て 〝
行
動
こ
そ
真
実
〞

な
の
だ
。

　「
海
外
に
出
た
こ
と
で
、
日
本
を
外
の
世

界
か
ら
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
た
」

　
小
川
さ
ん
の
よ
う
に
途
上
国
で
〝
当
た
り

前
で
は
な
い
〞
現
実
に
直
面
し
乗
り
越
え
て

き
た
経
験
を
、「
日
本
社
会
の
問
題
解
決
に

還
元
し
た
い
」
と
活
動
し
て
い
る
人
は
少
な

く
な
い
。

　
長
引
く
不
況
、
少
子
高
齢
化
、
想
定
を
は

る
か
に
超
え
た
自
然
災
害
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
交
錯
す
る
日
本
―
。
め
ま
ぐ
る
し

い
変
化
の
中
で
、
日
々
新
た
に
発
生
す
る
課

題
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、

い
か
な
る
状
況
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る

〝
人
間
力
〞
が
求
め
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
最
近
注
目
さ
れ
始
め
た
の
が
、「
グ

世
界
を
知
る
こ
と
こ
そ

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
へ
の
第
一
歩
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協力隊時代、派遣先のセネガルの医療センターにて。現地の助産師とともに奮闘の日々だった

※

イ
ギ
リ
ス
発
祥
の
制
度
。高
校
・
大
学
卒
業
後
に
平
均
１
年

程
度
、語
学
留
学
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、個
人
の
知
見

を
深
め
る
た
め
の
活
動
を
行
う
こ
と
が
社
会
的
に
推
奨
さ
れ

て
い
る
。

地域の子育てひろばでのベビーマッサージの講習会。親子でふれ合う時間や
スキンシップの大切さを伝えている

問題解決能力を生かして
店舗の自立とお客様の喜びを実現
　ローソンでは、コンビニ業界でイノベーションを起こすために、チャレンジ
精神旺盛で元気、前例にこだわらない人を求めています。また、私たちの
ビジネスはフランチャイズですので、自らお客様に直接商品を売るのでは
なく、店舗のオーナーさんへのコンサルティングを通して、お客様に喜んで
もらえるお店をつくっていきます。そこで、知恵を使って問題解決を楽しみ、
上手にコミュニケーションできる能力も必要です。
　さらに、「みんなとくらすマチを幸せにします」という企業理念の実現に必
要な“誰かのために何かしたいという気持ちを持つ人材”が青年海外協力
隊経験者の皆さんと同じなのでは？と、社長の新浪剛史から直接指示が
あり、昨年から協力隊経験者の採用を始めました。単に手を貸すだけでは
なく、その国や地域が自立していけるように支援する協力隊の活動が、店
舗へのコンサルティングと似ていると思っています。
　今後は、日本の価値を理解した上で、日本をもっと外に売り出す人材が
必要だと考えています。経済も企業も、すでに国境なく活動しています。
内、外という議論ではなく、すでに次のステップを見ている人材が欲しいで
すね。

　1200年を超える歴史と文化が息づく京都市は、危機的な財政状況を
克服しながら、市民とともに地方主権時代を切り開き、皆が「住んでいてよ
かった」と思えるまちづくりを目指しています。そのために、柔軟な発想や行
動力を持ち、困難な課題に真正面から立ち向かう積極果敢な職員を必要
としています。
　青年海外協力隊は開発途上国で地域の経済・社会の発展や復興に
貢献するため、ボランティア精神や柔軟な発想力、高いコミュニケーション
能力に優れた人材が多く活躍し、それは魅力あふれる京都の創造に必要
な人材と重なります。そこで、協力隊などの経験者を対象とした採用試験
を2008年度から始めました。
　1978年に「世界文化自由都市宣言」を掲げた本市は、年間5,000万
人の観光客を受け入れる観光都市として、また京都議定書が採択された
環境先進都市として、伝統や文化遺産を保持しながら、新しい文化を生
み出し続ける国際都市を目指しています。文化芸術、経済、観光、学術・
研究など、すべての政策分野で国際化を一層進めつつ、世界に“京都らし
さ”を示していくためには、新しい視点を持つ協力隊経験者のようなグロー
バル人材の活躍が不可欠と考えています。

困難をチャンスに変えるチャレンジ精神で
国際都市・京都の発展を

京都市 
人事委員会事務局 
任用課 主任

特集　グローバル人材の育成
世界という名の舞台へ

特集　グローバル人材の育成
世界という名の舞台へ

株式会社ローソン
ヒューマンリソースステーション　
人財開発部長

中村 剛さん

塩田 健二さん

Co l um n

小
川
圭
子

ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
持
っ
た
人
材
」
の
育
成

だ
。
単
に
外
国
語
が
で
き
る
だ
け
で
は
な
い
。

日
本
企
業
の
海
外
進
出
が
急
増
し
、
特
に
途

上
国
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
が
拡
大
す
る
中

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
培
わ
れ
た
経
験
や
価

値
観
を
も
っ
て
、
国
内
外
の
問
題
解
決
に
迅

速
か
つ
効
果
的
に
貢
献
し
得
る
人
材
―
。
２

０
１
０
年
６
月
に
日
本
政
府
が
発
表
し
た

「
新
成
長
戦
略
」
で
も
、
新
た
に
設
置
さ
れ

「 世 界 中 の い の ち を 輝 か せ た い 」

た
戦
略
分
野
（
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
健
康
、

ア
ジ
ア
、
観
光
・
地
域
活
性
化
、
科
学
・
技
術
・

情
報
通
信
、
雇
用
・
人
材
、
金
融
）
を
強
化

し
て
い
く
た
め
に
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

育
成
」
が
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。

　
飛
行
機
に
乗
れ
ば
、
世
界
中
、
ど
こ
に
で

も
簡
単
に
行
け
て
し
ま
う
―
。
私
た
ち
に
と

っ
て
海
外
が
身
近
に
な
っ
て
い
る
一
方
、
不

況
の
中
で
安
定
志
向
が
高
ま
り
、
至
る
と
こ

ろ
で
〝
内
向
き
な
若
者
〞
の
存
在
が
指
摘
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
状
況
を
受
け
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
約
１
３

０
カ
国
で
途
上
国
の
問
題
解
決
に
取
り
組
ん

で
き
た
経
験
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、

日
本
国
内
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
そ
の
一
つ
が
半
世
紀
近
い
歴
史
を
持
ち
、

こ
れ
ま
で
約
３
万
５
０
０
０
人
を
途
上
国
に

送
り
出
し
て
き
た
「
青
年
海
外
協
力
隊
」
だ
。

「
隊
員
た
ち
は
、
言
葉
も
文
化
も
違
う
環
境
で

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
直
面
し
、
他
人
を
思
い

や
る
心
、
行
動
力
、
柔
軟
性
な
ど
を
育
ん
で

い
き
ま
す
。
帰
国
後
の
成
長
に
は
目
を
見
張

る
も
の
が
あ
り
、
２
年
間
の
経
験
は
大
変
貴

重
な
も
の
だ
と
い
え
ま
す
」
と
青
年
海
外
協

力
隊
事
務
局
の
北
野
一
人
次
長
は
話
す
。
帰

国
後
は
国
際
協
力
業
界
だ
け
で
な
く
、
途
上

国
で
の
経
験
を
生
か
し
、
国
内
の
民
間
企
業

や
自
治
体
、
教
育
機
関
な
ど
で
多
く
の
人
が

活
躍
し
て
い
る
。
ま
た
今
回
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
で
も
全
国
の
Ｏ
Ｂ
・Ｏ
Ｇ
が
連
携

し
て
い
ち
早
く
現
場
に
赴
き
、
長
期
的
な
支

援
を
見
据
え
て
救
援
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　「
帰
国
後
の
進
路
を
心
配
し
て
参
加
を
た

め
ら
う
人
も
多
い
よ
う
で
す
が
、
協
力
隊
経

験
者
を
積
極
的
に
採
用
し
て
い
る
企
業
や
自

治
体
も
あ
り
ま
す
」
と
北
野
次
長
。
最
近
で

は
、
日
本
の
若
者
の
視
野
を
広
げ
る
た
め
の

環
境
づ
く
り
と
し
て
ギ
ャ
ッ
プ
イ
ヤ
ー
※
の

導
入
に
向
け
た
動
き
も
あ
り
、
協
力
隊
へ
の

有
効
活
用
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
全
国
17
カ
所
の
国
内
拠

点
を
中
心
に
、
市
民
の
国
際
協
力
へ
の
参
加

を
積
極
的
に
推
進
。「
途
上
国
の
問
題
を
知

る
こ
と
で
、
地
球
規
模
の
課
題
を
身
近
な
も

の
と
し
て
捉
え
て
ほ
し
い
。
そ
の
こ
と
が
、

自
身
の
価
値
観
や
視
野
を
広
げ
る
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
」
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば
市
民

参
加
協
力
促
進
課
の
高
田
宏
仁
課
長
。Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば
（
東
京
・
愛
知
）
で
の
情

報
提
供
を
は
じ
め
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
や
協
力

隊
Ｏ
Ｂ
・Ｏ
Ｇ
に
よ
る
国
際
協
力
出
前
講
座
、

途
上
国
の
現
場
を
視
察
で
き
る
教
師
海
外
研

修
、
国
際
協
力
中
学
生
・
高
校
生
エ
ッ
セ
イ

コ
ン
テ
ス
ト
や
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
コ
ン
ク
ー

ル
の
開
催
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
職
員
に
対
す
る
能
力
強

化
研
修
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

用
意
し
て
い
る
。「
国
際
協
力
や
途
上
国
に

興
味
が
あ
る
人
は
、
最
寄
り
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国

内
拠
点
や
、
各
都
道
府
県
に
配
置
さ
れ
て
い

る
国
際
協
力
推
進
員
に
ど
ん
ど
ん
相
談
し
て

ほ
し
い
」
と
高
田
課
長
は
話
す
。

　
日
本
の
未
来
を
担
う
の
は
、
今
を
生
き
る

若
者
た
ち
―
。
彼
ら
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野

を
持
っ
て
、
世
界
と
い
う
名
の
舞
台
へ
羽
ば

た
い
て
い
け
る
よ
う
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
の
た
め
の
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
く
方
針
だ
。

国
際
助
産
師
／
い
の
ち
輝
か
せ
屋

1997年

1999年

2003年

2004年

インドでボランティア

JICA青年海外協力隊
（助産師） セネガル

JICA専門家
（母乳哺育） カンボジア

JICAカンボジア事務所
健康管理員

JICA 国際緊急援助隊 
医療チーム パキスタン

2007年

帰国

2008年

JICA 国際緊急援助隊 
医療チーム ミャンマー

2008年

2010年

「助産院 いのち輝かせ屋」開業

Career Path

さ
ん

世界という名の
舞台へ

この数年、急速に進むグローバル化の流れに反して、
内向きな若者の存在が指摘される日本社会―。

しかし、世界とのかかわりの中で生きる私たちにとって、今まさに求められるのは、
外向きの視点を持ち、いかなる状況にも柔軟に対応できる“グローバル人材”だ。
JICAも開発途上国で培ったノウハウ、世界各地に広がるネットワークを生かし、

さまざまな形でグローバル人材の育成を支援。
実際にJICAのプログラムに参加し、国内外で“グローバル人材”として活躍している人も多い。

大阪市の小川圭子さんもその一人。
地域のお母さんの応援団として「助産院 いのち輝かせ屋」を営む彼女の原点は、

意外にも、開発途上国でのボランティア活動にあった。

高校生国際協力実体験プログラム

セネガルでの協力隊時代、同僚の助産師たちと。彼女たちが“変わる”きっかけを与え
てくれた

JICA地球ひろば（東京）

なごや地球ひろば（愛知）

教師海外研修

国際協力出前講座

国際協力中学生・高校生エッセイコンテスト
受賞者の途上国研修旅行

特 集 グローバル人材の育成



母子家庭訪問で赤ちゃんの体重を測る小川さん。お母さんにも自然と笑みがこぼれる。このほかにも、障害者施
設での生活介護支援など、活動の幅を広げている
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て
い
た
。

　「
海
外
で
い
ろ
い
ろ
な
文
化
に
触
れ
て
み

た
い
」。助
産
師
と
し
て
数
年
間
勤
務
し
た
後
、

バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
を
背
負
い
旅
に
出
た
小
川
さ

ん
。
し
か
し
、
世
界
55
カ
国
を
巡
り
目
に
し

た
の
は
、想
像
を
絶
す
る
〝
貧
し
さ
〞
だ
っ
た
。

「
自
分
に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
、
何

か
し
た
い
と
思
っ
て
、
イ
ン
ド
の
マ
ザ
ー
テ

レ
サ
の
施
設
に
飛
び
込
み
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
ま
し
た
」。

　
そ
し
て
そ
の
後
、
は
る
か
海
の
向
こ
う
、

西
ア
フ
リ
カ
の
セ
ネ
ガ
ル
に
青
年
海
外
協
力

隊
と
し
て
赴
任
。
首
都
ダ
カ
ー
ル
か
ら
車
で

約
10
時
間
、
小
さ
な
村
に
あ
る
診
療
所
の
サ

ポ
ー
ト
や
母
子
の
巡
回
検
診
、
小
学
校
で
の

衛
生
教
育
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。
し
か
し
、

新
し
い
注
射
器
や
針
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
消
毒
薬

な
ど
も
十
分
に
な
く
、
何
度
も
使
い
回
し
て

い
る
状
態
。
地
元
の
人
た
ち
に
一
生
懸
命
呼

び
掛
け
て
み
る
も
の
の
、
な
か
な
か
受
け
入

れ
て
も
ら
え
な
い
。
自
分
の
方
が
正
し
い
の

に
…
。
く
じ
け
そ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
で
も
あ
る
時
か
ら
小
川
さ
ん
は
変
わ
っ
た
。

「
日
本
の
文
化
や
風
習
、
自
分
の
常
識
や
価
値

観
を
す
べ
て
取
り
払
っ
た
ら
、〝
あ
、
こ
ん
な

ん
で
も
い
い
ん
や
〞
っ
て
思
え
る
よ
う
に
な

っ
た
ん
で
す
」。
そ
の
地
域
に
〝
あ
る
〞
も
の

を
生
か
し
て
い
こ
う
―
。
い
つ
し
か
現
地
の

人
た
ち
と
も
、
自
然
と
分
か
り
合
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
後
も
、
協
力

隊
と
助
産
師
の
経
験
を
生
か
す
べ
く
、
ア
ジ

ア
を
中
心
に
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
っ
た
。

　
約
10
年
間
の
途
上
国
生
活
を
経
て
、
久
し

ぶ
り
に
日
本
に
帰
国
し
た
の
は
07
年
の
こ

と
。
し
か
し
し
ば
ら
く
し
て
、
彼
女
は
ふ
と
、

自
分
の
心
の
中
に
引
っ
か
か
っ
て
い
る
〝
何

か
〞
に
気
付
く
。「
こ
れ
ま
で
は
ず
っ
と
、

途
上
国
の
人
た
ち
に
〝
日
本
っ
て
う
ら
や
ま

し
い
、
日
本
の
よ
う
に
な
り
た
い
〞
っ
て
言

わ
れ
て
き
た
ん
で
す
。
で
も
、
数
年
ぶ
り
の

日
本
は
何
か
が
違
っ
た
」。
皆
ど
こ
か
疲
れ

た
表
情
を
し
て
い
る
し
、
連
日
の
よ
う
に
自

殺
や
殺
人
事
件
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
く
る

…
。
そ
ん
な
母
国
の
状
況
を
目
に
し
た
小
川

さ
ん
は
こ
う
思
っ
た
。

　「
次
に
私
に
で
き
る
こ
と
は
、
日
本
の
い

の
ち
を
輝
か
せ
る
こ
と
だ
！
」

　
活
動
の
舞
台
を
日
本
に
移
し
、〝
い
の
ち

輝
か
せ
屋
〞
と
し
て
の
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。

　
現
在
は
助
産
師
と
し
て
、
日
々
た
く
さ
ん

の
お
母
さ
ん
た
ち
と
の
出
会
い
が
あ
る
。「
日

本
の
お
母
さ
ん
た
ち
は
繊
細
で
一
生
懸
命
。

そ
の
分
と
て
も
ま
じ
め
で
〝
子
育
て
は
こ
う

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〞
と
か
〝
ほ
か
の
子

と
比
べ
て
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
〞
と
考
え
て
し

ま
う
。
核
家
族
化
が
進
む
中
で
、
孤
独
な
子

育
て
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
人
た
ち
の
話
に

耳
を
傾
け
、
力
に
な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
」

と
熱
意
を
燃
や
す
。
ま
た
最
近
で
は
国
際
協

力
の
経
験
を
地
元
に
還
元
す
べ
く
、「
い
の

ち
輝
か
せ
塾
　
国
際
編
」
を
ス
タ
ー
ト
。
学
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　「
大
丈
夫
で
す
よ
。
順
調
に
育
っ
て
い
ま

す
」

　
桜
の
花
も
満
開
に
な
り
、
春
ら
し
い
香
り

漂
う
大
阪
府
大
阪
市
―
。
助
産
師
・
小
川
圭

子
さ
ん
の
こ
の
日
の
訪
問
先
は
、
数
カ
月
前

に
初
め
て
の
出
産
を
経
験
し
た
ば
か
り
の
お

母
さ
ん
。
お
風
呂
の
入
れ
方
や
予
防
接
種
の

進
め
方
、
抱
っ
こ
の
コ
ツ
な
ど
を
指
導
し
な

が
ら
、〝
新
米
お
母
さ
ん
〞
の
子
育
て
の
悩

み
を
じ
っ
く
り
と
聞
く
。

　「
最
初
は
誰
で
も
そ
う
な
ん
で
す
よ
」

　
小
川
さ
ん
が
そ
う
優
し
く
声
を
掛
け
る

と
、
彼
女
は
少
し
ほ
っ
と
し
た
表
情
に
な
っ

た
。「
楽
し
ん
で
育
児
を
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
私
の
仕
事
で
す
」。

　
２
０
０
８
年
９
月
、
大
阪
市
に
「
助
産
院

い
の
ち
輝
か
せ
屋
」
を
開
業
し
た
小
川
さ
ん
。

市
の
委
託
に
よ
る
妊
婦
教
室
や
母
子
訪
問
、

地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連
携
し
た
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
の
講
習
会
な
ど
、地
域
の
お
母
さ
ん
の
〝
応

援
団
〞
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。

　「
い
ろ
ん
な
子
育
て
が
あ
っ
て
い
い
。
そ

う
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
開
発
途
上

国
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
生
き
方
に
触
れ
た
か

ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」。
今
で
こ
そ
地
元
に

密
着
し
た
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
彼
女
だ

が
、
実
は
数
年
前
ま
で
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ

カ
で
母
子
保
健
分
野
の
国
際
協
力
に
奔
走
し

常
識
の
通
じ
な
い
セ
ネ
ガ
ル
で

変
わ
っ
た
価
値
観

〝
行
動
こ
そ
真
実
〞

自
分
の
心
に
耳
を
傾
け
よ
う

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
人
材
の
必
要
性

校
で
の
講
演
な
ど
を
通
じ
て
、
同
じ
地
球
上

で
起
こ
っ
て
い
る
途
上
国
の
現
実
、
現
地
の

た
く
ま
し
い
人
々
の
生
き
方
か
ら
学
ん
だ

〝
い
の
ち
を
輝
か
せ
る
〞
方
法
な
ど
を
若
者

た
ち
に
伝
え
て
い
る
。

　「
途
上
国
で
の
生
活
を
経
て
、
常
識
や
思

い
込
み
、
人
の
意
見
や
他
人
の
目
に
惑
わ
さ

れ
ず
、
自
分
が
心
に
感
じ
て
い
る
も
の
を
信

じ
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と

い
う
小
川
さ
ん
。
そ
れ
故
に
日
本
の
若
者
た

ち
に
も
「
自
分
の
魂
が
喜
ぶ
生
き
方
を
選
択

し
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。
そ
ん
な
時
こ
そ
、

人
間
は
と
び
き
り
の
笑
顔
で
、〝
い
の
ち
の

輝
き
〞
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ

と
―
。

　
小
川
さ
ん
に
と
っ
て 〝
行
動
こ
そ
真
実
〞

な
の
だ
。

　「
海
外
に
出
た
こ
と
で
、
日
本
を
外
の
世

界
か
ら
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
た
」

　
小
川
さ
ん
の
よ
う
に
途
上
国
で
〝
当
た
り

前
で
は
な
い
〞
現
実
に
直
面
し
乗
り
越
え
て

き
た
経
験
を
、「
日
本
社
会
の
問
題
解
決
に

還
元
し
た
い
」
と
活
動
し
て
い
る
人
は
少
な

く
な
い
。

　
長
引
く
不
況
、
少
子
高
齢
化
、
想
定
を
は

る
か
に
超
え
た
自
然
災
害
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
交
錯
す
る
日
本
―
。
め
ま
ぐ
る
し

い
変
化
の
中
で
、
日
々
新
た
に
発
生
す
る
課

題
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、

い
か
な
る
状
況
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る

〝
人
間
力
〞
が
求
め
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
最
近
注
目
さ
れ
始
め
た
の
が
、「
グ

世
界
を
知
る
こ
と
こ
そ

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
へ
の
第
一
歩
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協力隊時代、派遣先のセネガルの医療センターにて。現地の助産師とともに奮闘の日々だった

※

イ
ギ
リ
ス
発
祥
の
制
度
。高
校
・
大
学
卒
業
後
に
平
均
１
年

程
度
、語
学
留
学
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、個
人
の
知
見

を
深
め
る
た
め
の
活
動
を
行
う
こ
と
が
社
会
的
に
推
奨
さ
れ

て
い
る
。

地域の子育てひろばでのベビーマッサージの講習会。親子でふれ合う時間や
スキンシップの大切さを伝えている

問題解決能力を生かして
店舗の自立とお客様の喜びを実現
　ローソンでは、コンビニ業界でイノベーションを起こすために、チャレンジ
精神旺盛で元気、前例にこだわらない人を求めています。また、私たちの
ビジネスはフランチャイズですので、自らお客様に直接商品を売るのでは
なく、店舗のオーナーさんへのコンサルティングを通して、お客様に喜んで
もらえるお店をつくっていきます。そこで、知恵を使って問題解決を楽しみ、
上手にコミュニケーションできる能力も必要です。
　さらに、「みんなとくらすマチを幸せにします」という企業理念の実現に必
要な“誰かのために何かしたいという気持ちを持つ人材”が青年海外協力
隊経験者の皆さんと同じなのでは？と、社長の新浪剛史から直接指示が
あり、昨年から協力隊経験者の採用を始めました。単に手を貸すだけでは
なく、その国や地域が自立していけるように支援する協力隊の活動が、店
舗へのコンサルティングと似ていると思っています。
　今後は、日本の価値を理解した上で、日本をもっと外に売り出す人材が
必要だと考えています。経済も企業も、すでに国境なく活動しています。
内、外という議論ではなく、すでに次のステップを見ている人材が欲しいで
すね。

　1200年を超える歴史と文化が息づく京都市は、危機的な財政状況を
克服しながら、市民とともに地方主権時代を切り開き、皆が「住んでいてよ
かった」と思えるまちづくりを目指しています。そのために、柔軟な発想や行
動力を持ち、困難な課題に真正面から立ち向かう積極果敢な職員を必要
としています。
　青年海外協力隊は開発途上国で地域の経済・社会の発展や復興に
貢献するため、ボランティア精神や柔軟な発想力、高いコミュニケーション
能力に優れた人材が多く活躍し、それは魅力あふれる京都の創造に必要
な人材と重なります。そこで、協力隊などの経験者を対象とした採用試験
を2008年度から始めました。
　1978年に「世界文化自由都市宣言」を掲げた本市は、年間5,000万
人の観光客を受け入れる観光都市として、また京都議定書が採択された
環境先進都市として、伝統や文化遺産を保持しながら、新しい文化を生
み出し続ける国際都市を目指しています。文化芸術、経済、観光、学術・
研究など、すべての政策分野で国際化を一層進めつつ、世界に“京都らし
さ”を示していくためには、新しい視点を持つ協力隊経験者のようなグロー
バル人材の活躍が不可欠と考えています。

困難をチャンスに変えるチャレンジ精神で
国際都市・京都の発展を

京都市 
人事委員会事務局 
任用課 主任

特集　グローバル人材の育成
世界という名の舞台へ

特集　グローバル人材の育成
世界という名の舞台へ

株式会社ローソン
ヒューマンリソースステーション　
人財開発部長

中村 剛さん

塩田 健二さん

Co l um n

小
川
圭
子

ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
持
っ
た
人
材
」
の
育
成

だ
。
単
に
外
国
語
が
で
き
る
だ
け
で
は
な
い
。

日
本
企
業
の
海
外
進
出
が
急
増
し
、
特
に
途

上
国
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
が
拡
大
す
る
中

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
培
わ
れ
た
経
験
や
価

値
観
を
も
っ
て
、
国
内
外
の
問
題
解
決
に
迅

速
か
つ
効
果
的
に
貢
献
し
得
る
人
材
―
。
２

０
１
０
年
６
月
に
日
本
政
府
が
発
表
し
た

「
新
成
長
戦
略
」
で
も
、
新
た
に
設
置
さ
れ

「 世 界 中 の い の ち を 輝 か せ た い 」

た
戦
略
分
野
（
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
健
康
、

ア
ジ
ア
、
観
光
・
地
域
活
性
化
、
科
学
・
技
術
・

情
報
通
信
、
雇
用
・
人
材
、
金
融
）
を
強
化

し
て
い
く
た
め
に
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

育
成
」
が
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。

　
飛
行
機
に
乗
れ
ば
、
世
界
中
、
ど
こ
に
で

も
簡
単
に
行
け
て
し
ま
う
―
。
私
た
ち
に
と

っ
て
海
外
が
身
近
に
な
っ
て
い
る
一
方
、
不

況
の
中
で
安
定
志
向
が
高
ま
り
、
至
る
と
こ

ろ
で
〝
内
向
き
な
若
者
〞
の
存
在
が
指
摘
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
状
況
を
受
け
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
約
１
３

０
カ
国
で
途
上
国
の
問
題
解
決
に
取
り
組
ん

で
き
た
経
験
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、

日
本
国
内
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
そ
の
一
つ
が
半
世
紀
近
い
歴
史
を
持
ち
、

こ
れ
ま
で
約
３
万
５
０
０
０
人
を
途
上
国
に

送
り
出
し
て
き
た
「
青
年
海
外
協
力
隊
」
だ
。

「
隊
員
た
ち
は
、
言
葉
も
文
化
も
違
う
環
境
で

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
直
面
し
、
他
人
を
思
い

や
る
心
、
行
動
力
、
柔
軟
性
な
ど
を
育
ん
で

い
き
ま
す
。
帰
国
後
の
成
長
に
は
目
を
見
張

る
も
の
が
あ
り
、
２
年
間
の
経
験
は
大
変
貴

重
な
も
の
だ
と
い
え
ま
す
」
と
青
年
海
外
協

力
隊
事
務
局
の
北
野
一
人
次
長
は
話
す
。
帰

国
後
は
国
際
協
力
業
界
だ
け
で
な
く
、
途
上

国
で
の
経
験
を
生
か
し
、
国
内
の
民
間
企
業

や
自
治
体
、
教
育
機
関
な
ど
で
多
く
の
人
が

活
躍
し
て
い
る
。
ま
た
今
回
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
で
も
全
国
の
Ｏ
Ｂ
・Ｏ
Ｇ
が
連
携

し
て
い
ち
早
く
現
場
に
赴
き
、
長
期
的
な
支

援
を
見
据
え
て
救
援
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　「
帰
国
後
の
進
路
を
心
配
し
て
参
加
を
た

め
ら
う
人
も
多
い
よ
う
で
す
が
、
協
力
隊
経

験
者
を
積
極
的
に
採
用
し
て
い
る
企
業
や
自

治
体
も
あ
り
ま
す
」
と
北
野
次
長
。
最
近
で

は
、
日
本
の
若
者
の
視
野
を
広
げ
る
た
め
の

環
境
づ
く
り
と
し
て
ギ
ャ
ッ
プ
イ
ヤ
ー
※
の

導
入
に
向
け
た
動
き
も
あ
り
、
協
力
隊
へ
の

有
効
活
用
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
全
国
17
カ
所
の
国
内
拠

点
を
中
心
に
、
市
民
の
国
際
協
力
へ
の
参
加

を
積
極
的
に
推
進
。「
途
上
国
の
問
題
を
知

る
こ
と
で
、
地
球
規
模
の
課
題
を
身
近
な
も

の
と
し
て
捉
え
て
ほ
し
い
。
そ
の
こ
と
が
、

自
身
の
価
値
観
や
視
野
を
広
げ
る
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
」
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば
市
民

参
加
協
力
促
進
課
の
高
田
宏
仁
課
長
。Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば
（
東
京
・
愛
知
）
で
の
情

報
提
供
を
は
じ
め
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
や
協
力

隊
Ｏ
Ｂ
・Ｏ
Ｇ
に
よ
る
国
際
協
力
出
前
講
座
、

途
上
国
の
現
場
を
視
察
で
き
る
教
師
海
外
研

修
、
国
際
協
力
中
学
生
・
高
校
生
エ
ッ
セ
イ

コ
ン
テ
ス
ト
や
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
コ
ン
ク
ー

ル
の
開
催
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
職
員
に
対
す
る
能
力
強

化
研
修
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

用
意
し
て
い
る
。「
国
際
協
力
や
途
上
国
に

興
味
が
あ
る
人
は
、
最
寄
り
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国

内
拠
点
や
、
各
都
道
府
県
に
配
置
さ
れ
て
い

る
国
際
協
力
推
進
員
に
ど
ん
ど
ん
相
談
し
て

ほ
し
い
」
と
高
田
課
長
は
話
す
。

　
日
本
の
未
来
を
担
う
の
は
、
今
を
生
き
る

若
者
た
ち
―
。
彼
ら
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野

を
持
っ
て
、
世
界
と
い
う
名
の
舞
台
へ
羽
ば

た
い
て
い
け
る
よ
う
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
の
た
め
の
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
く
方
針
だ
。

国
際
助
産
師
／
い
の
ち
輝
か
せ
屋

1997年

1999年

2003年

2004年

インドでボランティア

JICA青年海外協力隊
（助産師） セネガル

JICA専門家
（母乳哺育） カンボジア

JICAカンボジア事務所
健康管理員

JICA 国際緊急援助隊 
医療チーム パキスタン

2007年

帰国

2008年

JICA 国際緊急援助隊 
医療チーム ミャンマー

2008年

2010年

「助産院 いのち輝かせ屋」開業

Career Path

さ
ん

世界という名の
舞台へ

この数年、急速に進むグローバル化の流れに反して、
内向きな若者の存在が指摘される日本社会―。

しかし、世界とのかかわりの中で生きる私たちにとって、今まさに求められるのは、
外向きの視点を持ち、いかなる状況にも柔軟に対応できる“グローバル人材”だ。
JICAも開発途上国で培ったノウハウ、世界各地に広がるネットワークを生かし、

さまざまな形でグローバル人材の育成を支援。
実際にJICAのプログラムに参加し、国内外で“グローバル人材”として活躍している人も多い。

大阪市の小川圭子さんもその一人。
地域のお母さんの応援団として「助産院 いのち輝かせ屋」を営む彼女の原点は、

意外にも、開発途上国でのボランティア活動にあった。

高校生国際協力実体験プログラム

セネガルでの協力隊時代、同僚の助産師たちと。彼女たちが“変わる”きっかけを与え
てくれた

JICA地球ひろば（東京）

なごや地球ひろば（愛知）

教師海外研修

国際協力出前講座

国際協力中学生・高校生エッセイコンテスト
受賞者の途上国研修旅行

特 集 グローバル人材の育成



母子家庭訪問で赤ちゃんの体重を測る小川さん。お母さんにも自然と笑みがこぼれる。このほかにも、障害者施
設での生活介護支援など、活動の幅を広げている
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て
い
た
。

　「
海
外
で
い
ろ
い
ろ
な
文
化
に
触
れ
て
み

た
い
」。助
産
師
と
し
て
数
年
間
勤
務
し
た
後
、

バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
を
背
負
い
旅
に
出
た
小
川
さ

ん
。
し
か
し
、
世
界
55
カ
国
を
巡
り
目
に
し

た
の
は
、想
像
を
絶
す
る
〝
貧
し
さ
〞
だ
っ
た
。

「
自
分
に
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
、
何

か
し
た
い
と
思
っ
て
、
イ
ン
ド
の
マ
ザ
ー
テ

レ
サ
の
施
設
に
飛
び
込
み
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
ま
し
た
」。

　
そ
し
て
そ
の
後
、
は
る
か
海
の
向
こ
う
、

西
ア
フ
リ
カ
の
セ
ネ
ガ
ル
に
青
年
海
外
協
力

隊
と
し
て
赴
任
。
首
都
ダ
カ
ー
ル
か
ら
車
で

約
10
時
間
、
小
さ
な
村
に
あ
る
診
療
所
の
サ

ポ
ー
ト
や
母
子
の
巡
回
検
診
、
小
学
校
で
の

衛
生
教
育
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。
し
か
し
、

新
し
い
注
射
器
や
針
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
消
毒
薬

な
ど
も
十
分
に
な
く
、
何
度
も
使
い
回
し
て

い
る
状
態
。
地
元
の
人
た
ち
に
一
生
懸
命
呼

び
掛
け
て
み
る
も
の
の
、
な
か
な
か
受
け
入

れ
て
も
ら
え
な
い
。
自
分
の
方
が
正
し
い
の

に
…
。
く
じ
け
そ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
で
も
あ
る
時
か
ら
小
川
さ
ん
は
変
わ
っ
た
。

「
日
本
の
文
化
や
風
習
、
自
分
の
常
識
や
価
値

観
を
す
べ
て
取
り
払
っ
た
ら
、〝
あ
、
こ
ん
な

ん
で
も
い
い
ん
や
〞
っ
て
思
え
る
よ
う
に
な

っ
た
ん
で
す
」。
そ
の
地
域
に
〝
あ
る
〞
も
の

を
生
か
し
て
い
こ
う
―
。
い
つ
し
か
現
地
の

人
た
ち
と
も
、
自
然
と
分
か
り
合
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
後
も
、
協
力

隊
と
助
産
師
の
経
験
を
生
か
す
べ
く
、
ア
ジ

ア
を
中
心
に
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
っ
た
。

　
約
10
年
間
の
途
上
国
生
活
を
経
て
、
久
し

ぶ
り
に
日
本
に
帰
国
し
た
の
は
07
年
の
こ

と
。
し
か
し
し
ば
ら
く
し
て
、
彼
女
は
ふ
と
、

自
分
の
心
の
中
に
引
っ
か
か
っ
て
い
る
〝
何

か
〞
に
気
付
く
。「
こ
れ
ま
で
は
ず
っ
と
、

途
上
国
の
人
た
ち
に
〝
日
本
っ
て
う
ら
や
ま

し
い
、
日
本
の
よ
う
に
な
り
た
い
〞
っ
て
言

わ
れ
て
き
た
ん
で
す
。
で
も
、
数
年
ぶ
り
の

日
本
は
何
か
が
違
っ
た
」。
皆
ど
こ
か
疲
れ

た
表
情
を
し
て
い
る
し
、
連
日
の
よ
う
に
自

殺
や
殺
人
事
件
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
く
る

…
。
そ
ん
な
母
国
の
状
況
を
目
に
し
た
小
川

さ
ん
は
こ
う
思
っ
た
。

　「
次
に
私
に
で
き
る
こ
と
は
、
日
本
の
い

の
ち
を
輝
か
せ
る
こ
と
だ
！
」

　
活
動
の
舞
台
を
日
本
に
移
し
、〝
い
の
ち

輝
か
せ
屋
〞
と
し
て
の
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。

　
現
在
は
助
産
師
と
し
て
、
日
々
た
く
さ
ん

の
お
母
さ
ん
た
ち
と
の
出
会
い
が
あ
る
。「
日

本
の
お
母
さ
ん
た
ち
は
繊
細
で
一
生
懸
命
。

そ
の
分
と
て
も
ま
じ
め
で
〝
子
育
て
は
こ
う

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〞
と
か
〝
ほ
か
の
子

と
比
べ
て
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
〞
と
考
え
て
し

ま
う
。
核
家
族
化
が
進
む
中
で
、
孤
独
な
子

育
て
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
人
た
ち
の
話
に

耳
を
傾
け
、
力
に
な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
」

と
熱
意
を
燃
や
す
。
ま
た
最
近
で
は
国
際
協

力
の
経
験
を
地
元
に
還
元
す
べ
く
、「
い
の

ち
輝
か
せ
塾
　
国
際
編
」
を
ス
タ
ー
ト
。
学
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　「
大
丈
夫
で
す
よ
。
順
調
に
育
っ
て
い
ま

す
」

　
桜
の
花
も
満
開
に
な
り
、
春
ら
し
い
香
り

漂
う
大
阪
府
大
阪
市
―
。
助
産
師
・
小
川
圭

子
さ
ん
の
こ
の
日
の
訪
問
先
は
、
数
カ
月
前

に
初
め
て
の
出
産
を
経
験
し
た
ば
か
り
の
お

母
さ
ん
。
お
風
呂
の
入
れ
方
や
予
防
接
種
の

進
め
方
、
抱
っ
こ
の
コ
ツ
な
ど
を
指
導
し
な

が
ら
、〝
新
米
お
母
さ
ん
〞
の
子
育
て
の
悩

み
を
じ
っ
く
り
と
聞
く
。

　「
最
初
は
誰
で
も
そ
う
な
ん
で
す
よ
」

　
小
川
さ
ん
が
そ
う
優
し
く
声
を
掛
け
る

と
、
彼
女
は
少
し
ほ
っ
と
し
た
表
情
に
な
っ

た
。「
楽
し
ん
で
育
児
を
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
私
の
仕
事
で
す
」。

　
２
０
０
８
年
９
月
、
大
阪
市
に
「
助
産
院

い
の
ち
輝
か
せ
屋
」
を
開
業
し
た
小
川
さ
ん
。

市
の
委
託
に
よ
る
妊
婦
教
室
や
母
子
訪
問
、

地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連
携
し
た
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
の
講
習
会
な
ど
、地
域
の
お
母
さ
ん
の
〝
応

援
団
〞
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。

　「
い
ろ
ん
な
子
育
て
が
あ
っ
て
い
い
。
そ

う
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
開
発
途
上

国
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
の
生
き
方
に
触
れ
た
か

ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」。
今
で
こ
そ
地
元
に

密
着
し
た
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
彼
女
だ

が
、
実
は
数
年
前
ま
で
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ

カ
で
母
子
保
健
分
野
の
国
際
協
力
に
奔
走
し

常
識
の
通
じ
な
い
セ
ネ
ガ
ル
で

変
わ
っ
た
価
値
観

〝
行
動
こ
そ
真
実
〞

自
分
の
心
に
耳
を
傾
け
よ
う

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
人
材
の
必
要
性

校
で
の
講
演
な
ど
を
通
じ
て
、
同
じ
地
球
上

で
起
こ
っ
て
い
る
途
上
国
の
現
実
、
現
地
の

た
く
ま
し
い
人
々
の
生
き
方
か
ら
学
ん
だ

〝
い
の
ち
を
輝
か
せ
る
〞
方
法
な
ど
を
若
者

た
ち
に
伝
え
て
い
る
。

　「
途
上
国
で
の
生
活
を
経
て
、
常
識
や
思

い
込
み
、
人
の
意
見
や
他
人
の
目
に
惑
わ
さ

れ
ず
、
自
分
が
心
に
感
じ
て
い
る
も
の
を
信

じ
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と

い
う
小
川
さ
ん
。
そ
れ
故
に
日
本
の
若
者
た

ち
に
も
「
自
分
の
魂
が
喜
ぶ
生
き
方
を
選
択

し
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。
そ
ん
な
時
こ
そ
、

人
間
は
と
び
き
り
の
笑
顔
で
、〝
い
の
ち
の

輝
き
〞
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ

と
―
。

　
小
川
さ
ん
に
と
っ
て 〝
行
動
こ
そ
真
実
〞

な
の
だ
。

　「
海
外
に
出
た
こ
と
で
、
日
本
を
外
の
世

界
か
ら
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
た
」

　
小
川
さ
ん
の
よ
う
に
途
上
国
で
〝
当
た
り

前
で
は
な
い
〞
現
実
に
直
面
し
乗
り
越
え
て

き
た
経
験
を
、「
日
本
社
会
の
問
題
解
決
に

還
元
し
た
い
」
と
活
動
し
て
い
る
人
は
少
な

く
な
い
。

　
長
引
く
不
況
、
少
子
高
齢
化
、
想
定
を
は

る
か
に
超
え
た
自
然
災
害
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
交
錯
す
る
日
本
―
。
め
ま
ぐ
る
し

い
変
化
の
中
で
、
日
々
新
た
に
発
生
す
る
課

題
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、

い
か
な
る
状
況
に
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る

〝
人
間
力
〞
が
求
め
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
最
近
注
目
さ
れ
始
め
た
の
が
、「
グ

世
界
を
知
る
こ
と
こ
そ

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
へ
の
第
一
歩
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協力隊時代、派遣先のセネガルの医療センターにて。現地の助産師とともに奮闘の日々だった

※

イ
ギ
リ
ス
発
祥
の
制
度
。高
校
・
大
学
卒
業
後
に
平
均
１
年

程
度
、語
学
留
学
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、個
人
の
知
見

を
深
め
る
た
め
の
活
動
を
行
う
こ
と
が
社
会
的
に
推
奨
さ
れ

て
い
る
。

地域の子育てひろばでのベビーマッサージの講習会。親子でふれ合う時間や
スキンシップの大切さを伝えている

問題解決能力を生かして
店舗の自立とお客様の喜びを実現
　ローソンでは、コンビニ業界でイノベーションを起こすために、チャレンジ
精神旺盛で元気、前例にこだわらない人を求めています。また、私たちの
ビジネスはフランチャイズですので、自らお客様に直接商品を売るのでは
なく、店舗のオーナーさんへのコンサルティングを通して、お客様に喜んで
もらえるお店をつくっていきます。そこで、知恵を使って問題解決を楽しみ、
上手にコミュニケーションできる能力も必要です。
　さらに、「みんなとくらすマチを幸せにします」という企業理念の実現に必
要な“誰かのために何かしたいという気持ちを持つ人材”が青年海外協力
隊経験者の皆さんと同じなのでは？と、社長の新浪剛史から直接指示が
あり、昨年から協力隊経験者の採用を始めました。単に手を貸すだけでは
なく、その国や地域が自立していけるように支援する協力隊の活動が、店
舗へのコンサルティングと似ていると思っています。
　今後は、日本の価値を理解した上で、日本をもっと外に売り出す人材が
必要だと考えています。経済も企業も、すでに国境なく活動しています。
内、外という議論ではなく、すでに次のステップを見ている人材が欲しいで
すね。

　1200年を超える歴史と文化が息づく京都市は、危機的な財政状況を
克服しながら、市民とともに地方主権時代を切り開き、皆が「住んでいてよ
かった」と思えるまちづくりを目指しています。そのために、柔軟な発想や行
動力を持ち、困難な課題に真正面から立ち向かう積極果敢な職員を必要
としています。
　青年海外協力隊は開発途上国で地域の経済・社会の発展や復興に
貢献するため、ボランティア精神や柔軟な発想力、高いコミュニケーション
能力に優れた人材が多く活躍し、それは魅力あふれる京都の創造に必要
な人材と重なります。そこで、協力隊などの経験者を対象とした採用試験
を2008年度から始めました。
　1978年に「世界文化自由都市宣言」を掲げた本市は、年間5,000万
人の観光客を受け入れる観光都市として、また京都議定書が採択された
環境先進都市として、伝統や文化遺産を保持しながら、新しい文化を生
み出し続ける国際都市を目指しています。文化芸術、経済、観光、学術・
研究など、すべての政策分野で国際化を一層進めつつ、世界に“京都らし
さ”を示していくためには、新しい視点を持つ協力隊経験者のようなグロー
バル人材の活躍が不可欠と考えています。

困難をチャンスに変えるチャレンジ精神で
国際都市・京都の発展を

京都市 
人事委員会事務局 
任用課 主任

特集　グローバル人材の育成
世界という名の舞台へ

特集　グローバル人材の育成
世界という名の舞台へ

株式会社ローソン
ヒューマンリソースステーション　
人財開発部長

中村 剛さん

塩田 健二さん

Co l um n

小
川
圭
子

ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
持
っ
た
人
材
」
の
育
成

だ
。
単
に
外
国
語
が
で
き
る
だ
け
で
は
な
い
。

日
本
企
業
の
海
外
進
出
が
急
増
し
、
特
に
途

上
国
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
が
拡
大
す
る
中

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
培
わ
れ
た
経
験
や
価

値
観
を
も
っ
て
、
国
内
外
の
問
題
解
決
に
迅

速
か
つ
効
果
的
に
貢
献
し
得
る
人
材
―
。
２

０
１
０
年
６
月
に
日
本
政
府
が
発
表
し
た

「
新
成
長
戦
略
」
で
も
、
新
た
に
設
置
さ
れ

「 世 界 中 の い の ち を 輝 か せ た い 」

た
戦
略
分
野
（
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
健
康
、

ア
ジ
ア
、
観
光
・
地
域
活
性
化
、
科
学
・
技
術
・

情
報
通
信
、
雇
用
・
人
材
、
金
融
）
を
強
化

し
て
い
く
た
め
に
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

育
成
」
が
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。

　
飛
行
機
に
乗
れ
ば
、
世
界
中
、
ど
こ
に
で

も
簡
単
に
行
け
て
し
ま
う
―
。
私
た
ち
に
と

っ
て
海
外
が
身
近
に
な
っ
て
い
る
一
方
、
不

況
の
中
で
安
定
志
向
が
高
ま
り
、
至
る
と
こ

ろ
で
〝
内
向
き
な
若
者
〞
の
存
在
が
指
摘
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
状
況
を
受
け
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
約
１
３

０
カ
国
で
途
上
国
の
問
題
解
決
に
取
り
組
ん

で
き
た
経
験
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、

日
本
国
内
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
そ
の
一
つ
が
半
世
紀
近
い
歴
史
を
持
ち
、

こ
れ
ま
で
約
３
万
５
０
０
０
人
を
途
上
国
に

送
り
出
し
て
き
た
「
青
年
海
外
協
力
隊
」
だ
。

「
隊
員
た
ち
は
、
言
葉
も
文
化
も
違
う
環
境
で

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
直
面
し
、
他
人
を
思
い

や
る
心
、
行
動
力
、
柔
軟
性
な
ど
を
育
ん
で

い
き
ま
す
。
帰
国
後
の
成
長
に
は
目
を
見
張

る
も
の
が
あ
り
、
２
年
間
の
経
験
は
大
変
貴

重
な
も
の
だ
と
い
え
ま
す
」
と
青
年
海
外
協

力
隊
事
務
局
の
北
野
一
人
次
長
は
話
す
。
帰

国
後
は
国
際
協
力
業
界
だ
け
で
な
く
、
途
上

国
で
の
経
験
を
生
か
し
、
国
内
の
民
間
企
業

や
自
治
体
、
教
育
機
関
な
ど
で
多
く
の
人
が

活
躍
し
て
い
る
。
ま
た
今
回
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
地
で
も
全
国
の
Ｏ
Ｂ
・Ｏ
Ｇ
が
連
携

し
て
い
ち
早
く
現
場
に
赴
き
、
長
期
的
な
支

援
を
見
据
え
て
救
援
活
動
を
続
け
て
い
る
。

　「
帰
国
後
の
進
路
を
心
配
し
て
参
加
を
た

め
ら
う
人
も
多
い
よ
う
で
す
が
、
協
力
隊
経

験
者
を
積
極
的
に
採
用
し
て
い
る
企
業
や
自

治
体
も
あ
り
ま
す
」
と
北
野
次
長
。
最
近
で

は
、
日
本
の
若
者
の
視
野
を
広
げ
る
た
め
の

環
境
づ
く
り
と
し
て
ギ
ャ
ッ
プ
イ
ヤ
ー
※
の

導
入
に
向
け
た
動
き
も
あ
り
、
協
力
隊
へ
の

有
効
活
用
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
全
国
17
カ
所
の
国
内
拠

点
を
中
心
に
、
市
民
の
国
際
協
力
へ
の
参
加

を
積
極
的
に
推
進
。「
途
上
国
の
問
題
を
知

る
こ
と
で
、
地
球
規
模
の
課
題
を
身
近
な
も

の
と
し
て
捉
え
て
ほ
し
い
。
そ
の
こ
と
が
、

自
身
の
価
値
観
や
視
野
を
広
げ
る
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
」
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば
市
民

参
加
協
力
促
進
課
の
高
田
宏
仁
課
長
。Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば
（
東
京
・
愛
知
）
で
の
情

報
提
供
を
は
じ
め
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
や
協
力

隊
Ｏ
Ｂ
・Ｏ
Ｇ
に
よ
る
国
際
協
力
出
前
講
座
、

途
上
国
の
現
場
を
視
察
で
き
る
教
師
海
外
研

修
、
国
際
協
力
中
学
生
・
高
校
生
エ
ッ
セ
イ

コ
ン
テ
ス
ト
や
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
コ
ン
ク
ー

ル
の
開
催
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
職
員
に
対
す
る
能
力
強

化
研
修
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

用
意
し
て
い
る
。「
国
際
協
力
や
途
上
国
に

興
味
が
あ
る
人
は
、
最
寄
り
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国

内
拠
点
や
、
各
都
道
府
県
に
配
置
さ
れ
て
い

る
国
際
協
力
推
進
員
に
ど
ん
ど
ん
相
談
し
て

ほ
し
い
」
と
高
田
課
長
は
話
す
。

　
日
本
の
未
来
を
担
う
の
は
、
今
を
生
き
る

若
者
た
ち
―
。
彼
ら
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野

を
持
っ
て
、
世
界
と
い
う
名
の
舞
台
へ
羽
ば

た
い
て
い
け
る
よ
う
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
の
た
め
の
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
く
方
針
だ
。

国
際
助
産
師
／
い
の
ち
輝
か
せ
屋

1997年

1999年

2003年

2004年

インドでボランティア

JICA青年海外協力隊
（助産師） セネガル

JICA専門家
（母乳哺育） カンボジア

JICAカンボジア事務所
健康管理員

JICA 国際緊急援助隊 
医療チーム パキスタン

2007年

帰国

2008年

JICA 国際緊急援助隊 
医療チーム ミャンマー

2008年

2010年

「助産院 いのち輝かせ屋」開業

Career Path

さ
ん

世界という名の
舞台へ

この数年、急速に進むグローバル化の流れに反して、
内向きな若者の存在が指摘される日本社会―。

しかし、世界とのかかわりの中で生きる私たちにとって、今まさに求められるのは、
外向きの視点を持ち、いかなる状況にも柔軟に対応できる“グローバル人材”だ。
JICAも開発途上国で培ったノウハウ、世界各地に広がるネットワークを生かし、

さまざまな形でグローバル人材の育成を支援。
実際にJICAのプログラムに参加し、国内外で“グローバル人材”として活躍している人も多い。

大阪市の小川圭子さんもその一人。
地域のお母さんの応援団として「助産院 いのち輝かせ屋」を営む彼女の原点は、

意外にも、開発途上国でのボランティア活動にあった。

高校生国際協力実体験プログラム

セネガルでの協力隊時代、同僚の助産師たちと。彼女たちが“変わる”きっかけを与え
てくれた

JICA地球ひろば（東京）

なごや地球ひろば（愛知）

教師海外研修

国際協力出前講座

国際協力中学生・高校生エッセイコンテスト
受賞者の途上国研修旅行

特 集 グローバル人材の育成



　
飛
行
機
を
乗
り
継
い
で
10
時
間
以
上
、
日

本
か
ら
約
１
万
キ
ロ
離
れ
た
中
東
へ―

。
積

水
ハ
ウ
ス
株
式
会
社
に
勤
め
る
野
﨑
悦
宏
さ

ん
は
、
年
中
、
出
張
で
世
界
の
あ
ち
こ
ち
を

飛
び
回
っ
て
い
る
。
２
０
０
９
年
に
新
設
さ

れ
た
ば
か
り
の
国
際
事
業
部
に
籍
を
置
く
現

在
、
最
先
端
の
環
境
技
術
を
取
り
入
れ
た
住

宅
づ
く
り
や
ま
ち
づ
く
り
を
海
外
展
開
さ
せ

る
こ
と
が
彼
の
仕
事
だ
。
出
張
先
で
は
、
試

作
棟
建
設
の
監
督
と
し
て
施
工
体
制
を
検
証

し
た
り
、
現
地
の
工
具
や
重
機
の
有
無
、
作

業
員
の
技
術
習
得
度
、
材
料
の
調
達
方
法
な

ど
を
調
査
し
た
り
と
奔
走
す
る
。

　
世
界
を
舞
台
に
ビ
ジ
ネ
ス
を
広
げ
て
い
く

た
め
に
必
要
な
人
材
と
し
て
抜
擢
さ
れ
た
野

﨑
さ
ん
は
、
青
年
海
外
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
だ
。
そ

も
そ
も
野
﨑
さ
ん
が
初
め
て
協
力
隊
を
知
っ

た
の
は
、
大
学
生
の
と
き
に
旅
先
の
ラ
オ
ス

で
協
力
隊
員
と
偶
然
知
り
合
っ
た
の
が
き
っ

か
け
。
興
味
は
あ
っ
た
も
の
の
、
積
水
ハ
ウ

ス
に
入
社
後
は
大
阪
府
内
の
支
店
で
現
場
監

督
を
務
め
、
気
付
け
ば
10
年
が
経
過
。
あ
ら

た
め
て
振
り
返
っ
て
み
た
と
き
、「
建
築
分
野

の
中
の
住
宅
分
野
、
そ
の
住
宅
分
野
の
中
の
プ

レ
ハ
ブ
や
鉄
骨
分
野…

と
、
自
分
の
技
術
が
非

常
に
特
化
し
て
い
る
」
と
思
っ
た
。
そ
こ
で
脳

裏
を
よ
ぎ
っ
た
の
が
青
年
海
外
協
力
隊
の
こ

と
。「
自
分
の
知
識
や
技
術
が
世
界
で
ど
の
レ

ベ
ル
に
あ
る
の
か
知
り
た
い
と
い
う
思
い
と
、

自
分
の
技
術
は
き
っ
と
役
に
立
つ
だ
ろ
う
と
信

じ
て
、
協
力
隊
へ
の
参
加
を
決
意
し
ま
し
た
」。

　
会
社
が
新
設
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

休
暇
制
度
を
利
用
し
、
晴
れ
て
04
年

か
ら
建
築
分
野
の
隊
員
と
し
て
フ
ィ

ジ
ー
へ
。
か
つ
て
首
都
だ
っ
た
人
口

３
０
０
０
人
程
度
の
町
レ
ブ
カ
の
役

場
に
派
遣
さ
れ
、
ハ
ー
ド
面
で
は
マ

ー
ケ
ッ
ト
の
建
築
や
、
教
会
な
ど
古

い
建
築
物
の
補
修
工
事
と
い
っ
た
事

業
を
町
議
会
の
協
力
を
得
な
が
ら
実

施
。
ソ
フ
ト
面
で
は
、
住
民
と
の
交

流
会
を
は
じ
め
、
旅
行
組
合
や
遺
跡

委
員
会
な
ど
の
団
体
が
行
う
会
議
へ

参
加
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
住

民
の
意
見
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
20

年
に
わ
た
る
町
の
基
本
計
画
の
策
定

に
携
わ
っ
た
。

　
現
地
で
の
苦
労
は
挙
げ
れ
ば
き
り

が
な
い
が
、
特
に
赴
任
当
初
は
自
分

が
ど
の
よ
う
に
周
り
の
人
々
と
人
間

関
係
を
築
け
ば
い
い
の
か
分
か
ら

ず
、
活
動
の
方
向
性
を
見
い
だ
す
の

が
難
し
か
っ
た
と
い
う
野
﨑
さ
ん
。

民
間
企
業
で
必
要
と
さ
れ
る

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
へ

隊
員
時
代
の
経
験
が
買
わ
れ

国
際
事
業
部
に

積
水
ハ
ウ
ス
株
式
会
社 

国
際
事
業
部

出張先の現地作業員とともに、試作棟の建設現場で
品質チェックを行う野﨑さん

住
宅
メ
ー
カ
ー
の
積
水
ハ
ウ
ス
在
職
中
、

建
築
分
野
の
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て

フ
ィ
ジ
ー
で
２
年
間
を
過
ご
し
た
野
﨑
悦
宏
さ
ん
。

そ
の
経
験
を
生
か
し
て
、現
在
、

自
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
海
外
へ
拡
大
さ
せ
る
た
め
、

世
界
各
地
を
駆
け
巡
る
日
々
を
送
っ
て
い
る
。

May 2011                         1415                         May 2011

協力隊として活動したフィジーでは、ワーカーたちと相互理解を深めながら共に実
務に携わった

特集　グローバル人材の育成
世界という名の舞台へ

し
か
し
半
年
が
過
ぎ
た
こ
ろ
、
自
分
の
能
力

を
軸
に
考
え
る
の
で
は
な
く
、
現
地
の
や
り

方
を
尊
重
し
、「
こ
こ
で
自
分
に
何
が
で
き
る

の
か
」
へ
と
方
向
転
換
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
実
務
を
通
じ
て
互
い
を
理
解
す
る
に
は
、
自

分
が
現
地
か
ら
学
ぼ
う
と
い
う
姿
勢
が
必
要
だ

と
気
付
か
さ
れ
た
の
で
す
」。

　　
協
力
隊
の
経
験
を
通
し
て
得
た
も
の
は
大
き

か
っ
た
。「
世
界
に
は
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
が

あ
り
、
物
事
は
多
角
的
に
見
る
こ
と
が
大
切
だ

と
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い
っ
た
ん
日
本
の

外
に
出
た
こ
と
で
、
よ
り
日
本
人
と
い
う
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
意
識
し
、
日
本
や
会
社
、

住
む
地
域
の
こ
と
に
興
味
が
わ
き
、
強
く
か
か

わ
っ
て
い
き
た
い
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
す
」。

　
帰
国
後
は
再
び
現
場
監
督
と
し
て
勤
務
し
て

い
た
が
、
２
０
１
０
年
７
月
に
国
際
事
業
部
へ

の
異
動
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
フ
ィ
ジ
ー
か
ら
帰
国

し
た
後
、
世
界
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
仕
事
を
し
た

い
と
よ
り
強
く
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
野
﨑

さ
ん
に
と
っ
て
、
願
っ
て
も
な
い
チ
ャ
ン
ス
だ

っ
た
。
会
社
側
も
、
ま
だ
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か

り
の
海
外
事
業
だ
か
ら
こ
そ
、
協
力
隊
の
経
験

で
培
っ
た
野
﨑
さ
ん
の
発
想
力
や
問
題
解
決
能

力
に
大
き
な
期
待
を
か
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
世
界
中
の
ど
こ
に
い
よ
う
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
情
報
が
瞬
時
に
つ
な
が
る
現
代
で

は
、「
自
分
と
は
違
う
新
し
い
も
の
を
受
け
入

れ
ら
れ
る
感
受
性
の
豊
か
な
器
と
そ
れ
ら
を
整

理
す
る
引
き
出
し
が
必
要
に
な
る
」
と
野
﨑

さ
ん
は
強
調
す
る
。
し
か
も
、
国
と
国
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
が
強
い
今
日
の
相
互
依

存
の
社
会
で
は
、
自
国
の
文
化
・
伝
統
・
歴
史

に
精
通
し
、
か
つ
他
国
に
興
味
を
持
っ
て
か
か

わ
ろ
う
と
す
る
姿
勢
が
大
切
な
の
だ
。

　「
民
間
企
業
で
は
、
会
社
の
活
性
化
を
図
る

上
で
も
、
自
社
内
を
客
観
的
に
見
ら
れ
る
視
点

を
持
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
存
在
が
求
め
ら

れ
て
い
る
」
と
語
る
野
﨑
さ
ん
。
こ
う
し
た
人

材
を
育
成
す
る
た
め
の
企
業
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

は
、
後
に
そ
の
企
業
に
と
っ
て
新
し
い
力
と
な

っ
て
返
っ
て
く
る
。
積
水
ハ
ウ
ス
が
野
﨑
さ
ん

の
協
力
隊
参
加
を
後
押
し
し
た
よ
う
に
、
海
外

ビ
ジ
ネ
ス
の
発
展
の
た
め
に
も
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
く
。

新しい価値観を教えてくれた現場の仲間たちと過ごした2年間は、野﨑さん個人の成長だけでなく、企業に
とっても大きな財産になっている

宏

野
﨑 
悦
宏
さ
ん

担
う

ビ
ジ
ネ
ス
の
海
外
展
開
を
担
う

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に



を
持
つ
。
そ
の
一
つ
で
あ
る
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
事
務
所
が
１
９
４
７
年
に
設
立
さ
れ
て

以
来
、
小
沼
さ
ん
は
初
め
て
の
日
本
人
の
代

表
と
し
て
２
０
１
０
年
に
就
任
。
現
在
、
44

カ
国
の
加
盟
国
を
抱
え
る
Ｆ
Ａ
Ｏ
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
の
最
高
責
任
者
と
し
て
、
同
地
域

で
の
事
業
の
統
括
や
、
約
70
人
の
国
際
専
門

家
と
約
２
０
０
人
の
職
員
を
擁
す
る
事
務
所

の
管
理
を
一
手
に
引
き
受
け
る
。

　
小
沼
さ
ん
が
世
界
を
舞
台
に
働
き
続
け
て

今
年
で
足
か
け
34
年
を
迎
え
る
。
そ
の
出
発

点
と
な
っ
た
の
が
、
青
年
海
外
協
力
隊
へ
の

参
加
だ
っ
た
。「
大
学
で
農
学
を
学
び
、
酪
農

家
を
夢
見
て
い
た
ん
で
す
が
、
酪
農
経
営
が

難
し
い
時
代
で
夢
を
あ
き
ら
め
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
そ
ん
な
時
、
ち
ょ
う
ど
知
り
合
い

か
ら
協
力
隊
の
こ
と
を
聞
き
、『
酪
農
が
で
き

る
な
ら
』
と
応
募
し
ま
し
た
。
日
本
で
は
無

理
で
も
、
途
上
国
に
行
け
ば
夢
が
か
な
え
ら

れ
る
と
い
う
漠
然
と
し
た
期
待
を
抱
い
て…

」。

そ
し
て
77
年
、
小
沼
さ
ん
は
畜
産
分
野
の
隊

員
と
し
て
シ
リ
ア
へ
向
か
っ
た
。

　
当
時
、
シ
リ
ア
に
は
東
欧
の
近
代
的
大
規

模
酪
農
の
経
営
を
取
り
入
れ
た
７
つ
の
大
型

国
営
酪
農
牧
場
が
あ
り
、
小
沼
さ
ん
は
そ
の

う
ち
の
一
つ
に
配
属
さ
れ
た
。
本
来
な
ら
現

地
の
技
術
水
準
に
見
合
っ
た
小
規
模
な
技
術

か
ら
積
み
上
げ
て
い
く
べ
き
と
こ
ろ
、
シ
リ

ア
は
酪
農
の
経
験
が
浅
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
挙
に
大
規
模
な
酪
農
設
備
が
導
入
さ
れ
て

い
た
。
だ
が
当
然
な
が
ら
そ
の
設
備
を
使
い

こ
な
せ
る
人
材
は
乏
し
く
、
牧
場
経
営
そ
の

も
の
が
行
き
詰
っ
て
い
た
。

国
際
協
力
の

第
一
線
で
活
躍
し
続
け
て

　年

夢
を
抱
い
て
飛
び
込
ん
だ

新
し
い
世
界

2010年９月、30回目を迎えたＦＡＯアジア太平洋地域会議で
スピーチを行う小沼さんはＦＡＯのタイ代表としての立場も担う

30
年
に
も
わ
た
り
、国
際
機
関
で
働
き
続
け
て
き
た
小
沼
廣
幸
さ
ん
。

彼
の
キ
ャ
リ
ア
の
出
発
点
は
、青
年
海
外
協
力
隊
。

今
な
お
、そ
の
経
験
は
生
き
続
け
て
い
る
。
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今から34年前、青年海外協力隊員として
活動したシリアの酪農牧場で、牛の健康状
態をチェックする小沼さん

さ
ん

特集　グローバル人材の育成
世界という名の舞台へ

　
そ
こ
で
小
沼
さ
ん
は
、
家
畜
飼
料
の
改
良

や
乳
牛
管
理
の
シ
ス
テ
ム
化
、
搾
乳
方
法
な

ど
、
酪
農
技
術
の
基
礎
を
一
か
ら
指
導
。
技

術
者
た
ち
を
率
い
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
、
自
分
が
持
っ
て
い
る
技
術
を
実
践
し

て
い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
現
実
は
厳
し
か
っ
た
。

国
営
の
酪
農
牧
場
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
経

営
改
善
を
図
ろ
う
と
い
う
技
術
者
た
ち
の
意

欲
が
思
う
よ
う
に
高
ま
ら
な
い
。「
技
術
を
伝

え
る
に
は
、
学
ぼ
う
と
す
る
側
に
心
を
開
い

て
も
ら
い
、
信
頼
関
係
を
築
い
て
初
め
て
成

功
す
る
と
い
う
教
訓
を
得
ま
し
た
。
自
分
が

技
術
を〝
教
え
て
あ
げ
る
〞た
め
に
こ
こ
に
来

た
ん
だ
と
高
慢
な
態
度
を
と
る
前
に
、
相
手

か
ら
学
び
、
理
解
し
よ
う
と
す
る
謙
虚
さ
が

大
事
だ
っ
た
の
で
す
」。

　　
協
力
隊
の
任
期
を
終
え
た
後
、
小
沼
さ
ん

は
国
際
機
関
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね
て
い
く
。

80
年
に
国
連
ア
ソ
シ
エ
ー
ト
・
エ
キ
ス
パ
ー

ト
制
度
（
Ａ
Ｐ
Ｏ
）※

で
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
畜
産
準
専

門
家
と
し
て
南
イ
エ
メ
ン
（
現
イ
エ
メ
ン
）
に

赴
任
、
さ
ら
に
83
年
、
国
連
難
民
高
等
弁
務

官
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
に
採
用
さ
れ
、

約
８
万
５
０
０
０
人
の
難
民
を
収
容
し
て
い

た
ソ
マ
リ
ア
の
ジ
ャ
ラ
ラ
ク
ン
難
民
キ
ャ
ン

プ
で
所
長
を
務
め
た
。
85
年
か
ら
は
Ｆ
Ａ
Ｏ

の
ア
フ
リ
カ
地
域
事
務
所（
ガ
ー
ナ
）に
４
年
、

ロ
ー
マ
本
部
に
７
年
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
事

務
所
長
４
年
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
事
務
所

（
タ
イ
）
と
、Ｆ
Ａ
Ｏ
で
着
実
に
キ
ャ
リ
ア
を

積
ん
で
き
た
。
国
連
機
関
で
働
く
一
番
の
や

り
が
い
は
、
中
立
的
な
立
場
に
立
っ
て
国
際

的
な
政
策
レ
ベ
ル
の
決
定
に
直
接
貢
献
で
き

る
こ
と
。「
た
だ
、
立
場
が
大
き
く
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
自
分
の
言
動
が
国
際
的
な
影
響
力
を

持
つ
の
で
、
や
り
が
い
が
あ
る
と
同
時
に
責

任
感
も
感
じ
ま
す
」。

　
現
在
、Ｆ
Ａ
Ｏ
が
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
で

実
施
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
６
０
０
〜

７
０
０
件
。
農
業
政
策
へ
の
助
言
、
食
料
増

産
事
業
、
貧
困
削
減
に
向
け
た
農
家
の
自
立

促
進
、
環
境
保
全
・
気
候
変
動
対
策
な
ど
多

同時期に派遣されていた隊員たちとサッカークラブをつくり、
地元のシリアの若者と試合を通じて交流

小
沼 

廣
幸

30

協
力
隊
で
培
っ
た
経
験
を
礎
に

積
ま
れ
た
キ
ャ
リ
ア

　
タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ
ク
に
あ
る
国
連
食
糧
農

業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
事

務
所
。
こ
こ
で
、Ｆ
Ａ
Ｏ
事
務
局
長
補
／
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
代
表
兼
事
務
所
長
を
務
め
る

の
が
小
沼
廣
幸
さ
ん
だ
。Ｆ
Ａ
Ｏ
は
、
食
料
と

農
業
分
野
で
の
貢
献
に
よ
り
、
貧
し
い
人
々
の

持
続
的
生
活
の
改
善
を
図
り
、
世
界
か
ら
貧

困
や
飢
餓
、
栄
養
失
調
を
撲
滅
す
る
こ
と
を

目
指
す
国
際
機
関
で
、
世
界
各
地
に
事
務
所

岐
に
わ
た
る
。
そ
の
す
べ
て
の
責
任
者
で
あ

り
、
多
忙
を
極
め
る
小
沼
さ
ん
だ
が
、
そ
ん

な
今
で
も
自
身
の
原
点
で
あ
る
青
年
海
外
協

力
隊
時
代
に
宿
し
た〝
魂
〞が
生
か
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。
そ
れ
は
、
現
場
主
義
を
軸
と
し

た
考
え
方
だ
。

　「
今
で
も
現
場
に
出
て
自
分
の
目
で
状
況
を

見
た
り
現
地
の
人
々
の
声
を
直
接
聞
か
な
い

と
、
本
当
に
理
解
し
た
と
は
言
え
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
途
上
国
の
最
も
貧
し
い
人
々

の
声
を
尊
重
し
、
そ
れ
を
政
策
に
反
映
す
る

こ
と
こ
そ
大
切
で
す
」。
今
後
も
現
場
主
義
に

基
づ
き
、Ｆ
Ａ
Ｏ
の
事
業
の
効
率
化
、
他
の
国

連
機
関
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
い
っ
た
パ
ー
ト
ナ
ー

と
の
連
携
の
向
上
、
途
上
国
へ
の
技
術
支
援

の
強
化
な
ど
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
つ
も
り

だ
。

　
ま
さ
に
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
し
て
、
常
に

〝
グ
ロ
ー
バ
ル
な
環
境
〞に
身
を
置
い
て
き
た

小
沼
さ
ん
は
こ
う
語
る
。

　「
協
力
隊
な
ど
の
現
場
経
験
と
、
失
敗
し
て

も
そ
れ
を
踏
み
台
に
さ
ら
に
飛
躍
し
よ
う
と

す
る
不
屈
の
精
神
を
手
に
し
た
人
材
は
、
国

際
機
関
で
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
加
速
す
る
中
、
途
上
国
は
依
然
と

し
て
貧
困
や
飢
餓
、
食
糧
安
全
保
障
な
ど
の

課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

と
地
球
市
民
と
し
て
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ピ
リ

ッ
ト
の
持
ち
主
が
、
世
界
と
い
う
舞
台
へ
羽

ば
た
い
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

国
連
食
糧
農
業
機
関（
F
A
O
）事
務
局
長
補
／

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
代
表
兼
事
務
所
長

※
国
際
機
関
へ
の
就
職
を
志
望
す
る
若
者
を
、日
本
政
府
が

国
際
機
関
へ
一
定
期
間
派
遣
す
る
制
度
。



2009年に開港150周年を迎えた横浜。海はこの街のシンボルだ

JICA横浜内にある海外移住資料館の展示に
見入る生徒たち。新しい発見の連続だった

館内では学んだことをノートに書き込み、
事後学習に役立てる

　
　
　
　
　
　
　

　「
こ
れ
が
南
米
に
渡
っ
た
人
の
名
簿

な
ん
だ
ね
！
」

　「
船
に
乗
っ
て
行
っ
た
な
ん
て
す
ご

い
な
あ
。今
な
ら
飛
行
機
で
す
ぐ
に
行

け
ち
ゃ
う
の
に
」

　
５
月
下
旬
、
真
っ
青
な
空
に
鮮
や
か

な
新
緑
が
映
え
る
こ
の
季
節
―
。横
浜

の
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
に
ほ
ど
近
い
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
横
浜
に
併
設
す
る
海
外
移
住
資

料
館
に
、
横
浜
市
立
潮
田
中
学
校
の
２

年
生
が
入
れ
替
わ
り
立
ち
替
わ
り
訪

れ
る
。

　
入
り
口
に
は
、
彼
ら
の
到
着
を
待
つ

先
生
た
ち
の
姿
。「
は
い
、
行
っ
て
ら
っ

し
ゃ
い
！
」。激
励
を
受
け
た
生
徒
た

ち
は
、
資
料
館
の
ド
ア
を
く
ぐ
り
、
日

本
人
の
移
住
の
歴
史
に
つ
い
て
の
展

示
に
見
入
っ
て
い
る
。「
へ
ぇ
、
知
ら
な

か
っ
た
な
ぁ
」。そ
ん
な
声
が
あ
ち
こ

ち
で
聞
こ
え
る
。

　
こ
れ
は
、
2
0
0
2
年
か
ら
同
校
が

実
施
し
て
い
る
〝
横
浜
遠
足
〞
の
一
場

面
だ
。

　
京
浜
工
業
地
帯
に
隣
接
し
、
外
か
ら

の
労
働
者
が
多
い
横
浜
市
鶴
見
区
。韓

国
、
中
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
中
南
米
な

ど
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な〝
故
郷
〞か
ら
居

を
移
し
た
人
た
ち
が
共
存
し
て
い
る
。

ま
た
、
中
南
米
に
は
沖
縄
県
か
ら
移
住

し
た
人
も
多
く
、
1
9
9
0
年
の
入
国

管
理
法
改
正
で
日
系
人
の
就
労
資
格

外
国
と
つ
な
が
り
の
あ
る

仲
間
た
ち

が
緩
和
さ
れ
て
か
ら
は
鶴
見
区
に
も

沖
縄
に
ゆ
か
り
の
あ
る
日
系
人
が
増

え
て
い
る
。

　
工
場
が
立
ち
並
ぶ
臨
海
地
区
に
あ

る
潮
田
中
は
、
全
校
生
徒
６
０
０
人
の

う
ち
１
０
０
人
が
外
国
と
つ
な
が
り

の
あ
る
生
徒
。そ
れ
故
に
、
学
校
生
活

の
中
で
、
言
葉
や
文
化
の
違
い
か
ら
く

る
問
題
に
直
面
し
て
い
る
子
も
多
か

っ
た
。そ
こ
で
、
同
校
で
は
１
９
９
３

年
に
市
内
で
も
先
立
っ
て
「
国
際
教

室
」
を
設
置
。外
国
と
つ
な
が
り
の
あ

る
生
徒
や
保
護
者
に
対
し
て
、
日
本
語

指
導
や
生
活
相
談
、
補
習
授
業
な
ど
を

積
極
的
に
行
っ
て
き
た
。ま
た
、「
違
い

を
認
め
、
尊
重
し
合
い
」「
差
別
を
し
な

い
、さ
せ
な
い
、許
さ
な
い
」精
神
を
育

む
べ
く
、
社
会
の
授
業
や
課
外
活
動
な

ど
を
活
用
し
て
、
多
文
化
共
生
教
育
に

力
を
入
れ
る
。02
年
か
ら
７
年
間
、
潮

田
中
に
勤
務
し
て
い
た
加
藤
治
先
生

（
現
横
浜
市
立
港
中
学
校
）は
「
私
が
赴

任
し
た
時
は
す
で
に
、
子
ど
も
た
ち
の

間
に
〝
共
生
の
心
〞
が
育
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
」と
話
す
。

　
し
か
し
加
藤
先
生
は
あ
る
日
、
こ
ん

な
場
面
に
遭
遇
す
る
。「
潮
田
と
外
国

の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
話
し
て
い
た

時
に
、
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
生
徒
が

〝
カ
ネ
の
た
め
に
来
た
ん
だ
よ
〞
と
言

っ
た
ん
で
す
。ど
こ
か
投
げ
や
り
な
感

じ
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
思

っ
た
」。移
住
者
の
〝
血
と
汗
と
涙
〞
の

歴
史
を
、
も
っ
と
し
っ
か
り
と
踏
み
込

ん
で
教
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
―
。そ
こ
で
、加
藤
先
生
を
含
め
、潮

田
中
で
多
文
化
共
生
教
育
に
か
か
わ

る
教
員
た
ち
が
発
案
し
た
の
が
〝
横
浜

遠
足
〞だ
っ
た
。

　
横
浜
遠
足
の
対
象
は
２
年
生
。毎
年

５
月
下
旬
、
事
前
に
横
浜
の
開
港
や
移

住
の
歴
史
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
学

ん
だ
上
で
、〝
知
り
た
い
こ
と
〞を
見
つ

け
て
、
６
〜
７
人
の
班
に
分
か
れ
て
見

学
ル
ー
ト
を
決
め
て
い
く
。

　
当
日
は
朝
９
時
に
鶴
見
駅
を
出
発
。

班
ご
と
に
、
１
日
か
け
て
横
浜
の
街
を

探
索
す
る
。目
的
は
横
浜
の
〝
今
〞
と

〝
昔
〞
に
つ
い
て
知
る
こ
と
―
。バ
ス
や

電
車
を
乗
り
継
ぎ
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
お
な
じ
み
の
港
の
見
え
る
丘
公

園
や
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
、
中
華
街
、
市
庁

舎
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
を
回
っ
て

い
く
。そ
し
て
、
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
必
ず
立
ち
寄
る
の
が
、
海
外
移

住
資
料
館
と
横
浜
開
港
資
料
館
。「
ス

タ
ッ
フ
の
方
に
話
を
聞
い
た
り
展
示

を
見
た
り
し
て
、
自
分
た
ち
の
地
域
や

仲
間
に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま
す
」
と

潮
田
中
の
林
弘
幸
先
生
は
話
す
。

　
横
浜
遠
足
が
始
ま
っ
て
数
年
、
日
本

人
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
こ
ん
な
声
が

聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
外
国
と

つ
な
が
り
の
あ
る
友
達
が
う
ら
や
ま

地
域
と
自
分
を

発
見
す
る
た
め
の
街
歩
き

真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

育
成
の
た
め
に

特集　グローバル人材の育成
世界という名の舞台へ

横
浜
遠
足
で

自
分
の
ル
ー
ツ
を
知
ろ
う

神 奈 川 県

from KANAGAWA

日
本
国
内
で
も
、
多
く
の
外
国
人
が
居
住
す
る
神
奈
川
県
横
浜
市
。

海
沿
い
の
鶴
見
区
に
あ
る
横
浜
市
立
潮
田
中
学
校
で
は
、

自
分
た
ち
の
〝
ル
ー
ツ
〞
を
探
り
、

〝
違
い
〞
を
尊
重
し
合
え
る
心
を
は
ぐ
く
む
べ
く
、

多
文
化
共
生
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

横浜遠足のお昼は中華街で！

今年で創設100周年の赤レンガ倉庫は、レトロな雰囲気が人気。国際協力
関係のイベント会場にもよく使用される

う
し
お
だ

横浜市
し
い
。私
に
は
何
の
ル
ー
ツ
も
な
い
か

ら
…
」。そ
れ
ま
で
は
、〝
外
国
に
つ
な

が
る
生
徒
〞
へ
の
理
解
を
主
な
目
的
に

し
て
い
た
横
浜
遠
足
。し
か
し
、「
日
本

人
に
も
先
祖
か
ら
伝
わ
る
歴
史
が
あ

る
。生
徒
全
員
が
自
分
の
存
在
に
つ
い

て
考
え
、
誇
り
を
持
て
る
よ
う
、
横
浜

遠
足
も
〝
ル
ー
ツ
〞
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

変
化
し
て
い
き
ま
し
た
」
と
加
藤
先
生

は
振
り
返
る
。事
前
学
習
と
し
て
、
同

校
に
勤
務
す
る
日
系
人
教
師
の
検
見

﨑
エ
リ
ザ
先
生
が
自
身
の
生
い
立
ち

に
つ
い
て
講
演
を
し
た
り
、
ブ
ラ
ジ
ル

移
民
と
日
本
の
つ
な
が
り
を
描
い
た

ド
ラ
マ
を
見
た
り
…
。遠
足
の
後
に

は
、
自
分
の〝
ル
ー
ツ
〞に
つ
い
て
調
べ

発
表
し
合
う
う
ち
に
、
い
つ
し
か
、
自

然
と
互
い
の
〝
違
い
〞
を
尊
重
し
合
う

子
ど
も
た
ち
の
姿
が
あ
っ
た
。

　「
地
域
柄
、
差
別
や
い
じ
め
な
ど
が

あ
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
こ
こ
で

は
困
っ
て
い
る
仲
間
が
い
た
ら
手
を

差
し
伸
べ
る
の
は
自
然
な
こ
と
な
ん

で
す
」と
林
先
生
。「
彼
ら
が
も
っ
と
こ

の
地
域
に
誇
り
を
持
ち
、
多
様
な
価
値

観
を
持
っ
て
社
会
に
出
て
い
け
る
よ

う
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
私
た
ち
の
役

割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

　
相
手
の
文
化
や
立
場
を
尊
重
し
、
自

身
の
感
性
を
磨
い
て
ほ
し
い
―
。先
生

た
ち
の
そ
ん
な
思
い
で
始
ま
っ
た
横

浜
遠
足
。こ
の
地
区
で
育
っ
た
子
ど
も

た
ち
は
、
地
域
に
根
差
し
、〝
世
界
〞を

思
い
や
る
こ
と
が
で
き
る
、
真
の
意
味

の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
な
の
か
も
し
れ

な
い
。
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最終処分場でメタンの数値を図る。ごみがすべて
むき出しになっているため、周囲への汚染も深刻だ

※1「よりよいアジアの未来を目指して」をテーマ
に、アジアの“隣人”たちと顔の見える関係の中
で、共有する課題を解決するための取り組みを助
成するプログラム。
※2 ごみを「Reduce（減らす）」、「Reuse（再使
用）、「Recycle（再資源化）」の略。資源の再利
用のキーワードとして使用される。

　
　
　
　
　
　
　

　
日
本
か
ら
は
る
か
６
０
０
０
キ
ロ
。

飛
行
機
で
約
７
時
間
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
到
着
す
る
と
、

市
街
地
に
は
高
層
ビ
ル
が
立
ち
並
び
、

道
路
に
は
車
や
バ
イ
ク
が
ひ
し
め
き

合
っ
て
い
た
。「
な
ん
だ
か
イ
メ
ー
ジ

と
違
う
な
あ
」。そ
ん
な
こ
と
を
考
え

な
が
ら
幹
線
道
路
に
入
る
と
、
バ
ス
の

車
窓
か
ら
、
あ
ち
こ
ち
に
ご
み
が
散
ら

ば
っ
て
い
る
の
が
見
え
た
。ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、ビ
ニ
ー
ル
袋
、新
聞
紙
、紙
パ
ッ

ク
…
。何
も
か
も
が
、
日
本
で
は
見
た

こ
と
の
な
い
光
景
だ
。

　
３
月
中
旬
、
筑
波
大
学
附
属
坂
戸
高

等
学
校
の
２
年
生
５
人
は
、
公
益
財
団

法
人
ト
ヨ
タ
財
団
の
「
ア
ジ
ア
隣
人
プ

ロ
グ
ラ
ム
」※
１
の
活
動
の
一
環
で
、
生

ま
れ
て
初
め
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
8

日
間
訪
れ
た
。

　
坂
戸
高
校
は
全
国
で
も
い
ち
早
く
、

初
め
て
の
途
上
国
へ

ゴ
ー
ル
農
科
大
学
附
属
コ
ル
ニ
タ
高

校
と
と
も
に
ご
み
問
題
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
日
本
、
共
通
の

課
題
を
考
え
て
た
ど
り
着
い
た
の
が

〝
ご
み
〞で
し
た
」と
話
す
の
は
、
こ
の

活
動
の
立
役
者
と
な
っ
た
農
業
科
の

建
元
喜
寿
先
生
。流
ち
ょ
う
な
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
語
を
話
す
彼
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
青
年
海
外
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
。「
昔
か

ら
国
際
協
力
に
興
味
は
あ
っ
た
の
で

す
が
、
現
職
教
員
特
別
参
加
制
度
が
あ

る
と
知
っ
て
。教
師
生
活
10
年
と
い
う

区
切
り
を
迎
え
、
挑
戦
し
て
み
よ
う
と

思
っ
た
ん
で
す
」。２
０
０
８
年
か
ら

２
年
間
、
地
方
の
国
立
公
園
に
派
遣
さ

れ
、
地
域
住
民
や
公
園
の
来
訪
者
へ
の

環
境
教
育
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
に
携
わ
っ
た
。

　
そ
し
て
帰
国
後
、
協
力
隊
の
経
験
を

い
か
に
生
徒
た
ち
に
伝
え
る
べ
き
か

模
索
し
た
時
―
。「
一
回
き
り
の
交
流

で
は
な
く
、
生
徒
が
自
ら
考
え
、
継
続

的
に
行
動
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を

作
り
た
か
っ
た
ん
で
す
」。そ
こ
で
見

つ
け
た
の
が
ト
ヨ
タ
財
団
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
だ
っ
た
。真
っ
先
に
参
加
に
手
を

挙
げ
た
リ
ー
ダ
ー
の
北
川
拓
実
く
ん

は
、「
ご
み
は
僕
た
ち
に
と
っ
て
も
身

近
な
問
題
。イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
違
い

に
も
興
味
が
あ
り
ま
し
た
」と
話
す
。

　
２
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
国
や
学
校
が
抱
え
る
ご
み

問
題
を
共
有
し
、
現
地
訪
問
や
テ
レ
ビ

電
話
を
通
じ
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

や
地
域
調
査
な
ど
を
実
施
。そ
こ
か
ら

あ
ぶ
り
出
さ
れ
た
問
題
点
を
基
に
、
両

校
の
生
徒
た
ち
が
協
働
で
解
決
策
を

考
え
て
い
く
と
い
う
も
の
だ
。

　「
ス
ラ
マ
ッ
ト
シ
ア
ン
！
」

　「
こ
ん
に
ち
は
！
」

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
と
日
本
語
で
あ

い
さ
つ
を
交
わ
す
両
校
の
生
徒
た
ち
。

共
に
学
ん
で

つ
な
が
る
き
ず
な

特集　グローバル人材の育成
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インドネシアの高校生と
ごみ問題を解決！

埼 玉 県

from SAITAMA

２つの国の高校生が協力し合ってごみ問題に立ち向かう―。
埼玉県の筑波大学附属坂戸高等学校の生徒が立ち上がり、
インドネシアのコルニタ高校との協働プロジェクトが始まった。

国立公園の清掃活動を終えた両校の生徒。「みんなでやると
あっという間でした！」。互いのごみ問題について話しながらの
作業は有意義だったようだ

“一つ一つの心掛けが大切”と話し合
い、みんなで食べたランチのごみも分別

テ
レ
ビ
電
話
で
顔
を
合
わ
せ
て
は
い

た
も
の
の
、
初
対
面
は
お
互
い
ち
ょ
っ

と
恥
ず
か
し
そ
う
だ
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
キ
ッ
ク
オ
フ
と

な
る
今
回
の
滞
在
。「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
環
境
問
題
を
肌
で
感
じ
て
ほ
し
か

っ
た
」
と
建
元
先
生
。両
校
の
生
徒
が

３
Ｒ
※
２
の
取
り
組
み
な
ど
を
発
表
し

合
っ
た
後
、
国
立
公
園
の
清
掃
活
動
を

実
施
。
途
中
、
ヒ
ル
に
か
ま
れ
る
な
ど

〝
途
上
国
な
ら
で
は
〞
の
ハ
プ
ニ
ン
グ

も
あ
っ
た
が
、
次
第
に
打
ち
解
け
て
い

っ
た
。

　
そ
の
後
、
皆
で
集
め
た
ご
み
を
持
っ

て
最
終
処
分
場
に
。そ
こ
で
出
会
っ
た

の
が
、
ご
み
山
で
働
く
子
ど
も
た
ち
だ

っ
た
。「
悲
し
そ
う
な
顔
を
し
て
い
る

の
か
な
と
思
っ
て
い
た
ら
、
と
て
も
素

敵
な
笑
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。苦
し
い

生
活
の
は
ず
な
の
に
、
な
ん
で
だ
ろ
う

…
。も
っ
と
深
く
知
り
た
い
で
す
」
と

鈴
木
球
予
さ
ん
。現
地
で
の
体
験
を
通

じ
て
、
生
徒
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
〝
新

た
な
テ
ー
マ
〞を
発
見
し
た
よ
う
だ
。

　
今
後
は
月
２
回
、
毎
回
テ
ー
マ
を
設

け
テ
レ
ビ
会
議
を
通
じ
て
議
論
。さ
ら

に
、
両
校
の
生
徒
が
行
き
来
し
、
最
終

的
に
は
、日
本
語
、英
語
、イ
ン
ド
ネ
シ

ア
語
で
ご
み
問
題
の
解
決
策
を
一
冊

の
本
に
ま
と
め
る
予
定
だ
。「
海
外
っ

て
遠
い
存
在
だ
と
思
っ
て
い
た
け
れ

ど
、
一
気
に
身
近
に
感
じ
ま
し
た
。も

っ
と
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
話
せ
る
よ

う
に
英
語
も
頑
張
り
た
い
」
と
中
村
勇

太
く
ん
は
意
欲
的
だ
。

　
実
は
彼
ら
が
今
回
旅
立
っ
た
の
は
、

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
の
翌
日
。

現
地
で
は
、
町
を
歩
く
人
々
に
「
家
族

は
大
丈
夫
か
？
」
な
ど
温
か
い
言
葉
を

掛
け
て
も
ら
っ
た
。「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
も
過
去
に
何
度
も
大
き
な
地
震
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。そ
の
経
験
を
共
有

し
、
将
来
、
何
か
あ
れ
ば
い
つ
で
も
お

互
い
助
け
合
う
こ
と
の
で
き
る
友
人

を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」
と
建
元
先
生
。

　
そ
れ
が
〝
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
〞
と
し

て
の
第
一
歩
に
も
な
る
は
ず
―
。今
年

中
に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
環
境
Ｎ
Ｐ

Ｏ
バ
リ
・
バ
イ
オ
ダ
イ
バ
ー
シ
タ
ス

が
橋
渡
し
と
な
っ
て
、
新
た
に
バ
リ
島

の
高
校
と
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
。

　「
私
た
ち
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
、
ま

だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
。頑
張
り

ま
す
！
」
と
、
岡
安
悠
希
さ
ん
と
岩
本

千
夏
さ
ん
。7
月
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
高
校
生
が
来
日
予
定
。彼
ら
の
活
動

は
ま
だ
、始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
。

ごみ山で出会った子どもたち。みんな無邪気に走り
回っていたが「学校には行っているのかな・・・。もっ
と話してみたかったです」

坂戸市

１
９
９
４
年
に
「
総
合
学
科
」
を
設
置

し
た
高
校
の
一
つ
。校
内
の
農
場
や
工

場
を
活
用
し
た
選
択
科
目
な
ど
が
特

徴
的
で
、
自
分
の
将
来
の
方
向
性
に
合

わ
せ
て
、
自
由
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組

む
こ
と
が
で
き
る
。ま
た
、
筑
波
大
学

と
連
携
し
た
留
学
生
や
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
の
教
員
研
修
の
受
け
入
れ
な
ど

の
国
際
的
な
活
動
に
も
注
力
。昨
年
か

ら
は
「
ア
ジ
ア
隣
人
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

助
成
を
受
け
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ボ

ごみを探して森の中に
入っていくインドネシア
と日本の高校生。共に
汗を流すことで連帯感
が生まれる
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そ
し
て
多
く
の
人
の
協
力
を
得
て
、

第
一
回
目
と
な
る
マ
レ
ー
シ
ア
へ
の

ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
が
実
現
。今
年
で

20
回
目
を
迎
え
る
〝
老
舗
ス
タ
デ
ィ
ー

ツ
ア
ー
〞に
成
長
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
訪
問
し
た
国
は
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ラ
オ

ス
、
ベ
ト
ナ
ム
の
５
カ
国
。２
０
１
０

年
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
実
施
。作
文
や

面
接
に
よ
り
、
各
自
治
体
と
実
行
委
員

会
で
選
考
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
13
人

が
参
加
し
た
。出
発
前
は
２
回
に
わ
た

っ
て
事
前
研
修
を
行
い
、
県
内
の
協
力

隊
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
言

葉
や
文
化
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
た
ち
の

体
験
談
に
基
づ
い
た
〝
途
上
国
の
イ
ロ

ハ
〞
を
伝
授
。現
地
で
よ
り
充
実
し
た

生
活
が
送
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
る
。

　「
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
協
力
隊
に
興

味
が
あ
っ
て
、
自
分
の
目
で
活
動
を
見

て
み
た
か
っ
た
ん
で
す
」。そ
う
話
す

の
は
、
南
さ
つ
ま
市
に
あ
る
鳳
凰
高
等

学
校
の
福
永
梨
々
子
さ
ん
。貧
し
く
て

学
校
に
行
け
な
い
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州

の
子
ど
も
た
ち
を
支
援
し
て
い
る
熊

倉
百
合
子
隊
員
（
青
少
年
活
動
）
に
出

会
い
、「
私
が
あ
こ
が
れ
て
い
た
協
力

隊
の
姿
で
し
た
」
と
目
を
輝
か
せ
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
野
菜
栽
培
を
指
導
す

る
伊
東
和
希
子
隊
員
や
保
健
師
の
田

淵
綾
隊
員
の
活
動
を
視
察
。異
国
の
地

※鹿児島県青年海外協力隊を支援する会、青年海外協力隊
鹿児島県OB会、財団法人鹿児島県国際交流協会。

優
し
さ
の
分
だ
け

発
展
し
て
い
け
れ
ば

特集　グローバル人材の育成
世界という名の舞台へ

ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
で

世
界
へ
の
扉
を
開
く

20
年
に
わ
た
り
、
県
内
の
中
高
生
を
対
象
に

ア
ジ
ア
へ
の
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い
る
鹿
児
島
県
。

途
上
国
の
現
場
を
肌
で
感
じ
た
子
ど
も
た
ち
が
今
、

た
く
ま
し
く
羽
ば
た
い
て
い
る
。

熊倉隊員が活動する学校では、みんなでアクセサリー
作りに挑戦。子どもたちの自立支援の一環でもある

鹿児島県

　
　
　
　
　
　
　

　「
た
だ
い
ま
ー
！
」

　
夏
休
み
の
真
っ
た
だ
中
、
８
月
初
旬

の
鹿
児
島
空
港
―
。国
際
線
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
到
着
ゲ
ー
ト
に
、
元
気
い
っ
ぱ
い

の
子
ど
も
た
ち
が
現
れ
た
。１
週
間

前
、
ど
こ
か
不
安
な
表
情
で
搭
乗
ゲ
ー

ト
を
く
ぐ
っ
て
い
っ
た
子
も
今
は
満

面
の
笑
み
。そ
の
表
情
を
見
て
い
る

と
、
今
回
の
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
が
ど

れ
だ
け
有
意
義
で
あ
っ
た
か
が
分
か

る
。

　「
毎
年
、
子
ど
も
た
ち
の
目
の
輝
き

を
見
る
の
が
楽
し
み
な
ん
で
す
」

　
目
を
細
め
な
が
ら
そ
う
話
す
の
は
、

弓
場
秋
信
さ
ん
。１
９
９
１
年
か
ら
県

内
の
３
団
体
※
が
協
働
で
実
施
し
て
い

る
「
鹿
児
島
県
青
少
年
国
際
協
力
体
験

事
業
」
の
発
起
人
だ
。毎
年
夏
休
み
に

県
内
の
中
高
生
10
数
人
を
ア
ジ
ア
に

派
遣
し
、
青
年
海
外
協
力
隊
の
活
動
現

場
の
視
察
、
村
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や

地
元
の
人
と
の
交
流
を
行
う
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
。過
去
19
回
、総
勢
２
０
２
人

が
参
加
し
て
い

る
。

　
地
元
の
青

少
年
を
途
上

国
に
送
り
出
す

た
め
、
ず
っ
と
陰

で
支
え
て
き
た
弓

場
さ
ん
も
協
力
隊

Ｏ
Ｂ
。今
か
ら
約
40
年
前
、

24
歳
の
時
に
溶
接
隊
員

と
し
て
マ
レ
ー
シ
ア

に
渡
っ
た
。現
地
で

直
面
し
た
の
は
そ
れ

ま
で
の
自
分
の
価
値

観
が
す
べ
て
打
ち

砕
か
れ
る
ほ
ど

協
力
隊
の
活
動
現
場
を

見
て
も
ら
い
た
い

の
衝
撃
―
。苦
労
も
多
か
っ
た
が
「〝
日

本
は
世
界
の
中
で
生
か
さ
れ
て
い
る

ん
だ
〞
と
実
感
し
た
ん
で
す
。協
力
隊

に
参
加
し
な
け
れ
ば
、
今
の
私
は
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
」。帰
国
後
は
大
阪

で
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
経
て
、
地

元
鹿
児
島
に
戻
り
貿
易
会
社
を
立
ち

上
げ
た
。

　
し
か
し
、
青
年
海
外
協
力
隊
鹿
児
島

県
Ｏ
Ｂ
会
会
長
に
就
任
後
、
弓
場
さ
ん

は
協
力
隊
事
業
が
地
元
で
あ
ま
り
に

知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
付
く
。

「
鹿
児
島
の
若
者
た
ち
に
、
私
の
人
生

の
転
機
に
も
な
っ
た
協
力
隊
に
つ
い

て
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
か
っ
た
」。ま

ず
は
現
場
を
見
て
も
ら
う
の
が
一
番

と
、
地
元
の
中
高
生
を
対
象
に
し
た
ス

タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
を
企
画
。参
加
者
の

家
庭
に
で
き
る
だ
け
負
担
を
か
け
な

い
よ
う
、
助
成
金
を
集
め
る
た
め
に
、

地
元
の
自
治
体
や
企
業
な
ど
を
駆
け

回
っ
た
。

で
奮
闘
す
る
隊
員
た
ち
の
姿
に
、
参
加

し
た
学
生
た
ち
も
大
い
に
刺
激
を
受

け
た
よ
う
だ
。

　
ま
た
同
州
の
ビ
ナ
バ
サ
村
で
は
、
４

泊
５
日
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
経
験
。ス

テ
イ
先
は
、
毎
年
弓
場
さ
ん
ら
が
協
力

隊
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
て
探

し
て
い
る
。「
文
化
や
住
ん
で
い
る
場

所
は
違
っ
て
も
、
身
ぶ
り
手
ぶ
り
で
通

じ
合
え
た
。や
っ
ぱ
り
同
じ
人
間
な
ん

だ
な
っ
て
」
と
、
こ
の
年
の
リ
ー
ダ
ー

を
務
め
た
鹿
児
島
県
立
加
世
田
常
潤

高
等
学
校
の
脇
佳
ノ
介
く
ん
。「
僕
た

ち
が
滞
在
し
た
村
は
貧
し
い
か
も
し

れ
な
い
。で
も
み
ん
な
と
て
も
温
か
く

て
優
し
か
っ
た
ん
で
す
。そ
の
優
し
さ

の
分
だ
け
、
こ
れ
か
ら
発
展
し
て
い
け

ば
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
」。

　
こ
の
事
業
の
協
賛
企
業
の
一
つ
、
株

式
会
社
山
形
屋
の
時
田
光
一
秘
書
室

長
は
「
毎
年
、
帰
国
後
の
報
告
会
で
た

く
ま
し
く
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
出

会
え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
Ｃ
Ｓ
Ｒ（
企
業
の
社
会
的

貢
献
）
の
一
環
と
し
て
応
援
し
続
け
て

い
き
た
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
る
。鹿
児

島
県
観
光
交
流
局
国
際
交
流
課
の
倉

園
茂
樹
課
長
も
「
本
事
業
は
、
実
際
に

現
場
に
出
向
き
、
自
ら
汗
水
流
し
て
国

際
協
力
を
実
体
験
す
る
も
の
で
、
国
際

性
豊
か
な
人
材
の
育
成
や
地
域
の
国

際
化
に
大
い
に
寄
与
し
て
い
ま
す
」
と

評
価
す
る
。

　
現
在
、
青
年
人
口
当
た
り
の
協
力
隊

参
加
者
数
の
割
合
が
全
国
一
位
を
誇

る
鹿
児
島
県
。こ
の
事
業

の
卒
業
生
も
こ
れ
ま
で
２

人
が
協
力
隊
員
と
な
っ

た
。そ
の
ほ
か
に
も
、
海
外

留
学
し
た
り
、
途
上
国
で

事
業
を
立
ち
上
げ
た
り
、

医
師
と
し
て
地
元
に
貢
献

し
て
い
た
り
…
と
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
活
躍
し
て
い

る
。弓
場
さ
ん
は
「
こ
れ
か

ら
も
こ
の
事
業
を
通
じ

て
、
鹿
児
島
の
子
ど
も
た

ち
に
世
界
へ
の
扉
を
開
い

て
い
き
た
い
。そ
し
て
彼

ら
の
世
界
へ
の
挑
戦
を
応

援
し
て
い
け
れ
ば
」と
意
気
込
む
。

　
日
本
の
地
域
、
そ
し
て
世
界
の
未
来

を
担
う
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
―
。こ
の
事

業
を
通
じ
て
、〝
世
界
〞を
感
じ
た
薩
摩

っ
子
た
ち
の
底
力
に
期
待
し
た
い
。

鹿 児 島 県

from KAGOSHIMA

地元の学校との交流
会では、空手のパフォ
ーマンスなど日本文
化を披露

「また来るね」。インドネシアの人たちの優しさに触れた毎日だった

保健師として、村の子どもた
ちに手洗いの仕方を教える
田淵隊員

村の人たちから出迎えを受ける一行。
「こんなに歓迎してもらえるなんて想
像していなくて感激しました」
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Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
内
事
業
部
で
、草
の
根

技
術
協
力
事
業
を
担
当
す
る
増
古

さ
ん
。Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
自
治
体
、大
学
な

ど
、よ
り
多
く
の
市
民
が
国
際
協
力

に
参
加
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
へ
の
成

長
の
足
が
か
り
と
な
る
よ
う
、環
境

を
整
え
る
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
。

校
生
の
時
に
レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
の

『
沈
黙
の
春
』を
読
ん
で
興
味
を
持
っ
た
環

境
問
題
を
科
学
的
に
研
究
し
た
い
と
思
い
、大
学
院

で
は
土
壌
学
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
調
査
の
た
め

に
、ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
を
訪
れ
た
の
で
す
が
、そ
こ
で

初
め
て
開
発
途
上
国
の
現
状
を
知
り
、環
境
問
題

の
解
決
に
は
自
然
環
境
と
そ
こ
で
生
活
す
る〝
人
〞

と
の
共
存
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
に
気
付
き
、持
続
的

な
農
業
へ
と
関
心
が
広
が
り
ま
し
た
。ま
た
、現
地

の
厳
し
い
生
活
環
境
で
活
躍
し
て
い
る
日
本
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
方
や
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
、青
年
海
外
協
力
隊
と

出
会
い
、そ
う
い
っ
た
方
々
と
と
も
に
働
く
仕
事
が

し
た
い
と
思
い
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
就
職
し
ま
し
た
。

　

最
初
の
配
属
先
と
な
っ
た
ア
フ
リ
カ
・
中
近
東
・
欧

州
部
で
は
、ガ
ー
ナ
と
エ
チ
オ
ピ
ア
を
担
当
。そ
の
国

全
体
の
状
況
を
把
握
し
、新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
検

討
な
ど
に
携
わ
り
ま
し
た
。そ
し
て
３
年
間
勤
務
し

た
ケ
ニ
ア
事
務
所
で
は
、自
分
の
関
心
分
野
の
農

業
・
農
村
開
発
セ
ク
タ
ー
の
担
当
に
。
小
規
模
灌

漑
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
開
発
、園
芸
生
産
の
３
分
野
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
し
た
の
で
、農

業
生
産
と
農
民
の
収
入
を
増
や
す
た
め
、そ
の
指

導
役
と
な
る
農
家
や
普
及
員
へ
の
研
修
の
進
め
方

な
ど
を
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
と
と
も
に
考
え
る
日
々

で
し
た
。ま
た
ケ
ニ
ア
で
は
、国
内
で
も
民
族
に
よ
っ

て
習
慣
に
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
り
、2
0
0
7
年

末
の
大
統
領
選
挙
後
の
暴
動
を
目
の
当
た
り
に
し

た
り
と
、慣
れ
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、農
家
の
た
め
に
献
身
的
に
働
く
普
及
員
な

ど
、自
分
の
国
を
よ
り
良
く
し
よ
う
と
頑
張
る
多
く

の
ケ
ニ
ア
人
と
出
会
い
、共
に
活
動
で
き
る
こ
と
に

や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。

　

最
後
の
一
年
間
は
、草
の
根
技
術
協
力
事
業
も

担
当
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、大
学
、

地
方
自
治
体
な
ど
に
よ
る
提
案
を
Ｏ
Ｄ
Ａ（
政
府
開

発
援
助
）の
一
環
と
し
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
と
も
に
実
施

す
る
事
業
で
す
。こ
の
時
に
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
は
違
っ
た

視
点
か
ら
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
方
々
が
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
を
し

た
り
、住
民
の
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
て
い
た
り
と
、多
く

の
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
途
上

国
政
府
の
人
材
育
成
な
ど
国
レ
ベ
ル
の
支
援
で
強

み
を
発
揮
し
ま
す
が
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
草
の
根
レ
ベ
ル
の
現

場
に
精
通
し
て
い
る
と
い
う
強
み
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。で
す
の
で
、草
の
根
技
術
協
力
事
業
で
は
、Ｎ
Ｇ

Ｏ
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
し
て
生
か
す
こ
と

が
で
き
、ま
た
、そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
本
体
の
事
業
に
も
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

よ
り
効
率
的
な
国
際
協
力
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

現
在
の
国
内
事
業
部
で
は
、ケ
ニ
ア
で
の
経
験
を

生
か
し
、各
地
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
内
拠
点
が
担
当
す
る

草
の
根
技
術
協
力
事
業
の
全
体
の
調
整
を
主
に
担

当
し
て
い
ま
す
。こ
の
事
業
に
は
、海
外
で
の
経
験

が
少
な
い
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
を
対
象
に
し
た「
草
の
根
協

力
支
援
型
」と
、豊
富
な
経
験
を
持
つ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど

を
対
象
に
し
た「
草
の
根
パ
ー
ト
ナ
ー
型
」が
あ
り
、

年
間
約
1
5
0
件
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、地
方
自
治
体
が
独
自
に
持
っ
て
い
る
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
用
し
た
「
地
域

提
案
型
」も
あ
り
、年

に
70
件
ほ
ど
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。こ
の
こ

と
は
日
本
の
地
域
社

会
に
と
っ
て
、自
分
た

ち
の
知
識
や
経
験
を

国
際
協
力
に
生
か
せ

る
ば
か
り
か
、海
外
か

ら
の
研
修
員
を
受
け

入
れ
る
こ
と
で
地
元

が
国
際
協
力
に〝
参
加
で
き
る
〞良
い
機
会
に
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
大
学
、自
治
体
な
ど
の
皆

さ
ん
が
よ
り
活
動
し
や
す
い
よ
う
に
、事
務
手
続
き

や
事
業
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
方
法
な
ど
の
制
度
を
改
善

し
て
い
く
こ
と
も
私
の
仕
事
で
す
。こ
れ
ま
で
い
ろ
い

ろ
な
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
が
、い
つ
も
、現
場
で
活

動
す
る
人
が
力
を
発
揮
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る

こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
は

事
業
の
現
場
か
ら
は
少
し
遠
い
で
す
が
、現
場
の
意

見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
事
業
を
よ
り
良
い
も
の
に
し

て
い
く
こ
と
で
、よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
国

際
協
力
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば
や
各
地
の
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
国
内
拠
点
に
お
け
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
研
修
や
開
発
教

育
支
援
事
業
な
ど
と
合
わ
せ
、こ
う
い
っ
た
市
民
参

加
事
業
が
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
へ
の〝
足
が
か

り
〞に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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JICA国内事業部
市民参加推進課

増古 恵都子
MASUKO Etsuko

大学院修了後、2002年に
JICAに就職。アフリカ・中近
東・欧州部（当時）、中東・欧
州部、ケニア事務所を経て、
2010年4月から現職。

高

農民組織を強化するため、土のう袋を使って農道を補修する技術を農民に伝えるデモンスト
レーションに参加した増古さん（ケニア）

草の根技術協力事業で地域住民に農業
技術を普及。その集会に参加したケニア
人の若い母親たちと増古さん

た
く
さ
ん
の
人
が
国
際
協
力
に

参
加
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
た
い

From Headquarters
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４
月
４
日
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
本
部（
東
京
都

千
代
田
区
）で
緊
急
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
今
、

何
を
す
べ
き
か
―
復
興
に
向
け
て
阪
神

淡
路
と
イ
ン
ド
洋
大
津
波
か
ら
考
え
る
」

（
主
催
：
パ
テ
ィ
オ
de
国
際
協
力
、
後

援
：
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）が
開
催
。
仙
台
市（
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
東
北
）、１
９
９
５
年
に
阪
神
淡
路
大

震
災
を
経
験
し
た
神
戸
市（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
兵

庫
）、２
０
０
４
年
に
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地

震
・
イ
ン
ド
洋
津
波
災
害
に
襲
わ
れ
た
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
を
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
で

結
び
、来
場
し
た
1
4
0
人
が
未
曾
有
の

東
日
本
大
震
災
に
対
し
て
国
際
協
力
の

観
点
か
ら
す
べ
き
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、津
波
工
学
・
自
然
災
害
科

学
が
専
門
の
東
北
大
学
・
今
村
文
彦
教
授

が
今
回
の
地
震
・
津
波
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
被

害
状
況
な
ど
を
説
明
。「
仙
台
で
は
４
０

０
年
以
上
も
前
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
防
災

対
策
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
ど
の
策

が
有
効
で
ど
れ
が
問
題
だ
っ
た
か
を
し
っ

か
り
と
検
証
し
た
上
で
長
期
的
な
視
点
か

ら
復
旧
・
復
興
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」と
話
し
ま
し
た
。ま
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

か
ら
は
、最
大
被
災
地
ア
チ
ェ
の
復
興
を
一

手
に
担
っ
た
復
興
再
建
庁
の
ク
ン
ト
ロ
・マ

ン
ク
ス
ブ
ロ
ト
元
長
官
が「
国
内
外
の
支

援
団
体
の
調
整
は
一
機
関
に
任
せ
る
こ
と

が
被
災
者
の
生
活
再
建
に
と
っ
て
も
重

要
。
そ
の
際
に
は
統
一
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
有
効
と
な
る
」と
自
国
で
得
ら
れ

た
教
訓
を
日
本
に
向
け
て
発
信
。
さ
ら

に
、阪
神
淡
路
大
震
災
の
際
に
日
本
政
府

現
地
対
策
本
部
員
だ
っ
た
尾
田
栄
章
氏

が
、「
国
際
社
会
と
い
か
に
協
力
体
制
を
組

め
る
か
。こ
れ
こ
そ
今
後
の
災
害
に
対
す

る
試
金
石
に
な
る
」と
強
調
し
ま
し
た
。

02「今、何をすべきか」緊急シンポジウムを開催

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
４
月
15
日
ま
で
に
、東
日
本
大
震

災
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

●
宮
城
県
・
岩
手
県
で
の
被
災
者
支
援

　

最
大
時
に
約
8
０
０
人
が
避
難
生
活
を
送
っ

て
い
た
宮
城
県
東
松
島
市
の
市
立
矢
本
第
一
中

学
校
で
は
３
月
25
日
か
ら
、治
安
悪
化
に
よ
り
ニ

ジ
ェ
ー
ル
か
ら
日
本
へ
一
時
退
避
中
の
青
年
海
外

協
力
隊
員
有
志
13
人
が
被
災
地
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
当
た
り
ま
し
た
。
具
体
的
な
取
り
組
み

は
、避
難
所
の
受
付
や
食
事
の
配
膳
補
助
、支

援
物
資
の
整
理
の
ほ
か
、運
動
不
足
解
消
の
た

め
の
ラ
ジ
オ
体
操
の
進
行
役
、子
ど
も
た
ち
へ
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
。ま
た
同
校
で
の

避
難
住
民
受
け
入
れ
が
４
月
11
日
で
終
了
し
た

た
め
、14
日
か
ら
は
岩
手
県
へ
移
動
。遠
野
市
を

拠
点
に
、陸
前
高
田
市
な
ど
沿
岸
被
災
地
へ
の

協
力
を
開
始
し
、家
屋
清
掃
や
物
資
仕
分
け
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
後
延
べ
30
人
以
上
が
順

次
活
動
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

仙
台
市
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
北
で
は
、研
修
員
受

入
な
ど
で
日
ご
ろ
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
元
の

人
た
ち
へ
の
中
長
期
的
な
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、大

学
の
津
波
対
策
研
究
や
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
な

ど
、こ
れ
ま
で
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
業
で
培
っ
て
き
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
協
力
も
検
討
し
て
い
ま

す
。ま
た
４
月
９
日
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
北
の
会
議

室
を
人
道
支
援
組
織
ジ
ャ
パ
ン・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
に

提
供
、両
団
体
に
よ
る「
東
日
本
大
震
災
広
域

調
整
事
務
所
」が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
も
被
災
地
で
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
連
携
を
模
索
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、協
力
隊
Ｏ
Ｂ
／
Ｏ
Ｇ
の
多
く
が
所
属
す

る
社
団
法
人
青
年
海
外
協
力
協
会（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
Ａ
）

の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、協
力
隊
経
験

者
60
人
以
上
が
宮
城
県
仙
台
市
・
岩
沼
市
・
石
巻

01東日本大震災に対するＪＩＣＡの取り組み

市
や
、岩
手
県
遠
野
市
を
拠
点
と
し
た
同
県
沿

岸
部
で
活
動
中
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運

営
、外
国
人
居
住
者
へ
の
語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

看
護
師
に
よ
る
医
療
活
動
な
ど
、経
験
や
専
門

性
を
生
か
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
被
災
者
・
避
難
者
の
受
け
入
れ
や
物
資
の
支
援

　

福
島
県
に
あ
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
二
本
松
で
は
、福
島

第
一
・
第
二
原
子
力
発
電
所
付
近
で
避
難
指
示

が
出
て
い
る
住
民
の
方
（々
最
大
時
約
４
５
０

人
）を
３
月
14
日
か
ら
受
け
入
れ
、延
べ
20
人
以

上
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
が
二
本
松
市
の
職
員
と
協

力
し
、避
難
住
民
の
受
け
入
れ
や
安
否
の
確
認
、

物
資
の
調
達
・
運
搬
、情
報
提
供
、相
談
な
ど
の

支
援
に
当
た
っ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、避
難
住
民

の
方
々
、福
島
県
、二
本
松
市
と
の
合
同
で
参
加

型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。そ
の
結
果
を
受
け

て
生
活
ル
ー
ル
づ
く
り
や
自
治
グ
ル
ー
プ
の
組
織

化
の
ほ
か
、キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
や
勉
強
部
屋
の
確
保

な
ど
生
活
環
境
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。ニ
ジ
ェ

ー
ル
な
ど
か
ら
一
時
退
避
中
の
協
力
隊
員
５
人

も
、看
護
師
や
幼
児
教
育
な
ど
の
専
門
性
を
生

か
し
て
生
活
を
支
援
。ま
た
、長
引
く
避
難
所

生
活
で
野
菜
不
足
が
心
配
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
義
援
金
の
一
部
も
活
用
し
た
炊
き
出

し
を
行
う
体
制
も
整
え
ま
し
た
。な
お
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

二
本
松
は
、株
式
会
社
ユ
ニ
ク
ロ
が
被
災
地
に

支
援
物
資
を
送
る
際
の
一
時
的

保
管
場
所
と
し
て
も
活
用
さ
れ

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、東
京
都
か
ら
の
要
請

を
受
け
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
京
が
、人
工

透
析
を
必
要
と
す
る
福
島
県
の

患
者
さ
ん
約
１
０
０
人
を
３
月

22
日
か
ら
受
け
入
れ
た
ほ
か
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
大
阪
で
も
被
災
地
の
大

学
に
在
籍
す
る
外
国
人
留
学
生

約
60
人
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。全

国
各
地
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
内
拠
点
も
、自
治
体
を

通
し
て
食
料
や
毛
布
、乾
電
池
な
ど
の
物
資
を

提
供
し
ま
し
た
。

●
国
際
的
な
支
援
へ
の
協
力

　

各
国
の
救
助
隊
の
活
動
場
所
な
ど
を
調
整

す
る
国
連
災
害
評
価
調
整
チ
ー
ム（
U
N
D
A

C
）と
国
連
人
道
問
題
調
整
部（
O
C
H
A
）に

は
、活
動
拠
点
と
し
て
３
月
14
日
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

東
京
の
ス
ペ
ー
ス
や
機
材
類
を
提
供
。さ
ら
に
、

防
災
専
門
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
専
門
員
や
地

球
環
境
部
の
職
員
を
派
遣
し
、情
報
の
収
集
・

分
析
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
、そ
れ
ら
の
情
報

を
被
災
地
で
活
動
す
る
各
国
の
援
助
隊
や
海

外
へ
発
信
す
る
業
務
を
支
援
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、J
I
C
A
職
員
10
人
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
一
環
で
、「
助
け
あ
い
ジ
ャ
パ
ン
」（
内

閣
官
房
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
携
室
と
の
連
携

に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
情
報
提
供
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）の
活
動
に
参
加
し
た
ほ
か
、多
数
の

J
I
C
A
職
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
を
活
用

し
、被
災
地
で
の
情
報
収
集
・
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、J
I
C
A
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
、J
I

C
A
専
門
家
、J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、途
上
国

関
係
者
な
ど
の
有
志
に
よ
る
義
援
金
を
と
り
ま

と
め
、被
災
地
の
自
治
体
や
支
援
活
動
に
当
た

る
団
体
へ
寄
付
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。避難住民を受け入れたJICA二本松では参

加型ワークショップを開催

ラジオ体操後、子ども一人一人の出欠表に
シールを張っていく隊員（矢本第一中学校で）



　「
ず
い
ぶ
ん
と
緑
が
増
え
た
な
ぁ
」

　
昔
か
ら
こ
の
地
を
知
る
人
々
は
、
口
を
そ
ろ

え
て
そ
う
言
う
。
エ
チ
オ
ピ
ア
北
部
ラ
ス
タ
郡

に
あ
る
ラ
リ
ベ
ラ
。
か
つ
て
岩
山
が
連
な
っ
て

い
た
こ
の
小
さ
な
町
は
、
10
年
の
月
日
を
か
け

て
、
美
し
い
緑
で
彩
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　「
す
べ
て
は
一
匹
の
ふ
く
ろ
う
と
の
出
会
い

が
始
ま
り
で
し
た
」。
そ
う
話
す
の
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
フ
ー
太
郎
の
森
基
金
」
の
新
妻
香
織
代

表
。
今
か
ら
17
年
前
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

て
い
る
岩
窟
教
会
群
を
見
よ
う
と
ラ
リ
ベ
ラ
を

訪
れ
た
時
に
、
あ
る
衝
撃
的
な
場
面
に
遭
遇
し

た
と
い
う
。「
子
ど
も
た
ち
が
茶
色
の
か
た
ま

り
を
投
げ
合
っ
て
遊
ん
で
い
た
ん
で
す
。
何
だ

ろ
う
と
思
っ
て
近
寄
っ
て
み
た
ら
一
匹
の
ふ
く

ろ
う
で
し
た
」。

　
住
ん
で
い
た
木
を
切
り
倒
さ
れ
、
母
鳥
と
は

ぐ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
〝
お
も
ち
ゃ
〞
に
な
っ

て
い
た
ふ
く
ろ
う
。
新
妻
さ
ん
は
彼
を
〝
フ
ー

太
郎
〞
と
名
付
け
、
森
に
返
そ
う
と
森
探
し
の

旅
に
出
た
。
し
か
し
、
ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
森

が
な
い
。
そ
こ
で
初
め
て
、
エ
チ
オ
ピ
ア
が
深

刻
な
森
林
破
壊
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
を
知

る
。「
木
が
な
け
れ
ば
水
も
土
も
な
く
な
っ
て

し
ま
う
。
農
民
た
ち
も
畑
が
作
れ
ず
貧
し
い
生

活
を
強
い
ら
れ
、
現
金
収
入
を
得
る
た
め
に
木

を
伐
採
す
る
と
い
う
悪
循
環
が
発
生
し
て
い
た

の
で
す
」。

　
エ
チ
オ
ピ
ア
の
赤
茶
け
た
大
地
に
、
一
本
で

も
多
く
の
木
を
植
え
た
い
―
。
新
妻
さ
ん
は
、

故
郷
の
福
島
県
相
馬
市
を
拠
点
に
１
９
９
８
年

に
「
フ
ー
太
郎
の
森
基
金
」
を
設
立
。
ラ
リ
ベ

ラ
で
植
林
を
中
心
と
し
た
支
援
活
動
を
開
始
し

た
が
、そ
の
中
で
ま
ず
重
視
し
た
の
が
「
教
育
」

だ
っ
た
。「
現
地
の
人
が
な
ぜ
木
が
必
要
な
の

か
を
理
解
し
な
け
れ
ば
、
私
た
ち
が
い
く
ら
植

林
し
て
も
意
味
が
な
い
か
ら
で
す
」。
そ
こ
で
、

地
元
の
小
学
校
に
「
環
境
ク
ラ
ブ
」
を
組
織
し
、

ラ
リ
ベ
ラ
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
種
か

ら
苗
木
を
作
る
方
法
を
一
か
ら
指
導
。 

現
地
の

人
々
と
〝
共
に
〞
植
林
活
動
に
励
ん
で
い
る
。

　
２
０
０
４
年
か
ら
は
、
都
市
か
ら
の
人
口
流

入
や
観
光
客
の
増
加
に
よ
り
深
刻
化
す
る
水
不

足
を
解
決
す
べ
く
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
草
の
根
技
術

協
力
事
業
に
よ
り
「
ラ
リ
ベ
ラ
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
開
始
。
現
地
で
調
達
で
き
る
土
や
石
を

押
し
固
め
て
、
た
め
池
を
８
カ
所
整
備
し
た
こ

と
で
、
１
日
片
道
３
時
間
か
け
て
水
く
み
に
行

っ
て
い
た
人
々
の
生
活
は
劇
的
に
改
善
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、
08
年
か
ら
年
間
50
万
本
の
植
林

を
目
指
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の

根
技
術
協
力
事
業
を
通
じ
て
ス
タ
ー
ト
。
植
林

や
農
業
の
効
率
性
を
強
化
す
べ
く
、
有
機
ご
み

の
堆
肥
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
決
し
て
簡

単
な
目
標
で
は
な
い
が
「
住
民
の
意
識
も
能
力

も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
し
、
必
ず
達
成
で
き
る

と
思
い
ま
す
」
と
意
気
込
む
。

　
そ
し
て
こ
の
１
月
、
ラ
リ
ベ
ラ
で
ち
ょ
っ
と

し
た
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
フ
ー
太
郎
の
森
基

金
が
拠
点
を
置
く
東
北
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
、

ベ
ガ
ル
タ
仙
台
の
コ
ー
チ
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
教

室
が
開
か
れ
た
の
だ
。「
い
つ
も
子
ど
も
た
ち

が
楽
し
そ
う
に
古
着
を
丸
め
た
ボ
ー
ル
を
蹴
っ

て
い
る
姿
を
見
て
い
て
、サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
、

何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
い
た
ん
で
す
」
と
新
妻
さ
ん
。
そ
こ
で
知

人
の
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
事
業
部
運
営
課
の
齊
藤
美

和
子
課
長
と
「
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
の
コ
ー
チ
を
エ

チ
オ
ピ
ア
に
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
。
サ
ッ

カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
呼
び
掛
け
な
ど
を
通
じ

て
、
２
年
か
け
て
サ
ポ
ー
タ
ー
な
ど
か
ら
派
遣

資
金
を
集
め
た
。

　
今
回
、
エ
チ
オ
ピ
ア
に
渡
っ
た
の
は
、
ベ
ガ

ル
タ
仙
台
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
の
井

上
和
徳
ス
ク
ー
ル
マ
ス
タ
ー
と
福
田
直
人
ジ
ュ

ニ
ア
コ
ー
チ
。
ア
フ
リ
カ
の
子
ど
も
た
ち
を
指

導
す
る
の
は
初
め
て
だ
っ
た
が
、「
ち
ょ
っ
と

シ
ャ
イ
だ
け
ど
、
優
し
く
て
親
切
。
ど
こ
か
東

北
の
子
ど
も
た
ち
と
似
て
い
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
」
と
井
上
さ
ん
。「
と
に
か
く
身
体
能
力

の
高
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
少
し
指
導
す
る
だ
け

で
、
ボ
ー
ル
扱
い
の
巧
み
さ
が
加
わ
っ
て
想
像

以
上
に
良
い
プ
レ
ー
が
出
て
く
る
。
指
導
し
て

い
て
手
応
え
を
感
じ
ま
し
た
し
、
サ
ッ
カ
ー
の

原
点
を
教
え
て
も
ら
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
」
と
話
す
。

　「
こ
れ
か
ら
の
10
年
は
、
現
地
の
人
に
ど
う

活
動
を
引
き
継
い
で
い
く
か
を
考
え
て
い
き
た

い
」
と
新
妻
さ
ん
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
新

た
な
生
計
向
上
の
手
段
を
得
る
た
め
、
地
元
で

採
れ
る
果
実
を
活
用
し
て
ド
ラ
イ
フ
ー
ド
の
生

産
工
場
の
建
設
・
運
営
を
支
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
進
行
中
だ
。

　
実
は
3
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
で
、
フ
ー

太
郎
の
森
基
金
が
拠
点
を
置
く
相
馬
市
も
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
。
し
か
し
震
災
か
ら
数
週
間

後
、
新
妻
さ
ん
に
こ
ん
な
う
れ
し
い
こ
と
が
あ

っ
た
。「
津
波
で
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
実
家
の

近
く
を
歩
い
て
い
た
ら
、
父
が
描
い
た
フ
ー
太

郎
の
絵
が
出
て
き
た
ん
で
す
。
こ
れ
に
勇
気
づ

け
ら
れ
て
さ
ら
に
周
囲
を
探
し
て
い
た
ら
、
実

家
の
屋
根
、
さ
ら
に
は
ア
ル
バ
ム
や
祖
母
の
葬

儀
の
写
真
、父
の
画
材
な
ど
が
出
て
き
ま
し
た
。

き
っ
と
、
フ
ー
太
郎
が
呼
ん
で
く
れ
た
ん
で
す

ね
」。
エ
チ
オ
ピ
ア
か
ら
届
い
た
た
く
さ
ん
の

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
胸
に
、
新
妻
さ
ん
ら
は
避

難
所
を
周
っ
て
温
か
い
エ
チ
オ
ピ
ア
コ
ー
ヒ
ー

や
家
庭
料
理
を
提
供
し
て
い
る
と
い
う
。

　
ラ
リ
ベ
ラ
で
は
今
日
も
変
わ
ら
ず
、
今
年
植

林
予
定
の
80
万
本
の
苗
木
が
た
く
ま
し
く
育
っ

て
い
る
。
こ
の
大
地
で
た
く
さ
ん
の
種
が
芽
吹

く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
東
北
の
人
た
ち
の
復
興

の
力
に
な
っ
て
い
く
の
か
も
し
れ
な
い
。

サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
届
く
心

NPO法人フー太郎の森基金
国 際 協 力 の 担 い 手 た ち

かつては“森を守る”意識の薄かった住民
たちも、今では自主的に植林活動を担う

ラリベラの子どもたちが待ち望んでいたベガルタ仙台
のコーチのサッカー教室。みんなの目は真剣そのもの

フー太郎の森基金では、毎年エチオピアへのスタディーツアー
を実施。参加者と地域の人々が一緒に植林を行う

1994年のラリベラ（左）。フー太郎の森基金の活動と地元の人の努力により、15年後、その景色は大きく変わった（右）

ふ
く
ろ
う
の
す
み
か
を
探
し
て

“フー太郎”の森を復活させたい―。
そんな思いで始まったNPO法人フー太郎の森基金の活動。

彼らの支援を通じて植えられた“種”は、
エチオピアの大地とたくさんの人々の心に芽吹いている。

エチオピアで森を育てよう

エチオピア
た
い
ひ

苗木のポットに使用した紙コップには、ベガルタ仙台の
サポーターからのメッセージが。仙台のホームスタジアム
での試合時にエチオピアコーヒーを配り、メッセージを書
いてもらった
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分
別
さ
れ
な
い
ご
み
の
現
状
を

目
の
当
た
り
に
し
て

※ごみを「Reduce（減らす）」、「Reuse（再使用）」、「Recycle（再資源化）」の略。
資源の再利用のキーワードとして使用される。

ィ
リ
ピ
ン
で
は
経
済
成
長
が
進
む
一
方

で
、
貧
富
の
格
差
や
環
境
問
題
な
ど
の

課
題
を
依
然
と
し
て
抱
え
て
い
る
。
中
で
も
深

刻
な
の
が
ご
み
問
題
。
有
害
物
質
の
発
生
を
防

ぐ
た
め
に
ご
み
の
焼
却
が
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
ご
み
を
処
理
せ
ず
に

埋
め
立
て
て
い
る
の
が
現
状
で
、
人
々
の
健
康

に
も
影
響
が
出
て
い
る
。

　
首
都
マ
ニ
ラ
の
南
東
に
あ
る
ネ
グ
ロ
ス
島
サ

ガ
イ
市
。
今
年
２
月
、
こ
こ
を
訪
れ
た
北
澤
豪

さ
ん
は
、
分
別
さ
れ
ぬ
ま
ま
投
棄
さ
れ
た
〝
ご

み
山
〞
か
ら
金
属
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
を
探

し
出
し
、
そ
れ
を
換
金
す
る
こ
と
で
生
計
を
立

て
て
い
る
ス
カ
ベ
ン
ジ
ャ
ー
の
姿
を
目
の
当
た

り
に
し
た
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
こ
れ
を
改
善
す
る
た

め
、
衛
生
面
に
配
慮
し
た
埋
立
処
分
場
を
建
設

す
る
た
め
の
技
術
協
力
や
廃
棄
物
か
ら
堆
肥
を

作
る
施
設
を
建
設
。
ま
た
、
青
年
海
外
協
力
隊

（
環
境
教
育
）
の
山
﨑
晃
生
隊
員
が
地
域
の
学

校
を
巡
回
し
、ご
み
の
適
切
な
管
理
・
処
理
、

３
Ｒ
※
に
つ
い
て
教
え
て
い
る
。

　「
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
な
ん
だ
ろ
う
」

　
ご
み
の
分
別
と
い
う
ル
ー
ル
す
ら
守
ら
れ
て

い
な
い
現
状
を
知
っ
た
北
澤
さ
ん
は
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
ル
ー
ル
の
意
味
を
伝
え
よ
う
と
提

案
。
地
元
の
小
学
生
を
集
め
て
サ
ッ
カ
ー
教
室

を
開
催
し
、「
ス
ポ
ー
ツ
で
は
ル
ー
ル
を
守
る

こ
と
が
と
て
も
大
切
。
ご
み
の
分
別
も
同
じ
こ

と
。
み
ん
な
が
ル
ー
ル
を
き
ち
ん
と
守
る
こ
と

で
町
も
き
れ
い
に
な
る
よ
ね
」
と
最
後
に
子
ど

も
た
ち
に
語
り
掛
け
た
。

　
一
方
、
首
都
マ
ニ
ラ
近
郊
で
も
、
毎
日
１
０

０
０
ト
ン
以
上
の
ご
み
が
運
び
込
ま
れ
る
フ
ィ

リ
ピ
ン
最
大
の
ご
み
山
「
パ
ヤ
タ
ス
埋
立
処
分

場
」
を
訪
問
し
た
北
澤
さ
ん
。
こ
こ
パ
ヤ
タ
ス

で
は
、
周
辺
住
民
の
多
く
が
ス
カ
ベ
ン
ジ
ャ
ー

と
し
て
一
日
中
ご
み
山
を
歩
き
回
っ
て
い
る
上

に
、
貧
困
層
で
あ
る
た
め
栄
養
状
態
も
悪
く
、

皮
膚
や
気
管
支
の
疾
患
な
ど
健
康
被
害
が
深
刻

だ
。

　
そ
こ
で
現
在
、
周
辺
住
民
の
保
健
衛
生
や
生

計
の
向
上
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ジ
ア
相

互
交
流
セ
ン
タ
ー
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
）
が
診
療
所
を

運
営
し
、
医
師
に
よ
る
診
察
や
病
気
を
予
防
す

る
た
め
の
保
健
教
育
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
診

療
所
を
訪
れ
る
住
民
の
多
さ
に
「
こ
の
診
療
所

が
ど
れ
だ
け
住
民
の
頼
り
と
な
っ
て
い
る
の

か
」と
北
澤
さ
ん
は
感
心
し
た
面
持
ち
だ
っ
た
。

　
環
境
へ
の
負
荷
や
人
々
の
健
康
を
考
え
る

と
、
ご
み
山
は
閉
鎖
さ
れ
る
べ
き
。
一
方
で
そ

れ
は
、
ご
み
を
売
っ
て
現
金
収
入
を
得
て
い
る

人
々
の
生
計
手
段
を
奪
っ
て
し
ま
う
こ
と
に

な
り
か
ね
な
い
。「
環
境
問
題
と
一
口
に
言
っ

て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
絡
み
合
っ
て
複
雑

化
し
て
お
り
、
幅
広
い
取
り
組
み
が
必
要
だ
。

ま
ず
は
個
人
個
人
が
、
目
の
前
に
あ
る
自
分
に

で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

大
切
だ
し
、
そ
の
た
め
に
協
力
隊
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が

草
の
根
レ
ベ
ル
で
人
々
に
で
き
る
こ
と
を
伝
え

て
い
く
活
動
は
と
て
も
重
要
」
と
北
澤
さ
ん
は

話
し
た
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
環
境
問
題
と
し
て
も
う
一
つ

象
徴
的
な
の
が
、マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
減
少
だ
。

ネ
グ
ロ
ス
島
で
は
、
か
つ
て
見
渡
す
限
り
マ
ン

グ
ロ
ー
ブ
林
だ
っ
た
海
岸
部
が
、
養
殖
池
へ
の

転
換
、
農
地
開
墾
、
材
木
利
用
な
ど
の
要
因
に

よ
っ
て
大
規
模
に
伐
採
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、

台
風
の
発
生
地
と
し
て
も
有
名
な
島
国
フ
ィ
リ

ピ
ン
は
、
毎
年
の
よ
う
に
甚
大
な
被
害
を
受
け

て
い
る
。
小
魚
な
ど
の
産
卵
・
育
成
場
所
と
し

て
は
も
ち
ろ
ん
、
台
風
か
ら
家
を
守
る
防
波
堤

の
役
目
も
果
た
す
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
再
生
が

急
務
と
な
っ
て
い
た
。

　
北
澤
さ
ん
は
、
こ
の
地
で
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林

の
再
生
・
保
全
活
動
に
取
り
組
む
N
G
O
イ
カ

オ
・
ア
コ
の
活
動
現
場
を
訪
問
。
大
き
く
成
長

し
た
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
な
ど
を
視
察
す
る
と
と

も
に
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て

苗
木
の
植
樹
も
体
験
し
た
。「
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

が
成
長
し
、
魚
た
ち
の
す
み
か
に
な
る
ほ
ど
大

き
く
育
つ
ま
で
に
は
10
年
、
20
年
と
い
う
長
い

歳
月
が
か
か
る
こ
と
に
驚
い
た
。
せ
っ
か
く
植

樹
を
し
て
も
台
風
で
ダ
メ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

り
と
、
育
て
る
の
は
本
当
に
難
し
い
。
よ
く
見

て
み
る
と
、
植
樹
し
た
ば
か
り
の
苗
木
を
筒
で

支
え
る
工
夫
を
し
た
り
、
海
の
清
掃
を
行
っ
て

き
れ
い
な
状
態
に
保
つ
努
力
を
し
て
い
る
点
が

印
象
的
だ
っ
た
」
と
話
し
た
。

　
ご
み
問
題
と
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
消
失
。
フ

ィ
リ
ピ
ン
が
抱
え
る
環
境
問
題
を
つ
ぶ
さ
に
見

て
き
た
北
澤
さ
ん
は
、「
こ
う
し
た
苦
し
い
状

況
の
中
で
も
、
子
ど
も
た
ち
が
み
ん
な
笑
顔
で

明
る
く
、
と
て
も
た
く
ま
し
か
っ
た
。
問
題
の

根
は
深
い
が
若
い
世
代
が
多
い
国
だ
か
ら
こ

そ
、
未
来
を
感
じ
た
」
と
最
後
に
フ
ィ
リ
ピ
ン

訪
問
を
振
り
返
っ
た
。

病
気
か
ら
人
々
を
守
る

日
本
人
と
出
会
っ
て

子
ど
も
と
一
緒
に

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
を
植
樹

フ

地元の子どもたちとマングローブの苗木を植
える北澤さん。1950年代に約13,000ヘク
タールあった西ネグロス州のマングローブ林
は、500ヘクタールほどにまで減ってしまった

サッカー教室には30人
の子どもたちが参加。
ルールの徹底を繰り返
し訴える北澤さん

ごみ問題やマングローブ林の減少などの環境問題を抱えるフィリピン。
今年２月、JICAオフィシャルサポーターの北澤豪さんが現地を訪れ、

日本の支援の様子を視察した。

文＝三田村麻季子 写真＝久野真一（JICA広報室）

JICAは、ごみになったストロ
ーやジュースパックなどを活
用して商品づくりも支援。ジ
ュースのビニールパックを縫
い合わせたかわいらしい帽
子を見て、思わず北澤さんも
試着

金属やプラスチックなど現金化できるものを黙 と々探すスカベンジャ
ー。分別されず、あらゆる種類のごみが一緒に投棄されている事実
に、北澤さんは驚きを隠せない

面積は22ヘクタール、ビル５階の高さに相当するパヤタス埋立処分
場。そのすさまじい規模に言葉を失う北澤さん

4月3日、東日本大震災の避難所となっていた宮城県の東松島市
立矢本第一中学校を北澤さんが訪れ、激励の言葉とともに500
個余りのおもちゃと約200通の手紙を被災した子どもたちに手
渡した。最大で約800人が避難生活を送っていた同校では、治
安の悪化で西アフリカ
のニジェールから一時
退避している青年海外
協力隊が支援活動を
行っていた。今回の大
震災を受け、北澤さん
が主宰するサッカース
クールでは、スクール
生の子どもたちからお
もちゃを募集した。

被災地の子どもにおもちゃをプレゼント！

特 別 レ ポ ー ト

北澤豪さん
環境問題を
見つめる

in フィリピン

フィリピン

マニラ ネグロス島
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川沿いの道路で出会った牛飼いの少年。
じっとこちらを見つめる
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れ
で
は
、物
流
が
満
足
に
で
き
な
い
。経
済

発
展
を
促
進
す
る
た
め
に
も
、イ
ン
フ
ラ
整

備
は
重
要
な
課
題
だ
。

　
一
方
、村
の
生
活
は
、電
気
も
水
道
も
通

っ
て
い
な
い
場
合
が
多
い
。訪
れ
た
村
は
、

家
畜
の
糞
尿
か
ら
出
る
メ
タ
ン
ガ
ス
を
使

っ
て
発
電
す
る
シ
ス
テ
ム
を
持
っ
て
い
た

が
、電
気
を
使
用
で
き
る
の
は
わ
ず
か
に

夜
の
数
時
間
の
み
。村
人
は
家
屋
に
小
さ

な
電
球
を
と
も
し
、ラ
ジ
オ
を
聞
く
く
ら

い
で
あ
る
。

　
し
か
し
、村
長
を
中
心
に
皆
が
団
結
し

て
生
活
し
て
い
る
。ど
こ
か
懐
か
し
い
か

や
ぶ
き
屋
根
を
ふ
き
替
え
る
時
に
は
子
ど

も
た
ち
が
集
ま
り
、そ
の
様
子
を
見
守
る
。

三
度
の
食
事
で
は
、た
く
さ
ん
あ
る
わ
け

で
は
な
い
の
に
、タ
ロ
イ
モ
や
キ
ャ
ッ
サ

バ
、バ
ナ
ナ
な
ど
を
分
か
ち
合
い
、心
豊
か

に
暮
ら
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　
次
世
代
に
、資
源
が
残
る
よ
う
に
―
。

「
独
立
の
父
」と
慕
わ
れ
る
シ
ャ
ナ
ナ
・
グ

ス
マ
ン
初
代
大
統
領（
現
首
相
）は
今
、テ

て
い
る
が
、い
ま
だ
国
際
機
関
の
支
援
を

受
け
て
治
安
維
持
に
当
た
っ
て
お
り
、国

の
基
盤
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
は
こ

れ
か
ら
本
格
化
さ
せ
て
い
く
。

　
国
土
は
、ワ
ニ
の
よ
う
な
形
を
し
た
細

長
い
テ
ィ
モ
ー
ル
島
の
東
半
分
。長
野
県

く
ら
い
の
大
き
さ
で
、島
の
東
西
に
は
山

岳
が
背
骨
の
ご
と
く
連
な
っ
て
い
る
。国

民
の
約
8
割
が
農
業
を
な
り
わ
い
と
し
て

お
り
、中
で
も
山
岳
地
帯
の
気
候
を
生
か

し
て
作
ら
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
は
、同
国
唯
一

の
輸
出
品
。主
食
の
コ
メ
は
、長
年
の
紛
争

で
生
産
シ
ス
テ
ム
が
十
分
に
機
能
を
果
た

せ
ず
、輸
入
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
あ
り
、現
在
、国
を
挙
げ
て
自
給
率
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
平
地
が
少
な
い
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
は
、大

多
数
の
人
々
が
急
峻
な
山
道
の
脇
に
集
落

を
作
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
。舗
装
さ
れ
た

道
路
も
あ
る
が
、維
持
管
理
が
な
さ
れ
て

い
な
い
。洪
水
で
山
道
が
分
断
さ
れ
れ
ば
、

人
の
行
き
来
や
物
資
の
輸
送
が
困
難
と
な

る
。

　
デ
ィ
リ
か
ら
、コ
ー
ヒ
ー
の
産
地
エ
ル
メ

ラ
県
に
向
か
っ
た
。く
ね
く
ね
し
た
山
道

の
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
陥
没
を
避
け
な
が
ら

走
行
し
た
た
め
、お
よ
そ
60
キ
ロ
の
道
の

り
に
３
時
間
も
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。こ

　
あ
ー
ん
、と
口
を
開
け
て
シ
ス
タ
ー
か
ら

パ
ン
を
受
け
取
る
男
の
子
。と
あ
る
日
曜

日
、首
都
デ
ィ
リ
の
教
会
は
神
へ
の
祈
り

を
さ
さ
げ
る
人
々
で
賑
わ
っ
て
い
た
。４
０

０
年
余
り
の
間
、ポ
ル
ト
ガ
ル
の
統
治
下

に
あ
っ
た
東
テ
ィ
モ
ー
ル
。そ
の
影
響
も

あ
っ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
が
多
い
。年
が

明
け
た
１
月
、ま
だ
街
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
の

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
残
っ
て
い
た
。

　〝
21
世
紀 

最
初
の
独
立
国
〞
東
テ
ィ
モ
ー

ル
が
独
立
を
果
た
し
た
の
は
２
０
０
２
年

の
こ
と
。ま
も
な
く
10
年
が
た
と
う
と
し

E.山から見下ろした首都ディリ
中心部。緑の多い街だ

F.海岸沿いの目抜き通りなどで
は紛争で破壊された建物の改
修が進んでいる。一方で、まだ
生 し々い傷跡が残る場所も
G.サンタクロースの帽子をかぶ
った少年が、父のバイクで学校
に行く弟を見送る。ベットボトル
にはガソリンが入っている

A.コーヒーの実。赤い色に熟すと収穫期
B.山あいのマーケットで売られているタロイモ
C.路上のお米屋さん。現在、東ティモールは輸入米によって需要を満たしている
D.山道の道路は舗装状態が悪く、雨で地盤が緩んだこの日、乗合トラックが転落。
心配された乗客は、皆無事だったそう
 

お祈りが終わった後、シスターからパンを受け取る人々。ディリ市内にはたくさんのカトリック教会があり、公用語であるテトゥン語とポルトガル語のミサが時間を分けて行われる

ィ
モ
ー
ル
海
で
発
見
さ
れ
た
新
た
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
で
あ
る
油
田
に
注
目
す
る
。

他
国
に
よ
る
統
治
時
代
を
長
き
に
わ
た
り

経
験
し
、世
代
に
よ
っ
て
教
育
を
受
け
た

言
語
が
異
な
る
東
テ
ィ
モ
ー
ル
。そ
れ
故
、

国
民
同
士
で
も
い
ま
だ
意
思
の
疎
通
が
難

し
い
場
面
も
あ
る
と
い
う
。課
題
は
幾
重

に
も
重
な
る
が
、人
々
が
成
長
へ
の
確
か

な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
よ
り
、平
和

な
社
会
が
築
か
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

E

F

G

村の診療所までやって来た子ども。道路や医療サービスが未整備のため、国民が等しく医療を
受けられるまでには、まだまだ時間がかかりそうだ

天真らんまんな子どもの笑顔には、明るい未来が感じられる 地元のNGOが運営する青少年センターの壁に描かれたイラスト。このセンタ
ーでは、平和構築を目的に若者に芸術やスポーツなどを教えている

首都 ： ディリ
面積 ： 約1万4,900ｋ㎡ （長野県とほぼ同じ大きさ）
人口 ： 106万人 （2010年暫定値）
公用語 ： テトゥン語、ポルトガル語
宗教 ： キリスト教 （大半がカトリック）
1人当たり国民総所得（GNI） ： 2,460ドル （2008年）
経路 ： 日本からの直行便はなく、インドネシアやシンガポール
での乗り継ぎが一般的。
通貨 ： 米ドル（USD）　1USD＝約84円（2011年4月現在）
気候 ： 首都ディリを含む北部海岸線沿いは乾燥の厳しい熱帯
気候で一年を通じて高温。雨期は11～4月、乾期は6～9月。
5月と10月は移行シーズン。

農村の家庭料理
「バタールダーン」

　16世紀から1974年まではポルトガル、
そして75年から約25年間はインドネシア
の統治下にあった東ティモールは、食文
化もその影響を大きく受けている。
　都市部で暮らす人々が普段から食べ
ているものはインドネシア料理に近い。大
豆の発酵食品であるテンペや豆腐など
にチリやココナツミルクを合わせるという
味付けは、まさにインドネシアと同じ。

　他方、フェスタと呼ばれる冠婚葬祭で
は、バターを使った料理やデコレーション
ケーキが出されることが多く、こちらはポ
ルトガル料理の流れを感じさせる。フェス
タでは、大切な財産である牛や豚を大勢
で分け合って食べるのも、人々の楽しみ
となっている。
　テトゥン語で「ゆでトウモロコシ」という
意味の「バタールダーン」は、人口の多
い農村部で日常的に食べられている料
理。雨期に収穫したトウモロコシを、虫が
つかないようかまどの煙でいぶして乾燥
状態にし、保存する。一般的な調理法
は、ピーナツや大豆、青菜などの季節の
野菜と一緒に煮込むというもの。栄養バ
ランスが良いため、「乳の出が良くなる」
と産後や授乳中の女性に人気だ。
　もちもちとしたトウモロコシとシャリシャ
リのゆでピーナツの食感がマッチし、一
口食べた瞬間、素朴で優しい味が広が
る。ぜひお試しを。

台所の天井に吊るし、乾燥させて保存するトウ
モロコシ

編集協力：認定NPO法人シェア＝国際保健協力市民の会 東ティモール　吉森悠（管理栄養士）

H.村人たちが協力して、調理場のかやぶき屋根をふき替える。かまどから煙が出るため、寝室
（左）とは別棟にしている
I.日本が支援した井戸で洗濯をする女性。水道・電気も不十分だが、家族の団結は強い

H

I

【材料（1人前）】
トウモロコシ130g／水約２Ｌ／塩小さ
じ２／ピーナツ・大豆・いんげん豆な
どの豆約30ｇ／青菜などの野菜適量
【作り方】
１．たっぷりのお湯を沸かし、洗ったト
ウモロコシと豆を入れる。

２．材料が柔らかくなるまで１時間ぐら
い煮る。

３．切った野菜を加え、塩で味付けする。

※野菜は、カボチャの葉、ハヤトウリ、ニンジンな
どでもよい。お好みでアイマナスと呼ばれるチリ
ソースをつけて食べてもおいしい。

ディリ

東ティモール
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し
い
場
面
も
あ
る
と
い
う
。課
題
は
幾
重

に
も
重
な
る
が
、人
々
が
成
長
へ
の
確
か

な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
よ
り
、平
和

な
社
会
が
築
か
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

た
い
。
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村の診療所までやって来た子ども。道路や医療サービスが未整備のため、国民が等しく医療を
受けられるまでには、まだまだ時間がかかりそうだ

天真らんまんな子どもの笑顔には、明るい未来が感じられる 地元のNGOが運営する青少年センターの壁に描かれたイラスト。このセンタ
ーでは、平和構築を目的に若者に芸術やスポーツなどを教えている

首都 ： ディリ
面積 ： 約1万4,900ｋ㎡ （長野県とほぼ同じ大きさ）
人口 ： 106万人 （2010年暫定値）
公用語 ： テトゥン語、ポルトガル語
宗教 ： キリスト教 （大半がカトリック）
1人当たり国民総所得（GNI） ： 2,460ドル （2008年）
経路 ： 日本からの直行便はなく、インドネシアやシンガポール
での乗り継ぎが一般的。
通貨 ： 米ドル（USD）　1USD＝約84円（2011年4月現在）
気候 ： 首都ディリを含む北部海岸線沿いは乾燥の厳しい熱帯
気候で一年を通じて高温。雨期は11～4月、乾期は6～9月。
5月と10月は移行シーズン。

農村の家庭料理
「バタールダーン」

　16世紀から1974年まではポルトガル、
そして75年から約25年間はインドネシア
の統治下にあった東ティモールは、食文
化もその影響を大きく受けている。
　都市部で暮らす人々が普段から食べ
ているものはインドネシア料理に近い。大
豆の発酵食品であるテンペや豆腐など
にチリやココナツミルクを合わせるという
味付けは、まさにインドネシアと同じ。

　他方、フェスタと呼ばれる冠婚葬祭で
は、バターを使った料理やデコレーション
ケーキが出されることが多く、こちらはポ
ルトガル料理の流れを感じさせる。フェス
タでは、大切な財産である牛や豚を大勢
で分け合って食べるのも、人々の楽しみ
となっている。
　テトゥン語で「ゆでトウモロコシ」という
意味の「バタールダーン」は、人口の多
い農村部で日常的に食べられている料
理。雨期に収穫したトウモロコシを、虫が
つかないようかまどの煙でいぶして乾燥
状態にし、保存する。一般的な調理法
は、ピーナツや大豆、青菜などの季節の
野菜と一緒に煮込むというもの。栄養バ
ランスが良いため、「乳の出が良くなる」
と産後や授乳中の女性に人気だ。
　もちもちとしたトウモロコシとシャリシャ
リのゆでピーナツの食感がマッチし、一
口食べた瞬間、素朴で優しい味が広が
る。ぜひお試しを。

台所の天井に吊るし、乾燥させて保存するトウ
モロコシ

編集協力：認定NPO法人シェア＝国際保健協力市民の会 東ティモール　吉森悠（管理栄養士）

H.村人たちが協力して、調理場のかやぶき屋根をふき替える。かまどから煙が出るため、寝室
（左）とは別棟にしている
I.日本が支援した井戸で洗濯をする女性。水道・電気も不十分だが、家族の団結は強い
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【材料（1人前）】
トウモロコシ130g／水約２Ｌ／塩小さ
じ２／ピーナツ・大豆・いんげん豆な
どの豆約30ｇ／青菜などの野菜適量
【作り方】
１．たっぷりのお湯を沸かし、洗ったト
ウモロコシと豆を入れる。

２．材料が柔らかくなるまで１時間ぐら
い煮る。

３．切った野菜を加え、塩で味付けする。

※野菜は、カボチャの葉、ハヤトウリ、ニンジンな
どでもよい。お好みでアイマナスと呼ばれるチリ
ソースをつけて食べてもおいしい。

ディリ

東ティモール
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川沿いの道路で出会った牛飼いの少年。
じっとこちらを見つめる

地球ギャラリー vol.32

れ
で
は
、物
流
が
満
足
に
で
き
な
い
。経
済

発
展
を
促
進
す
る
た
め
に
も
、イ
ン
フ
ラ
整

備
は
重
要
な
課
題
だ
。

　
一
方
、村
の
生
活
は
、電
気
も
水
道
も
通

っ
て
い
な
い
場
合
が
多
い
。訪
れ
た
村
は
、

家
畜
の
糞
尿
か
ら
出
る
メ
タ
ン
ガ
ス
を
使

っ
て
発
電
す
る
シ
ス
テ
ム
を
持
っ
て
い
た

が
、電
気
を
使
用
で
き
る
の
は
わ
ず
か
に

夜
の
数
時
間
の
み
。村
人
は
家
屋
に
小
さ

な
電
球
を
と
も
し
、ラ
ジ
オ
を
聞
く
く
ら

い
で
あ
る
。

　
し
か
し
、村
長
を
中
心
に
皆
が
団
結
し

て
生
活
し
て
い
る
。ど
こ
か
懐
か
し
い
か

や
ぶ
き
屋
根
を
ふ
き
替
え
る
時
に
は
子
ど

も
た
ち
が
集
ま
り
、そ
の
様
子
を
見
守
る
。

三
度
の
食
事
で
は
、た
く
さ
ん
あ
る
わ
け

で
は
な
い
の
に
、タ
ロ
イ
モ
や
キ
ャ
ッ
サ

バ
、バ
ナ
ナ
な
ど
を
分
か
ち
合
い
、心
豊
か

に
暮
ら
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

　
次
世
代
に
、資
源
が
残
る
よ
う
に
―
。

「
独
立
の
父
」と
慕
わ
れ
る
シ
ャ
ナ
ナ
・
グ

ス
マ
ン
初
代
大
統
領（
現
首
相
）は
今
、テ

て
い
る
が
、い
ま
だ
国
際
機
関
の
支
援
を

受
け
て
治
安
維
持
に
当
た
っ
て
お
り
、国

の
基
盤
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
は
こ

れ
か
ら
本
格
化
さ
せ
て
い
く
。

　
国
土
は
、ワ
ニ
の
よ
う
な
形
を
し
た
細

長
い
テ
ィ
モ
ー
ル
島
の
東
半
分
。長
野
県

く
ら
い
の
大
き
さ
で
、島
の
東
西
に
は
山

岳
が
背
骨
の
ご
と
く
連
な
っ
て
い
る
。国

民
の
約
8
割
が
農
業
を
な
り
わ
い
と
し
て

お
り
、中
で
も
山
岳
地
帯
の
気
候
を
生
か

し
て
作
ら
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
は
、同
国
唯
一

の
輸
出
品
。主
食
の
コ
メ
は
、長
年
の
紛
争

で
生
産
シ
ス
テ
ム
が
十
分
に
機
能
を
果
た

せ
ず
、輸
入
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
あ
り
、現
在
、国
を
挙
げ
て
自
給
率
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
平
地
が
少
な
い
東
テ
ィ
モ
ー
ル
で
は
、大

多
数
の
人
々
が
急
峻
な
山
道
の
脇
に
集
落

を
作
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
。舗
装
さ
れ
た

道
路
も
あ
る
が
、維
持
管
理
が
な
さ
れ
て

い
な
い
。洪
水
で
山
道
が
分
断
さ
れ
れ
ば
、

人
の
行
き
来
や
物
資
の
輸
送
が
困
難
と
な

る
。

　
デ
ィ
リ
か
ら
、コ
ー
ヒ
ー
の
産
地
エ
ル
メ

ラ
県
に
向
か
っ
た
。く
ね
く
ね
し
た
山
道

の
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
陥
没
を
避
け
な
が
ら

走
行
し
た
た
め
、お
よ
そ
60
キ
ロ
の
道
の

り
に
３
時
間
も
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。こ

　
あ
ー
ん
、と
口
を
開
け
て
シ
ス
タ
ー
か
ら

パ
ン
を
受
け
取
る
男
の
子
。と
あ
る
日
曜

日
、首
都
デ
ィ
リ
の
教
会
は
神
へ
の
祈
り

を
さ
さ
げ
る
人
々
で
賑
わ
っ
て
い
た
。４
０

０
年
余
り
の
間
、ポ
ル
ト
ガ
ル
の
統
治
下

に
あ
っ
た
東
テ
ィ
モ
ー
ル
。そ
の
影
響
も

あ
っ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
が
多
い
。年
が

明
け
た
１
月
、ま
だ
街
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
の

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
残
っ
て
い
た
。
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〞
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テ
ィ
モ
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独
立
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た
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た
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は
２
０
０
２
年

の
こ
と
。ま
も
な
く
10
年
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と
う
と
し
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。
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村の診療所までやって来た子ども。道路や医療サービスが未整備のため、国民が等しく医療を
受けられるまでには、まだまだ時間がかかりそうだ
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公用語 ： テトゥン語、ポルトガル語
宗教 ： キリスト教 （大半がカトリック）
1人当たり国民総所得（GNI） ： 2,460ドル （2008年）
経路 ： 日本からの直行便はなく、インドネシアやシンガポール
での乗り継ぎが一般的。
通貨 ： 米ドル（USD）　1USD＝約84円（2011年4月現在）
気候 ： 首都ディリを含む北部海岸線沿いは乾燥の厳しい熱帯
気候で一年を通じて高温。雨期は11～4月、乾期は6～9月。
5月と10月は移行シーズン。

農村の家庭料理
「バタールダーン」

　16世紀から1974年まではポルトガル、
そして75年から約25年間はインドネシア
の統治下にあった東ティモールは、食文
化もその影響を大きく受けている。
　都市部で暮らす人々が普段から食べ
ているものはインドネシア料理に近い。大
豆の発酵食品であるテンペや豆腐など
にチリやココナツミルクを合わせるという
味付けは、まさにインドネシアと同じ。

　他方、フェスタと呼ばれる冠婚葬祭で
は、バターを使った料理やデコレーション
ケーキが出されることが多く、こちらはポ
ルトガル料理の流れを感じさせる。フェス
タでは、大切な財産である牛や豚を大勢
で分け合って食べるのも、人々の楽しみ
となっている。
　テトゥン語で「ゆでトウモロコシ」という
意味の「バタールダーン」は、人口の多
い農村部で日常的に食べられている料
理。雨期に収穫したトウモロコシを、虫が
つかないようかまどの煙でいぶして乾燥
状態にし、保存する。一般的な調理法
は、ピーナツや大豆、青菜などの季節の
野菜と一緒に煮込むというもの。栄養バ
ランスが良いため、「乳の出が良くなる」
と産後や授乳中の女性に人気だ。
　もちもちとしたトウモロコシとシャリシャ
リのゆでピーナツの食感がマッチし、一
口食べた瞬間、素朴で優しい味が広が
る。ぜひお試しを。
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モロコシ

編集協力：認定NPO法人シェア＝国際保健協力市民の会 東ティモール　吉森悠（管理栄養士）

H.村人たちが協力して、調理場のかやぶき屋根をふき替える。かまどから煙が出るため、寝室
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１．たっぷりのお湯を沸かし、洗ったト
ウモロコシと豆を入れる。

２．材料が柔らかくなるまで１時間ぐら
い煮る。

３．切った野菜を加え、塩で味付けする。

※野菜は、カボチャの葉、ハヤトウリ、ニンジンな
どでもよい。お好みでアイマナスと呼ばれるチリ
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復
興
か
ら

経
済
発
展
へ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を

2
0
1
2
年
で
独
立
10
周
年
を
迎
え
る
東
テ
ィ
モ
ー
ル
。

基
本
的
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
の
緊
急
復
興
支
援
が
一
段
落
し
、

今
後
の
経
済
発
展
を
目
指
す
東
テ
ィ
モ
ー
ル
に
対
し
て
、

J
I
C
A
の
支
援
は
、
よ
り
経
済
開
発
に
貢
献
す
る

国
づ
く
り
へ
と
移
行
し
て
い
る
。

　JICAは2000年に東ティモール事務所
を開設し、紛争で破壊されて何もない状況
の中、国の基盤であるインフラ整備などの
「緊急支援」とそれらの維持管理の促進、
また、農業の生産性向上という「復興支
援」に重点を置いた協力を行ってきた。そ
の後、治安は落ち着き、紛争からの復興は
一段落したといえる。
　だが、東ティモールにはこれといった産
業や、コーヒー以外の輸出用農作物があ
るわけではなく、援助国からの歳入を除く
一般財源の95％を石油収入に依存して
いる。また、この10年間での貧困率が増
加したり、妊産婦死亡率が悪化するなど、
解決すべき課題は多い。そこでJICAは、
2030年までに中所得国入りを目指す同
国の国家開発目標を後押しするため、現
行の4つの重点分野から、一定の成果を
見せている｢平和の定着｣を収束課題とし
て位置付け、今後は次の3つの重点分野
に絞り込んで、より経済開発を見据えた支
援に移行しようとしている。
　一つ目が、経済成長に欠かせないイン
フラ開発。今後、新規産業を生み出すため
にも重要な道路や上水、電力などの整備

に向けてさまざまな事業を展開中だ。例え
ば、東ティモールでは道路が唯一の交通
手段だが、正しく維持管理されていないた
めに道路が壊れて交通が遮断されること
も多い。この状況は経済活動を停滞させ
るだけではなく、地方部へのアクセスを妨
げ国民の基本的な生活でさえ悪化させる
可能性がある。
　そこで05～08年に行われた「道路維
持管理能力向上プロジェクト」と、2010
年から始まった「道路施工技術能力向上
プロジェクト」では、道路の維持管理や災
害時の復旧活動に必要なデータベース、
連絡マニュアルの作成、定期的な道路の
点検と点検結果のタイムリーなデータベー
ス化などを実施。これらを通じて効率的な
道路維持・補修計画を策定するなどして関
係省庁の道路事業のマネジメント能力の
向上を目指している。
　二つ目が、農村開発分野。同国では全
就業人口の約8割が農業で生計を立てて
いるものの、農業インフラなどが未整備で
農業生産性が低い。そこでJICAは「マナ
ツト県灌漑稲作プロジェクト」を実施。灌漑
施設の修復のほか、適正品種の選定や農

業機械の活用方法などの農業技術の移
転を通して、コメの生産性向上を図ってい
る。
　三つ目の人材育成分野では、「東ティモ
ール大学工学部支援プロジェクト」を行
い、国内唯一の国立大学を支援している。
同校は、国づくりを担う技術系人材を育成
するため2000年に開校したものの、大学
側に高等技術教育体制の整備・運営の
知識が不足していた。そこで、教官の指導
力向上やカリキュラムの策定支援などを通
して、大学運営の能力強化を進めている。
　さらにJICAは、東ティモール・インドネシ
ア間の南南協力の推進にも力を入れてい
る。東ティモールでは、占領時代の歴史か
らインドネシア語が浸透していたり、道路の
設計仕様がインドネシア式だったりと、随
所に同国の影響が残っている。そのため
「東ティモールはインドネシアから学びた
い」、「インドネシアは東ティモールに教え
たい」とニーズが一致している。そこで
JICAは、援助国としての経験が十分でな
いインドネシアに対してインフラ、環境、高
等教育などの分野で、効率的な協力体制
の構築を後押ししている。

JICAの活動
in 東ティモール

主食であるコメの生産性向上を目指すため、農業
技術支援を受けながら田植えを行う住民たち

（上）道路インフラの整備能力向上のための南南協力
で、インドネシアの専門家から測量技術の指導を受ける
東ティモールの研修員
（下）道路の維持管理を担うインフラ省道路・橋梁・治
水局が道路の復旧を行う

（左）将来の国づくりを担う人材輩出を目指す東ティモール
大学で、生徒たちに物理実験の実習を行うJICA専門家
（右）東ティモールでは青少年活動の職種で2人の青年海
外協力隊が活動中。人権教育などを行う青少年センター
「Ba Futuru」で、青年たちに日本語を教える隊員
（撮影：久野真一）

地球ギャラリー vol.32

May 2011                         36



新 着 情 報

『カシム・ザ・ドリーム ～チャンピオンになった少年兵～』
国際ボクシング連盟ジュニア・ミドル級チャンピオン、カシム・オウマを追っ
たドキュメンタリー。カシムは6歳で誘拐され、ウガンダ国民抵抗軍の少年
兵として強制的に大量虐殺の訓練を受けた過去を持つ。無断で軍を抜
け出し、試合に出場するために渡米、政治的保護を求めて永住権を得た
彼は再び故郷の地を踏むのだが
―。ウガンダやコンゴ民主共和
国などでは、現在でもLRA（神の
抵抗軍）などの反政府武装組織
が子どもたちを誘拐しては少年
兵へと仕立て上げ、その数はこ
の20年間で3万人に上るともい
われる。過去の悲劇として見過
ごすべきではない、現在進行形
の問題を改めて考えさせられる
作品。日本未公開ドキュメンタ
リー映画を紹介する「松嶋×町
山 未公開映画を観るTV」DVD
化シリーズ第3弾。

D  VD

『世界エイズ孤児デーキャンペーン写真展
「ekilooto of Uganda～HIVと共に生まれる～」』
ウガンダのHIV/エイズの状況やエイズ孤児の姿を伝える写真展。
「ekilooto」とは、ウガンダの言葉で「夢」。HIV/エイズで親を失い、貧困
や差別、偏見、教育格差といった多くの困難の中、エイズ孤児たちはそれ
ぞれ夢を持ちながら懸命に生きている。5月7日の世界エイズ孤児デーに
合わせて行われるこの写真展では、トークショーも開催予定。撮影は、
2009年日本ドキュメンタリー写真ユースコンテスト大賞を受賞したフォト
ジャーナリストの安田菜津紀さん。

E  VENT

エティロート

37                         May 2011

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

B  OOK

『西アフリカの教育を変えた
日本発の技術協力』
サハラ砂漠の南に位置する内陸国ニジェールは、教育政策
の不足や財政の行き詰まりなどから教育環境の整備が進ま
ず、2004年の初等教育就学率は52％と世界最低水準。さ
らに、貧しい家庭にとって貴重な労働力である子どもを親が
学校に行かせたがらないなど、問題も多かった。そこで04年
に始まったのがJICAの「みんなの
学校プロジェクト（住民参画型学校
運営改善計画）」。保護者や先生、
地域の住民たちが望む学校づくり
を“みんな”で実現させ、プロジェクト
を成功に導いた道のりを同プロ
ジェクトの初代チーフアドバイザー
を務めた原雅裕氏が振り返る。
JICA研究所プロジェクトヒストリー
シリーズの第3弾。

原雅裕 著
ダイヤモンド社
1,575円（税込）

B  OOK

『子どもが主役で未来をつくる 
紛争、貧困、環境破壊をなくすために
世界の子どもたちが語る20のヒント』
紛争、貧困、環境破壊、差別。この世界には、子どもたちが
直面する数々の問題がある。彼らが置かれている状況はあ
まりに過酷で、日本にいる私たちは「できることは何もない」
と思ってしまいがち。しかし、たとえ厳しい生活環境にあって
も、世界中の子どもたちは希望を
持って生きている。医者になる夢を
持ち続けるイラクの少年や、学校
の先生になって人の役に立ちたい
と願うバングラデシュの少女－。本
書は、20カ国の子どもたちがどの
ような状況で暮らし、そして、どんな
チャレンジをしているかを“子ども目
線”で取り上げる。さらに、読者一
人一人が何をできるかを具体的に
紹介し、行動を起こすためのヒント
を与えてくれる一冊。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

2009年／アメリカ／87分
監督 : キーフ・デヴィッドソン
＊アニプレックスよりDVDが発売中（2,940円・税込）

日時 ： 5月17日（火）～31日（火） 11時半～20時（無休）　
会場 ： BODY WILD Under wave原宿本店（東京・原宿）
URL ： www.plas-aids.org/
問 ： エイズ孤児支援NGO・PLAS 
TEL ： 050-3627-0271

日時 ： 6月28日（火）～7月10日（日） 10時～18時（月曜休館）　
会場 ： JICA地球ひろば（東京・広尾）
URL ： www.jica.go.jp/hiroba/
TEL  ： 03-3400-7717

○c BELIEVE MEDIA /URBAN LANDSCAPES 
PRODUCTIONS 2008 ALL RIGHTS RESERVED 小野寺愛・高橋真樹 編著

ピースボート 編
合同出版
1,470円（税込）
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世界各地で加速化する森林破壊。途上国の人々が自らの力
で森林を保全・管理できるようにし、人間の生活と自然環境を
両立させていくためのJICAの支援を特集します。

　

東
日
本
大
震
災
に
は
世
界
中
の
注
目
が
集
ま
り
ま
し
た
。そ

し
て
各
国
か
ら
届
け
ら
れ
る
日
本
へ
の
支
援
。そ
の
中
身
は
資

金
、技
術
、緊
急
援
助
、メ
ッ
セ
ー
ジ
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、日

本
が
O
D
A
で
援
助
し
て
い
る
開
発
途
上
国
か
ら
多
く
集
ま
っ

て
い
る
の
が
、今
回
の
特
徴
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
も
、職
員
を
中
心
に
義
援
金
を
集
め
ま
し
た
。

あ
く
ま
で
個
人
の
判
断
で
個
人
の
お
金
を
寄
付
す
る
も
の
で
、

各
国
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
務
所
か
ら
も
職
員
や
現
地
ス
タ
ッ
フ
の
ほ

か
、事
務
所
が
入
っ
て
い
る
ビ
ル
の
オ
ー
ナ
ー
や
、普
段
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
と
付
き
合
い
の
あ
る
政
府
機
関
、さ
ら
に
は
通
り
が
か
り
の

人
ま
で
、た
く
さ
ん
の
方
た
ち
が
義
援
金
を
送
っ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
こ
う
し
た
日
本
に
対
す
る
気
持
ち
が
、被
災
地
で

日
々
の
生
活
に
困
っ
て
い
る
方
々
に
少
し
で
も
届
け
ば
|
。
そ

う
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
日
ご
ろ
付
き
合
っ
て
い
る
途
上
国
で
こ
れ
ほ
ど

ま
で
に
支
援
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、感
謝
の

念
が
絶
え
ま
せ
ん
。多
く
の
日
本
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
途
上

国
の
発
展
に
か
か
わ
り
、長
年
に
わ
た
っ
て〝
顔
の
見
え
る
〞関

係
を
築
い
て
き
た
こ
と
。そ
し
て
途
上
国
の
人
々
が
日
本
と
い

う
国
に
対
し
、親
近
感
を
抱
き
、ま
た
信
頼
し
て
く
れ
て
い
る

こ
と
。こ
れ
は
日
本
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
財
産
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

　

池
上
彰
さ
ん
は
「『
情
け
は
人
の
為
な
ら
ず
』が
国
際
協
力
」

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。今
回
ま
さ
に
、こ
れ
ま
で
の
途
上
国
に
対

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
協
力
が
日
本
に
返
っ
て
き
た
の
で
す
。「
が

ん
ば
れ
、日
本
！
」
の
声
に
応
え
、こ
の
震
災
か
ら
の
復
興
経
験

を
途
上
国
に
還
元
で
き
る
日
が
早
く
訪
れ
る
よ
う
、私
た
ち
は

こ
れ
か
ら
も
日
々
の
業
務
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

広
報
室
広
報
課
長　

友
成
晋
也

東
日
本
大
震
災
と
国
際
協
力

本誌をご希望の場合は
下記方法で

お申し込みください。

本誌をご希望の方には、送料をご負担
いただく形でご送付いたします。巻末
の払込取扱票に、氏名・住所・電話番
号・ご希望の送付期間・送付開始月を明記の上、指定の金額を郵便局でお支
払いください。入金の確認後、発送手配をいたします（入金から1週間程度かか
ることもありますのでご了承ください）。複数冊、またはバックナンバーをご希望
の方は送料が異なりますので、下記までお問い合わせください。

申込方法

申 込 先
住 　 所
T　E　L
F A　X
E m a i l

（株）国際開発ジャーナル社 業務部（発送代行）
〒107-0052  東京都港区赤坂2-13-19 多聞堂ビル
03-3584-2191
03-3582-5745
order@idj.co.jp

2

3

1

（ご希望の商品名を明記ください）
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　一面に広がる砂漠を歩いていると
突然、目の前にオアシスが現れた。
青 と々茂る木々から放たれる光を浴び
て、現地の女性が身にまとう民族衣装
が色鮮やかに輝く。その光景はまる
で、古代シルクロードが栄えた時代に
タイムスリップしたかのようだ。
　ここは、ウズベキスタン東部に位置
するフェルガナ。かつてはシルクロード
の中継地としてにぎわい、文字通り、
絹産業と養蚕業が盛んな地域だ。丁
寧に糸を紡いでつくられた“アトラス”
と呼ばれる布地を、この地域の女性た
ちは何とも粋に着こなす。
　しかしソビエト連邦崩壊後、都市部
への開発の集中、中国製品の台頭な

どにより、地方の伝統産業は衰退の
一途をたどることに。フェルガナ地域
の養蚕農家も激減し、出稼ぎに行か
ざるを得ない状況になっていた。そこ
で2009年からJICAの草の根技術協
力事業を通じて、東京農工大学が高
品質な繭の生産と絹製品の普及を目
的とした事業を開始。男性が育てた蚕
を使って女性が商品開発に取り組ん
でいる。「彼女たちは皆、とてもおしゃ
れです。次 と々アイデアが出てきて、日
本で販売できるまでの品質になりまし
た」と川端良子准教授は話す。
　シルクロードから運ばれてきた雑貨
の数々。手に取ると、シルク独特のつ
や感が気持ち良い。
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フェルガナ地域の女性たちの絹製品は、成田国際
空港と関西国際空港の「一村一品マーケット」でも
購入できる

★ポーチを5人、バレッタを3人、シュシュ、ランチョンマッ
ト、コースターを各1人にプレゼント！ 詳細は38ページへ→

シルクロードから生まれた絹製品

フェルガナ
ウズベキスタン
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PROFILE
1973年アメリカ・ボストン市出身。99年、エベレス
トの登頂に成功し、7大陸最高峰世界最年少登
頂記録を25歳で樹立。2000年からエベレストや
富士山での清掃活動、学校建設などに取り組む。
「なんとかしなきゃ！プロジェクト」著名人メンバー。

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」サイト
（nantokashinakya. jp/ )では、東日本
大震災の被災地を支援しているプロ
ジェクトメンバーの活動状況について
紹介しています。

　昔から、外交官の父親がよく口にし
ていた言葉があります。「物事にはA面
とB面がある。観光客はA面だけ見て
帰ってしまうが、本当の姿はB面を見な
いと分からない」。小さい時から海外で
暮らす機会が多かったのですが、そん
な父の教えを胸に、どこに行っても一つ
の国のあらゆる部分に目を向けるよう
心掛けてきました。
　山に登るようになってからもそうで
す。実を言うと1997年に初めてエベレ
ストに登頂するまで、私はよく写真で見
る“美しい山”をイメージしていました。
でも実際に行ってみると、そこにはまっ
たく別の世界がありました。人間が残し
た“ごみ”があちこちに散らばっていた
んです。その光景を目にした時のショッ
クは、今でも鮮明に覚えています。
　このままではいけない。そんな思いで
10年前から、地元の山岳民族シェルバ
を巻き込んで清掃活動を始めました。
いくら僕らがきれいにしても、地元の人
たちの意識が変わらないと持続しな
い。だから彼らと“一緒に”やることが大

切でした。
　最初のころは「なんでごみを拾う必
要があるの？」という雰囲気もありまし
た。でも何年か続けていくうちに、彼ら
の中にも自分たちの山という誇りが生
まれ、今では率先して活動するまでに
なりました。ネパールやケニアで日本が
支援したごみの最終処分場を視察し
た時も、JICAの人たちは何よりもまず、
地域住民と信頼関係を築いていくこと
を大切にしていました。やはり、何事も
“人”ありきなんだと感じました。
　そして今、これまで国際協力を続け
てきた日本を、世界中が応援してくれて
います。
　3月11日に東日本大震災が発生して
から数日間、私はただテレビの映像を
前に、この現実が信じられず、ぼうぜん
とすることしかできませんでした。でもふ
とある瞬間、われに返ったんです。「被
災地の人たちはもっと大変なんだ。東
京にいる僕らが落ち込んでいる場合じ
ゃない」と。そこで自分に何ができるか
を考え思い付いたのが「寝袋支援プロ

ジェクト」でした。
　私も山に登る人間ですので、寒さが
どれだけ肉体的・精神的に辛いものか
を身をもって知っています。避難所で毛
布一枚にくるまって震える被災者の
方々を見て、今すぐ彼らに温かい寝床
を届けたいと思い、たくさんの人の協力
を得て、1,916個（4月8日現在）を届ける
ことができました。でもまだまだ十分で
はない。東北の甚大な被害、懸命に生
きる人々を目にして「私たちが一人一つ
ずつ、何かを背負って、乗り越えていか
なければならない」と強く感じています。
　今こそ、日本が一体となる時です。世
界中から寄せられた支援を糧に、みん
なで思い、行動し続ければ必ず復興の
道は開けてくる。そう信じています。

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国
の現状について知り、一人一人ができる国際協
力を推進していく市民参加型プロジェクトです。
ウェブサイトを中心に、さまざまな国際協力の
カタチを提案していきます。
詳しくはこちらから→

私の

なんとかしなきゃ.jp

● 

今、日本が一体になる時

NOGUCHI Ken

アルピニスト  野口 健


